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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　射さしこむ光がまだら模様を描えがく──その中を歩く。

　足の下で膨ぼう張ちよう有ゆう機き材ざいが割れる。死んだ海え老びをつぶすような感覚に顔をしかめる。

　あんこうの水すい槽そうが照らしている──くずれ落ちた天てん井じようの残ざん骸がい。あるいはいく年も放置された変異種の死し骸がい。

　おれは旧都市の地下を歩いていた。

　二度とおとずれることはない、と思っていた場所をながめていた。

　前を歩く元相棒はもどってこいと言った──だが理由は自分も知らないと言った。

　緊きん急きゆうの呼びだし＝〈教授会〉の要よう請せい。

　おれは三年前に左さ遷せんされていた。

　そんな男──一いつ介かいの現地調査員になんの用があるというのか。

　いまさらなんの役に立てるというのか。

　限りなく続く壁へき面めんを／根と腐ふ敗はいにおおわれた内部構造を見上げながら思っていた。

　張りめぐらされた空中回かい廊ろうを──最下部は遠く、天井付近はかすんでいて判然としない──登りながら思っていた。

　元相棒は前を歩き続けた。

　数日後、おれは彼を憎にくんだ。
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　地上が近づく／気温が上じよう昇しようする／体温が上がる──じっとりと汗あせばむ。変異種の鳴き声が増ふえて、視界に光がどっとあふれた。

　目がまぶしさになれるまで数秒──手のとどく距きよ離りに元相棒＝東雲しののめ。

「ずいぶんと……ひさしぶりだから……」言葉がひとりでにもれる。

　そびえ立つ環かん境きよう建築群に圧あつ倒とうされる。距離感を狂くるわせる巨きよ大だいさに吐はき気けさえおぼえる。平ひらたく／地面にへばりつくようにして建つ泡あわの化ばけ物。緑色の入道雲が地上から天に向かって湧わき立ち／ふくらみ／肩かたをならべているようにも見える。表面の有機材は──プラスチックを思わせる前世紀の建築資材だ──根にびっしりとおおわれ／腐くさり／大部分が欠落しており、毛細血管の浮ういた老人の肌はだを思わせる。

　廃はい墟きよは無数に、周囲数十キロの範はん囲いにわたって広がっている。当時はひとかたまりに数万人が住んでいた、という話だ。

　一いつ瞬しゆん、足もとがぐらついた。見まわす──緑色の点が西の空をぐんぐんと上昇していく。

「脱だつ出しゆつ蛙がえる……」

　春がおとずれた証しよう拠こ。これからしばらくは頻ひん繁ぱんに見られる。

　踏ふみだしかけてまた止まった。背後──うっそうと茂しげる密林。外界と遺い跡せきの中心部を隔かく絶ぜつしている緑──元々は中心部もその中に埋うもれていた。〈学会〉による中心部の伐ばつ採さい＝二十年前の出来事。環境建築を再利用するためだ。

「どうした？」東雲がふり返る──神経質そうに眉まゆを寄せる。

「なにか……聞こえないか……」

　東雲──いぶかしげな表情でおれのそばへ。同じ方向に目をこらした。

「変異種はいくらでもいる。いまは急いだほうがいい」

「そういう音……鳴き声じゃない。大きく──」

　地面が揺ゆれはじめた。腹の底に響ひびく低音。変異種の群れが有機材の裂さけ目から飛びだした／別の群れが頭上を横切った／あちこちで金切り声が上がりはじめた──

「〈汚お染せん帯たい〉のほうか。なにか来るな」東雲が目を細める。

「上から見よう」

　腰こしの箱を開あけた。表面処理された分子ワイヤ──木の枝をねらってほうり投げた。先せん端たんが巻きつき、手ごたえを伝える。たぐりながら登る──枝の上にしがみついた。

　重なりあった葉のすき間から赤黒い、巨きよ大だいな物体が見えた。動いていることは確かだ──だがチラチラとしか見えない。

「葉っぱがじゃまだ」まわりを見わたす──木々よりも高いもの──

「東雲しののめ！」

　足場の枝が揺れた。ふらついてしゃがんだ。

「そいつの強度をみてくれ。跳とび移る！」

　東雲が手を振ふって走る──環かん境きよう建築の壁へき面めん。見たことのない器具を使う。おれが左さ遷せんされたあとで実用化されたものか。彼は壁かべのほうに手を振った──いけ、という合あい図ず。

　うなずいた。ほどいたワイヤを別の枝に投げた。数歩の助走をつけて跳んだ──ワイヤが弧こを描えがきながらおれを運ぶ──傾けい斜しやした有機材の壁へ。

　四よつんばいで張りつく。手と肩かたに衝しよう撃げきが走る。手と足の下で確かさが消える──外壁が割れた──暗くら闇やみの中へ。内部の冷えた空気に包まれた。上下感覚が消えた。壁の破は片へんともみくちゃになる──吸いこまれるように落下していく。

　落ちきった。こんどは全身に痛み──有機材の割れる感覚／音／独特の臭しゆう気き。

「東雲の野や郎ろう……」

　身体からだを起こした──ほこりを／バクテリアに分解された室内調度を／なにかわからないものを吸いこんでむせた。のどの奥おくがベタつく。

「外は──」

　見上げる。割って落ちた穴──あまりにも高い位置──無事にすんだのは奇き跡せきだ。

　別の穴をさがす──光のもれてくる方向──根と蔦つたに引き裂さかれた壁面の割れ目。

　原形をとどめない有機材をかき分け／蹴けとばし／粉々に砕くだきながらつめ寄る──外気を吸ってあえいだ。

　外壁にしがみついて駆かけのぼった。表面に張りついた根をつかみ、引き寄せるようにして上へ──ふり返って息をのんだ。

「陸上船!?」

　密林の先──赤黒い塊かたまりが三つ──四つ。

　停てい泊はく中ちゆうのものなら見たことがあった。だが動いているものは見たことがなかった。

　それも四隻せき。

　巨大な鉄の塊。

　足もとが揺ゆれる。立っていられない。

「船だ──なんてでかさだ!?」

　船団が近づく──なぎ倒たおされた木々が／環かん境きよう建築群が密林の中に筋を作っている。地平線からおれたちのほうへ──ゆるやかな弧こを描えがきながら。

「施し設せつに向かってる!?」

「早く降りろっ。つぶされるぞ！」

　ハッとなった。傾けい斜しや角かく四十五度の壁かべをすべり降りた──尻しりの下で有機材が跳はねる──最後の数メートルは転げ落ちた。

　後頭部をさする──目を上げて東雲しののめを見た。「あの船、〈学会〉が買ったのか？」

「わからん。少なくとも俺おれは聞いてない」

　でかぶつの存在を東雲が知らない──〈学会〉の備品ではない、ということか。

「ならなんで施設の場所を知ってる？」

「さあな……」おれの袖そでを引いて立たせる。「隊形は？」

「隊形？」立ちながら考える──赤黒い色のならび──「Ｖ字型……だったと思うけど」

「なら横に逃にげても無む駄だだな」常に冷静な東雲＝顔色ひとつ変えない。「こっちだ」

「どうする？」

「旧都市の地下に降りる」

「内部構造がもたない！」

　環境建築は地下に大きく広がっている。東雲の提案＝下に降りて船団をやりすごそう、という意味だ。だが上で見た光景──破は壊かいされ／下じきになった建築群──密林につけられた傷きず痕あと。陸上船の持つ非常識な重量。

「巨人が入ってんだぞ!?」

　さらに強く／ぐっと引かれる──

「俺たちだって主要部分の補強ぐらいやってる。〈学会〉をなめるな」

　のどまで出かかった言葉──意味のない反論──ぐっとのみこむ。
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「わからないな。あんなのが施し設せつにあらわれた、というのは確かに異常だ。でもその前にさ、あんな船団が存在するってこと自体、おかしいだろ？」

　船団の通過した跡あと──環かん境きよう建築が消えている。道路だった場所がえぐれている。折られた木々の生々しい断面──生々しいにおい──急に広くなった視界。前後にどこまでも続いている──一方はおれたちの目的地＝βベータ施し設せつへ。もう一方＝〈汚お染せん帯たい〉の方向へ。

　一いつ般ぱん人じんに施設の場所を知られる心配はない。だが派は手でな道ができたことも事実だ。

「〈教会〉の印はついてなかったし、都市国家じゃあんなのは持てない」

「〈教会〉がいつも印をかかげてる、とは限らんさ」

「なら東雲しののめは〈教会〉の連中だと──」

「その可能性もある。だが俺はなにも言ってない……へたな推測はやめることだ」

「……そうだな」道の先に目をやる。「行けばわかるか」

　早足で歩く──適当と思われる場所で木々の陰かげへ。施設までは五〇〇メートルあるかないか。前方＝周囲と同じような廃はい墟きよが林立している──研究施設／そのために改装された環境建築群──ここから直接見ることはできない。

　各建築物間の距きよ離り＝数十メートル。以前はこの迫はく力りよくに美しさも加わっていた。半はん透とう明めいであわい光こう沢たくを放っていた外がい壁へき──いまは汚よごれ、にごり、百年前の姿は見る影かげもない。唯ゆい一いつの救い＝いまこの瞬しゆん間かん、おれたちの姿をまぎれさせてくれる。

　目の前／廃墟の頂上部を越こえたあたり──陸上船の舷げん側そく付近がわずかに見えている。確かく認にんできる数＝二隻せき。帆ほ柱ばしらは見あたらない。〈巨きよ人じん機関〉だけで推力を得ている型のようだ──あの船は中にぶちこんだ巨人の人力だけを用い、船体の両脇わきについた巨大な車輪をまわすことで前に進む。現存し、再利用されている、数少ない鉄の物体。

「意外といるな」東雲──乱れた襟えりを直しながら。

「なにが？」

「見張りだ。上に三人と下に四人見えてる──いや、五人か。よく見ろ」

　五人までは見分けられた──ふと違い和わ感かんをおぼえた。思わず身を乗りだす。

「格好が変だ。体型も──」

「静かに。右の三段目が見てる」さらに声を落とした。「下のも動いた。気づかれたぞ」

　東雲──立ちあがった。即そく座ざに背を向けてもどりはじめる。

　あわててあとを追った。「なんで気づかれた……」

「嗅きゆう覚かく感知か聴ちよう覚かく感知。あるいはそれ以外」

「〈強化人間〉か！」

　変異種の一部を身体中に埋うめこみ／人じん為い的てきな肉体改造を極限までほどこした傭よう兵へい──殺しても死なないやつら。

　東雲の背中を見つめながら──「〈教会〉ではない、ってことだな」

〈教会〉は〈強化人間〉を嫌きらう。教義ではいっさいの肉体改造が否定されている。

「都市国家か、〈汚お染せん帯たい〉の向こうにいるやつらか」

「どうだろうな」

　環かん境きよう建築の外側をまわりこんだ。目印をさがし、瓦が礫れきを脇わきに押おしのけて内部へ。採光窓が陽光を取りこむ──このあたりは〈学会〉によって通路が改装されている。

　東雲しののめは腰こしの箱から拳こぶし大だいの袋ふくろを出した。立ちどまって中身を頭からかぶった。粉末が煙けむり状に広がり、彼の身体からだを包みこんだ。

「嗅覚と熱感知ならごまかせる」半分空からになった袋──口を持っておれのほうへ差しだす。「最近の物だ。同じようにすればいい」

「ん……」受けとって頭からかけた。少し吸いこんだ／頭がぼうっとなった──それほど不快感はなかった。

　無数の吹ふき抜ぬけを横切り、空中回かい廊ろうを通り抜けて別の区画へ。Ｄ棟とう。三階部分まで階段を上がる──五階層分をぶち抜いた広大な空間に出た。

　おれたちの位置＝壁かべをぐるりと取りかこむ細い通路──その中段。眼下＝体長一〇メートル以上の変異種を解かい剖ぼうするための／融ゆう合ごう実験を行うための実験場。いまはだれもいない。投げだされたままの実験具／血のついた拘こう束そく用ようの鎖くさり／両手用のメス──

「大あわてで逃にげだしたか、強制的に連行されたか」

「そんな感じだよな」

　大解剖台の上──側頭部を開かれた変異種が痙けい攣れんをくり返している──強く／弱々しく。たいていの変異種は昆こん虫ちゆう型がただが、こいつは哺ほ乳にゆう類るい型がたのように見えた。

　東雲は通路の端はしまで歩いた。膜まくを張った割れ目状の窓から外をのぞき見る。

「どうだ？」背後からたずねた。

「大型船が四隻せき、うち三隻は事務棟の北側に停とまって──いや、いま動きはじめた。二隻は研究棟の搬はん入にゆう路ろにつけた」いらだたしそうに舌を鳴らす。「へたな操船だ」

「施し設せつの場所だけじゃない……か。本部の場所まで知られてる」

「〈強化人間〉ばかりだな。見えるだけでも三十はいる」

「〈学会員〉は？」

「降こう伏ふくしてるようだ。知ってる先生方も何人かいるようだが」

「大だい略りやく奪だつ集団か」

　当然の疑ぎ惑わく──だれがこの場所のことを教えたのか。

　東雲が脇わきにずれた。代わりに窓へ頭を近づける。思った以上に船は大きく、甲かん板ぱんはおれたちよりも上にあった。

　一隻は搬入路の奥おくにまで進入している。舷げん側そくから環かん境きよう建築に向かって細い、折りたたみ式らしい通路がわたされている。〈学会員〉たちがその上をぞろぞろと歩いている──教授、助教授、優ゆう秀しゆうなその助手たち。上から赤毛の〈強化人間〉が指示を飛ばしている。

「〈学会〉だって〈強化人間〉の一人や二人は雇やとってるんだろ？──それなりに使える変異種だっているんだ。なんで抵てい抗こうしない？」疑問を投げかける。

「使った結果を計算したのさ」

「そうなのか？　無む駄だだからなにもしないって──」

　だれよりもかしこい人たち。

「合理的だからな」

「だから嫌きらいなんだよ。あの人たちは……」窓に視線をもどした。

〈巨きよ人じん機関〉が低いうなり声を上げた。声というよりは地じ響ひびきのような音だ。

　最後の一隻せきが後退し、研究区画の外がい殻かくから少し離はなれた──事務棟とうの外殻を砕くだいた。おれたちに横っ腹を見せる。

　舳へ先さきの部分がゆっくりと上に開きはじめた。獲え物ものに襲おそいかかる鮫さめを思わせる──

「なにをする気だ？」思わず窓の両脇わきに手をつき、顔をさらに近づけた。

　研究棟の外殻に台形の線が走った。おれたちの正面。各辺の長さは一〇メートル以上──壁かべが線にそって音もなく、ゆっくりと外側へ傾かたむきはじめる。

〈学会員〉が声を上げて集まる──真下にいた連中があたふたと逃にげまどう。

　壁はからみついた根を引き千切りながら地面へ──太い何本かを〈強化人間〉たちが切断──一度跳はねて粉々に砕くだけ、落ちた根が大量の砂ぼこりを舞まわせた。有機材の分子結合が断たれた？

「あんなに大きな穴、どうする……？」

　運うん搬ぱん作業用に調教された大型変異種の群れ──二隻目の陰かげから。限りなく人間に似た筋肉の塊かたまり。首のない上半身だけが動いている。外殻の穴に次々と消える──背後から〈学会員〉たちが続く。両者の間には線が見えた。神経接続による有線操作。

　指示を出している男──

「またあいつか」

　船から降りた赤毛の〈強化人間〉。ほかの連中よりもひとまわり大きい。

　変異種たちが出てきた。穴から伸のびる樹じゆ脂し製の縄なわを引っぱる／筋肉がさらにふくらむ──ぶよぶよとした肉の塊が少しずつ出てくる。〈学会員〉たちの間にどよめきが広がる。

　塊の上部が穴につかえた。少しの間だけ動きが止まった──さらに五メートル分の壁が落ちた。牽けん引いんが続けられる。

「あれって──」

　牽引されている物体──全身が太陽の下へ。縦横一〇メートル程度の肉にく塊かい。表面＝無数の皺しわが震ふるえ、ねっとりとした赤い光こう沢たくをはなっている──下部にはびっしりと体毛。

「ＭＳ」つぶやき──なかば無意識的に。

〈巨きよ人じん機関〉を搭とう載さいした船団があらわれて、〈学会〉施し設せつの外がい殻かくに大穴を開けた。考えられる目的はひとつしかなかった──なぜすぐに気がつかなかったのか。

「出たか」東雲しののめ──はじめからわかっていた、というように。
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　ＭＳ。

〈学会〉にとって──恐おそらく世界にとって最も貴重と言える生き物。非常に頭がよく、外部からの刺し激げきに応こたえて秒間数兆回の計算をこなすことができ、それでいて知性を持たない。ありえない生命体──前世紀の人々によって造られた存在。手足は退化しており、自力では歩くことすらできない。確かく認にんされている生存数＝十に満たず、それゆえに〈学会〉は密林＝旧都市の遺い跡せき内に施設を造り、人ひと目めをさけるようにして研究を続けている。

　略りやく奪だつ者しやたちの手て際ぎわ＝驚おどろくほどあざやか。ＭＳの習性を知りつくしている──的確に重心を持ちあげ、退化した前ぜん腕わん部ぶを刺激し、可能な限り少ない労力で移動させている。助けを借りているとはいえ、ＭＳが自力で前へ進んだのはこれがはじめてにちがいない。

　さらに引きずりだされる──べつの種族が二匹ひき。体長は五メートル前後。白く／体毛はなく／人間の赤子を思わせる姿。ヒレ状の手足でずるずると這はう──元は水すい棲せいだったと言われている。ＭＳの外部記き憶おく生物。ＭＳの計算結果をおぼえておくための生き物。
















　次々と外へ出される。あえぎ声がとどく。五匹目が陸上船の舳へ先さきへ──

「全部持ちだす気だ。なんとかしないと──」

「どうしようもない」

「ほっとけないだろ!?」

　ＭＳを取り返せ。

　小走りにもどった──背後の階段へ。経路を思い描えがく──地下を通れば船の東側に出られる。管理棟とうの五階あたりから船に移れないか──

「どうするんだ？」東雲しののめが追ってくる。

「船に乗り移る──そうでもしないと！」

〈学会〉の研究員たちが連行された／研究資料が持ちだされた／ＭＳが積みこまれた──βベータ施し設せつの核かくが失われた。どんな研究だってこなせるであろう豪ごう華かさ。その研究がまともなものである可能性＝ゼロに等しい。

　これだけの襲しゆう撃げき隊たいを組織できる資金力＝直接〈学会〉に研究を依い頼らいできる資金力。あるいは〈学会〉と接せつ触しよくをはかれるだけの情じよう報ほう網もう。それをせずにここまで強ごう引いんなことをやった──本来ならことわられるような研究を望んでいる？

〈強化人間〉に見つからないことを祈いのる／祈りながら走る──実験場と事務棟をむすぶ空中回かい廊ろう。〈巨きよ人じん機関〉のうなりが近づく／船が本格的に動きだそうとしている。見張りは船にもどっているはずだ──見つかる可能性は低いが、急がなくてはならない。

　事務棟。道が思いだせない──西側に出る通路は──

「つき当たりを右、最初の階段を一度降りる」東雲──心を読んだように。

「助かる」

「〈学会〉のこと──」東雲が横にならんだ。「嫌きらいじゃなかったのか？」

「そうだけどさ」

　彼らの合理的すぎる思考──おれ自身が左さ遷せんされた、という事実。

「そうだけど、それとこれとは別だろ？　ＭＳが盗とられそうになってる」

「〈学会〉は嫌いだがＭＳは〈学会〉が持つべき……か。意外と保守的だな」

「染しみついてんだよ」

　視界がひらけた。西に面した壁かべ＝さっきの激げき突とつで完全にくずれていた。外の景色がはっきりと見える──船が速度を上げようとしている。世界が揺ゆれて／視界がにじんでいる。

「つき合ってやるさ」東雲──よろめいたおれの腕うでをつかむ。

「あたり前だろ？」

　壁ぞいを走った。足もとで床ゆかがくずれ落ちる／転びかけて跳はねる。船までの距きよ離り＝二〇メートル。甲かん板ぱんは五メートル上だ──船が昔の姿でなくてよかった。陸上を走る現在＝舷げん側そくに埋うめこまれるようにして巨きよ大だいな、甲板までとどく直径の車輪がまわっている。

「行こう」

　車輪が目の前を通りすぎる。分子ワイヤを身体からだの横でぐるぐるとまわす。

　船体が壁にさえぎられる──視界から消える寸前──車輪の軸じくに向かってほうり投げた。

　先せん端たんがからまる。あっと思う間もなく猛もう烈れつに引かれる／身体が宙に浮ういた──釣つられた魚のような状態でスポークにぶつかった／車輪にはじかれた／さらに浮いたあとでまたスポークに──骨を折りかけながらしがみついた。車輪のゆっくりとした動きに助けられた。

　車輪の外がい縁えん部ぶにつかまった。回転に合わせて身体の角度を変えていく──遠心力で身体が外側へ押おしつけられる──頂上から内部／保守用の通路がかいま見えた。

　車輪がもう一回転。少しずつ速度が上がっている──ベクトルを考こう慮りよして跳とんだ。船の本体へ──指先が木製の床に触ふれた。ぶざまに全身でしがみついた。

　上体を起こした。「東雲しののめは──」

　まわりにはいない。船に乗りそこねたか、はじめから乗り移ることを放ほう棄きしたか──後者の可能性が高い。

「そういうやつだよ……」

　息をととのえる。おれにできることを考える──ＭＳの奪だつ還かんは不可能。やつは大きすぎる／船を制圧しないかぎり無理だ。第二案＝〈強化人間〉の群れる船を乗っとる──あまりにもばかばかしい考え。外部記き憶おく生物も同じ。消去法で残る選せん択たく肢し＝せめて、大だい嫌きらいな教授連中を助ける。

「しかたないか」

　すべてを持ち去られるよりはましか。

　息の乱れがおさまった。車輪の回転数＝さっきの倍に見える。妙みような場所へ連れていかれる前に降りたい。

　数メートル先──船内への入り口。

「さてと……」

　とりあえず教授たちを見つけろ──あとのことは彼らが考えてくれる。

　彼ら＝だれよりも頭のいい人たち。
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　船内はうす暗かった。壁かべや天てん井じように発光物質が塗ぬってある。化学的な発光──だがとてもじゅうぶんとは言えない。〈強化人間〉の出現におびえながら前へ。

　扉とびらを抜ぬけた。機関部らしき場所に出た。眼下に巨きよ大だいな鉄製の箱──のっぺりとした床ゆか面めんがひたすら広がっているように見える。

〈巨人機関〉。

　両側に車輪へとつながる軸じくが突つきだしている。まわりには排はい泄せつ／食しよく糧りよう補ほ給きゆう／保守・点検用の弁がついている。

　技師らしき男たちが下から這はいでてきた──おれの姿を見てもなにも言わない。あたり前のように会話を続けながら、船せん尾び側の扉へと消えた。船の中＝おれと同じ実験衣姿の連中がいくらでもいる、ということか。連行された〈学会員〉たちが自由をゆるされている──あるいは施し設せつの場所を教えた裏切り者の〈学会員〉が何人もいるのか。

　技師たちの声はすぐに小さく──騒そう音おんにかき消された。空間を満たす音＝回転する車輪の音／車輪が密林の木々や建築物を砕くだく音／〈巨人機関〉の発するうなり声。

　箱を見下ろす──中には身長一八メートルの巨人がとじこめられ／黙もく々もくと同じ動作をくり返している。〈巨人機関〉は巨人が踏ふみ板を動かすことによって動力を生じている。巨人の大きさは人間のざっと十倍──ほぼ人間と同じ外形をしているが、手足は妙みように長く、頭とう髪はつはまばらで、顔は醜みにくくゆがみ／変形している。

　ざっと見まわす──機関室は船内のほとんどを占しめているように思える。至近距きよ離りで聞く巨人のうなり声＝あまりにも大きく、鼓こ膜まくがビリビリと震ふるえた。

　扉＝船首方向に三つ、船尾方向に四つ。元からついていたらしい鉄製のもの、あとから──〈巨人機関〉を入れるときに──つけたらしい樹じゆ脂し製のもの。〈学会員〉たちは舷げん側そくの穴／船首寄りの位置から船に乗せられた──前から調べるのが妥だ当とうか。

〈巨人機関〉をぐるりと迂う回かいして前へ。鉄の扉──鍵かぎはかかっていない──開あけて通路へ。ここも再利用された空間。壁へき面めん＝通路と平行に細い模様──本来あった管や導線をむしりとった跡あとだ。

　案内図をさがす──壁は無表情／あるわけがない──しらみつぶしに調べるしかない。

「たまんないな……」思わず毒づく。

　通路の奥おくから話し声が聞こえた──あわてて左手のくぼみに飛びこんだ。急な階段が上下へと続いている。話し声が近づく──とっさの判断＝上か下か。〈学会員〉を機関室よりも下の部屋に入れる──考えられない。

「上か」

　足音をしのばせて登った。また同じような通路。さっきよりも明るい──床ゆかにも蛍けい光こう物質が塗ぬってある。明るい場所＝顔を見分けられる可能性が高い。

　首を振ふって階段に足をかけた──さらに上の階へ。

　通路の明るさ＝機関室並み──物の輪りん郭かくがぼんやりとわかる程度だ。

「ここからさがすか」

　左右に扉とびらがならんでいる。中心側の扉どうしは間かん隔かくが広く、外側はせまい。広い船室とせまい船室。外側の扉には窓がなかった。ひとつひとつ開けていかなくてはならない。

　手はじめ＝鉤かぎ状じようの把とつ手てに手をかけた。奥へ押おした──ベッド／皺しわだらけのシーツ／無人。

　思いついた。〈学会員〉をとじこめている扉＝外側から鍵のかかっている扉。当時の鍵は錆さびて使えなくなっているはずだ──樹じゆ脂し錠じようならひとめ見ればわかる。

　歩調を速めた。かたっぱしから扉の接合部分を点検していった。窓のある部屋は一応のぞいてみる──どうやら乗組員の船室になっているらしい。無人／無人／収しゆう穫かくなし──通路の端はしまで来てしまった。

　背後で物音。心臓が止まる／全身が凍こおりつく──扉の開く気配。

　動けない／ふり返ることができない。

　もう一度バタン、という音──足音が船首方向へ遠ざかっていった。

　落ちつけ、落ちつけ、落ちつけ──数をかぞえながら歩き、手近な階段から上へ逃のがれた。

　壁かべに頭と背中をつけてため息。心臓が異常な速さで脈打つ。呼びとめられなくてよかった──先が思いやられた。

　通路の先──下では行きどまりだった場所に扉。鉄製。近づいた。鍵かぎをかけてあることがわかった。いまの時代の／正確にはひとつ前の時代の典てん型けい的てきな樹脂吸着錠。白く硬こう化かした粘ねん液えきがはりつき／すき間に入りこみ／扉と壁の一部をつないでいる。特別な酵こう素そを必要としない型──内側からでも外側からでも開けられるものだ。

　腰こしの箱から小こ瓶びんと定量ガラス管を出した。溶よう液えきを樹脂に落とした──吸着錠が溶解する──固体から粘液へ。

　扉はなめらかに／粘液の糸を引きながら開いた。入るなり強い刺し激げき臭しゆうが鼻を刺さした──研究室のにおい。変異種の鳴き声──一匹ぴきや二匹ではない。

「なんだ？」

　教授たちがいる可能性は低い──だが好こう奇き心しんがうずく──中を調べろ。

　壁ぞいにぐるりと水すい槽そう。十匹以上のあんこうが室内を照らしている。天てん井じようにも蛍けい光こう物質──かなり明るい──そしてかなり広い。機関室の上部空間をほとんど占しめているらしい。

　どこかで泡あわがボコボコと音を立てている。獣けものの声が／器具のきしむ音が聞こえている。実験台や解かい剖ぼう用ようの拘こう束そく具ぐがあちこちに配置されている。変異種が寝ねかされたままの台もちらほら──生死は不明。周囲＝実験器具や実験衣、薬やく剤ざいなどが乱雑にほうりだされている。

　悪臭。

「無茶苦茶だな」

　この部屋の主＝几き帳ちよう面めんとはほど遠い性格。

　導かれるようにしてゆっくりと歩を移した──左手の床ゆかに方形の穴が見えた。木の格こう子しがはめてある。実験生物たちの搬はん入にゆう口ぐちか、別の生物を入れるための檻おりか。

　視線をもどした。つるされた二メートルの鯉こいの向こう──サッと幕が開いた／思わず棒立ちになった。

　間仕切りらしい幕の奥おくに実験衣姿──背の高い男。足音すら聞こえなかった。これだけいろいろな音がしているのだからあたり前か。相手も驚おどろいたらしく、目を丸くしておれを見ている。

　用心が足りなかった──あわてて取りつくろう言葉を考える──

「おまえ！」

　相手の顔から驚きの色が消えた。なぜか安心したような、うれしそうな表情──

「ブレイロック！」男が近寄っておれの頭を叩たたいた。「やっと来たか！」

　豪ごう快かいに笑う／さらに攻こう撃げきを加え続ける──おれの頭をぐしゃぐしゃとかきまわす。

「待たせやがって……これでやっと零ゼロまではもどせる！」

　言葉の意味が理解できない──だがそれ以上の衝しよう撃げき。

　この顔／この声。

　だらしなく伸のびた実験衣──汚よごれの染しみついた襟えり元もと。

「オノフ……なのか……？」

　おれがくびになった研究室の先せん輩ぱい。東雲しののめの同どう僚りよう──

「おうよ」無む邪じや気きな表情で不ぶ精しよう髭ひげをさする。体格に似合わない、少年のような笑えみ。

「なんでこんなとこに？」

「きまってんだろ。おれは装置の専門だからよ」奥を手で示した。「これに乗ってる間はあいつの管理だ」

　見た。檻おりが宙に固定されている。体長三メートルはあろうかという鳥がうずくまっている──その下にはさらに別の生物が見える。

　オノフの登場──現実感に欠ける。とまどいから立ち直ることができない。

「あの鳥？」

「ちがう、あいつはただの保温器だ」

　オノフ──靴くつ音おとを響ひびかせて壁かべへ。把とつ手てをまわす──鳥の檻が少しずつ動く。

「直接は関係しないだろうが、見ておいてもいいだろう。めったにお目にかかれねえぜ」

　恐おそる恐るオノフのそばに寄った。檻の下にあったものをのぞきこんだ。

　いびつな／下半身の肥ひ大だい化かした変異種が股またを開いている──その子宮の中──一人の少女が埋うめこまれるようにして眠ねむっている。

　薄うすい手術衣を着せられている。服の裾すそから伸のびた手足はとても華きや奢しやだ。首と肩かたには細長い膚ふ板ばんがはりつき、手首からは透とう明めいな太い管くだが伸びている。中を通る液体は赤──血液の赤。ふつうの人間に見える。だがそんなはずはない。

「知的変異種か」

　年ねん齢れいはおれよりも三つ四つ下に見える──だが実際のところはわからない。変異種＝あらゆる常識は意味を持たない。ただひとつ確かなこと──病的に白い肌はだ／ぬれた薄うすい唇くちびる──赤みがかった長い黒くろ髪かみ。恐ろしくきれいだ。

　心をかき乱される──のどがつかえる。

「この娘こ──知性は？」

　目をそらすことができない。

「ああ」オノフ──気まずそうに。「ある。だから、気の毒だとは思うけどよ」

　犠ぎ牲せいになる、ということだ。〈学会〉の目的＝科学の再興と、それがもたらすより多くのしあわせのために。

「ひどいな」

「俺に言うなよ。死ぬようなことはしないんだぜ」

　だが解放することはできない、という口調。この場所＝恐おそらく船内で唯ゆい一いつの研究室。そこで特別待たい遇ぐうを受けている彼女──よほどめずらしい特質を持っているにちがいない。オノフは「めったにお目にかかれない」と言った──

「この娘この特性って？」

「聞いてないのか？」けげんそうな面おも持もち。「いつ合流した──」

　絶たえ間まなく響ひびいていた〈巨きよ人じん機関〉のうなり──唐とう突とつにかん高くなった。狂くるったような／人間のさけび声のような高音。

「なんだ？」足もとが揺ゆれた。

　オノフ──いらだちと驚おどろきと恐きよう怖ふがごたまぜになった表情。さらにぐらつく──底から突きあげるような衝しよう撃げきが来た。身体からだが跳はねあげられた。

　見えない腕うでに引かれるような感覚──棺かん桶おけを思わせる槽そうの上に倒たおれた。ガラスが粉々に砕くだけた／実験衣がびしょぬれになった／おれよりでかい鯉こいが落下してきた──おれの胸を押おしつぶした。

　まわり──固定されてないものの十割が／固定されていたものの四割が船首方向に飛ばされている──壁かべに打ちつけられて転がっている。どこかの檻おりで実験生物たちが絶ぜつ叫きようを上げている。巨鳥のまわりで大量の羽う毛もうが舞まっている。強い衝撃は一度きり──だが尋じん常じようではない揺れが断続的に続く。

「痛……」

　苦痛に涙なみだぐむ。恋こい人びとのように抱だきついてくる鯉こい──脇わきに押しのけた。

　ヌルヌルする身体を起こした。変異種の下からオノフが這はい出る──全身血だらけで。

「オノフ！」

「俺の血じゃない」つばを吐はきだす。

　彼はよろよろと立ちあがった。肩かたに食いこんでいた変異種の腕うでをもぎとって捨てる。

「なんなんだ？」

「また巨人があばれはじめた。それにともなう緊きん急きゆう停てい止しだ」オノフは苦にが々にがしげに舌を鳴らした。変異種の死体を蹴けとばす。「あの阿あ呆ほうども、まだ発信を止められねえ」

「なんの発信？」

「出で来き損そこないの低周波だよ。そのために来たんだろ？」

「低周波？」

　オノフ＝返事をしない──聞こえていないようだ。おれのほうへよろよろ──腕をつかみ、引き起こしてくれた。「機関室を見てくる。おまえはここの片づけをやってくれ」

「いいけど……」

　オノフが解かい剖ぼう台だいを／死体をかき分けて消える──地じ獄ごくのような惨さん状じようが残った。
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　三年ぶりの再会──まさか、昔と同じことをさせられるとは思わなかった。あと片づけ、あと片づけ、あと片づけ。

「にしてもな……」

　オノフ──完全に襲しゆう撃げき団だんの一員、といった雰ふん囲い気きだった。〈学会員〉の中にいる裏切り者の一人、ということか。考えられない／信じられるはずがない──おれも一員と思われていたようだが──一体なにが起きているのか。

　なにげなく幕の奥おくをのぞいた。鳥の檻おりがゆらゆらと揺ゆれている。手前になにか細長いもの──知的変異種の少女。長い髪かみが乱れ／からまり／子宮のふちにはりついている。

「なんてこった」

　あわてて走りよった。彼女＝ぐったりとしている──だが息はあった。管はさっきの急停止で切断されたようだ。膚ふ板ばんはほとんどが醜みにくくめくれ、はがれた跡あとには痣あざがあった。

　彼女がおさめられていた容器／肉の塊かたまり──落下で血まみれになっている。とても使えるとは思えない。外にほうり出された彼女──外気に触ふれたときはどうなる──

　彼女＝小さく身じろぎ。うっすらと目を開いた。

「大だい丈じよう夫ぶ、なのか……？」

　恐おそる恐る抱かかえあげた。思いがけず軽い。部屋の端はしまで運んだ──壁かべにもたれさせた。

　まぶたが完全に開いた。視線だけを動かしてまわりの様子をうかがっている──混乱と警けい戒かい。意識的な深呼吸──そのくり返し。

「〈巨きよ人じん機関〉の事故だって……船が停とまったんだ。大丈夫？」

　彼女＝答えない。黒い目をおれに向ける──おれの目をじっとのぞきこむ。

　意識ははっきりとしている。訊きいてみろ──「君のことを話して。なんで研究対象になったのか、とか」

　おれを見つめ続ける──居い心地ごごちの悪くなるような凝ぎよう視し。

「自由意思で来たんじゃないんだろ。逃にがしてあげたっていいんだ」

　いやになる沈ちん黙もく──やっと口を開いた──「君、だれ……」

「おれは」警戒心を解ける返事──思いつけない──正直にいけ。「〈学会員〉で──」

　彼女のまぶたがぴくりと持ちあがった。あやしむように眉まゆが寄る。

　あわてて言葉をついだ──「〈学会員〉だけど、この船の連中とは仲間じゃない」

「船って──船なの、ここ!?」

「そう……だけど、いまは事故で停とまってる」

　彼女＝目を見ひらく／室内を見まわす──理解が浸しん透とうする──信じられない、というように首を振ふった。壁に後頭部をごん、とつける。

「もう……なんてとこに連れてくんの」

「おれが連れてきたわけじゃない。それより君の身体からだのこと──」

「〈巨人機関〉って、そう……」なにか思いだしたように顎あごを上げた。手を脇わきについた／伸のびていた膝ひざを引きよせた。

「立てるのか？」あわてる／手を貸すべきか否いなか──

　彼女＝驚おどろいたように見返す。「君……変わってるよね」

「なにが？」

「逃がしてやるって、言ったから」不ふ穏おんな笑えみを見せて立ちあがった──しっかりとした動き。「でもよけいなお世話。一人で抜ぬけられる」

「なにを言って──」

「停まってるんでしょ。この船……」

「馬ば鹿か言うな」おれも立った／立ちあがろうとした──彼女の影かげがふっと近づく。

　下腹部に激痛が走った。目の前が暗くなった／胃の中身がこみあげた／息ができない──首を上げる──彼女の背中が遠ざかった。

「蹴けられた……!?」

　予想外の反応。

　なんとか腰こしを上げた。よろよろ／ふらふら──解かい剖ぼう台だいに手をかけ／血ですべってまた倒たおれた。肉の塊かたまりに頭から突つっこむ──鳥とり肌はだが立った。

　這はいずるように追う──彼女──歯を食いしばりながらにらむ。

　金属を激しく叩たたく音──彼女が扉とびらを蹴りつけている。オノフ＝念のために施せ錠じようしたのか。それだけこの娘こが大たい切せつだ、ということ──

「身体のことを訊ききたいって言ってるんだ。ここのやつらがなにをやってるのか──」

　痛みをこらえてにじり寄った。足もとを這いまわる爬は虫ちゆう類るいにつまずく／また転びそうになった──そばの柱にしがみついた。

　彼女──一いつ瞬しゆんだけふり返った。少し下がる／勢いをつけて体当たりをかける──なにかがはぜるような鋭するどい音。扉の右上にすき間。蝶ちよう番つがいがはじけとんだ──

「鉄だぞ!?」

　数百年で腐ふ食しよくは進んでいる──だが簡単に曲がるような代しろ物ものではない。船の扉＝並みの強度ではないはず。それを曲げる彼女＝並みの力ではない。

「あれで蹴られて──よく生きていられた」

　蹴りがくり返される。扉の右側が完全に開く──彼女が肩かたを当てて幅はばを広げる。

「待て！」

　まにあわない──彼女がすき間を抜ぬける。追おうと腕うでを入れた／扉が恐おそろしい勢いで迫せまった──向こう側から蹴りつけたらしい。あやうく指をなくしかけた。

　彼女が強ごう引いんにゆがめた扉──すき間にさっきの柱をねじこんだ。てこの応用で通れる幅を確保。同じことを素す手ででやりとげた彼女──研究対象にもなろうというもの。

　通路へ。まっすぐ進んだ？／階段を降りた？／階段を登った？──検証してみる──下の機関室＝いまは人が集まっているはずだ。前に進めば出口が遠のく。勘かんがいいか観察力にすぐれた人間なら上をえらぶ──彼女＝その両方、といった印象。

　階段まで走った。一気に駆かけのぼった。巨きよ人じんのうなり声が遠のく──指示を飛ばす声はあちこちから聞こえている。

　通路に出て左右を見た──ならんだ扉とびらがいっせいに開いた。全身を殻からに包んだ男、頭の異常発達した前かがみの男──〈強化人間〉たち。

「どうした？」外骨格の男──おれの前で首をかしげる。

　声の震ふるえをかくせ──「女の子をさがしてる。知的変異種だ……見てないか!?」

　彼ら──顔を見合わせる。

「妙みようなにおいは感じたな」巨頭が黒い鼻をひくつかせる。「変異種のにおいだが、こんな改造は知らない。知的変異種ならうなずける──女のにおいでもある」

　嗅きゆう覚かく感知。

「それだ」つめ寄る／顔を近づける──「どっちに行った？」

　男の鼻がさらに動いた。強化された嗅覚が分子をかぎわける／増量された脳が複雑な分ぶん析せきを行う──「方向だけだ。上に登ったようだが……甲かん板ぱんには出ていないな」

「感謝する」

　巨頭がうなずく／外骨格が軽く笑う──思いがけずまともなやつら。

　彼らに背を向けて走った──予想はまちがいじゃなかった。
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　階段を登りきった──最上階へ。

「ブレイロック！」呼びとめる声──オノフ。

「どうした？」身を引きもどす。

「酵こう素そを貸してくれ。鍵かぎを開けたいんだ！」

　彼のうしろ──二人の〈強化人間〉が扉とびらを力まかせに叩たたいている。三人の〈学会員〉が不安そうな顔で見ている。

「おまえの責任だぞっ。なんで彼女を外に出した!?」オノフ──非難がましく。

「中にいるのか？」走り寄る──扉を見る／〈学会員〉を見る／考えをめぐらせる──

「あの娘こがいなきゃ計画はつぶれるんだ！」オノフ──いらだちまぎれに壁かべを叩く。

「そうなのか……」

「早くしてくれ。なにをやってる!?」

「どいてくれ──〈強化人間〉をさがらせて！」

　連中を押おしのけた。鍵を調べた──樹じゆ脂しが硬こう化かして自動施せ錠じようされたらしい。

　計画はつぶれる。

「……そうかよ」

　溶よう液えきを落とした。樹脂が溶解する／扉が糸を引きながら開く──迷い。

　計画をつぶす可能性を持った少女。

　オノフを裏切る／裏切り者のオノフ──おれ自身の判断。

「やるべきことをやれ……」

　裏切り者どもの計画をつぶせる。

　すばやく通り抜ぬけた。扉を押しもどした。ゆらりとした再施錠の感かん触しよくが伝わる──

「なにやってんだ!?」驚おどろくオノフ──扉の向こう側で把とつ手てを無む駄だにまわす。

「正しいことをしてる！」

　オノフたちの計画をはばめ。彼女を確保しろ──

　通路を走る──さらに扉／浸しん水すい防止用の非常扉──その先に十字路。左右を見た。

　狂くるおしい興奮──左の奥おくに見えた。彼女だ。扉につけられた車輪のような把手をまわしている──光がゆっくりと射さしこむ。

「開けたのか──外!?」

〈学会員〉たちが連行された通路──つながれていた扉。

　完全に開いた。視線の先／細い身体からだごしに見える景色──超ちよう高速で流れている景色。

　陸上船は巡じゆん航こう速そく度どで走っている。

　彼女が扉の枠わくに手をかけた。じっと下の様子をうかがっている。

　落ちて無事ですむ高さ／速度ではない──

「だめだ！」床ゆかを蹴けった／空気の中でもがいた／少しでも近くへ──

　彼女は一いつ瞬しゆんだけふり返った。おれを見て笑ったように思った。

　狂わせる美しさ──流れて／緑の中へ消えた。
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　扉とびらに飛びついて船尾方向を見た。彼女が身体からだを丸めて落下していく──密林にまぎれた。驚おどろいた変異種の群れがわっと舞まいあがる。

　死亡している可能性大──だが鉄を蹴けやぶる彼女だ。落ちても無事、ということはじゅうぶんにありうる。

　深呼吸をくり返した。彼女を確保する──オノフたちの計画をはばめる／ＭＳや〈学会員〉が利用されることをふせげる──選せん択たくの余地はなかった。

「現地調査員をなめるな……」

　覚かく醒せい用ようと痛覚除去用のスパイクを腕うでに刺さした。分子ワイヤを下に向かってほうり投げた──高い木にからみついた。そのまま外へ。

　吹ふきつける風に息がつまった。船の進行方向に流される／ゆるみがなくなる／ワイヤのからみついた木がしなる──一いつ瞬しゆんの浮ふ遊ゆう感かん。

　垂直落下。背中の下──枝が音を立てて割れる／痛みに声がもれる／きりもみ状態でさらに下へ──太い枝に激げき突とつ／息が止まる／背骨は折れなかった。
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　つぎ当てだらけの身体からだ──ため息が出る。

　すり傷に消毒液をかけた。切り傷を縫ほう合ごうして膚ふ板ばんを貼はった。薬物で自分の身体をだましながらひたすら歩き続けた。

　船団の姿──影かげも形もなかった。連中もまさか巡じゆん航こう速そく度どの船から飛び降りた、とは思うまい。開いたままの外部扉──気づかれるかもしれない──だがずいぶんと先の話だ。

　空を見上げた。「日が暮れるな……」

　いやな時間／変異種が徘はい徊かいする時間。相手から見えてもこちらからは見えない──おれには感応力も暗視能力もない。

　彼女──夜は動かない／怪け我がで動けないはずだ。陽ひが沈しずむ前にどれだけ近づけるか。

　船の速度＝時速一五〇キロ、彼女が飛び降りてからおれが降りるまでの時間＝十五秒と仮定してみる──落下地点同士の距きよ離りは六〇〇メートルといったところか。方向＝船団のなぎ倒たおした道をたどっていけばいい。

　折れ重なった木々を乗りこえ／環かん境きよう建築の廃はい墟きよを迂う回かいし／変異種の気配に息を殺しながら進む──想像以上に体力を使う──三〇〇メートルで体力がつきた。ぬかるむ地面にへたりこんだ。なれているはずの密林──ふだんは全身に傷を負っていたりしない。

　夕焼けの赤が月の青白い光へ。明かり──問題外──変異種を呼びよせるだけだ。

　船団がつけた筋の中央へ。目星＝水平に倒された大木──その上に実験衣を敷しいた。ごろりと横になった。夜よ露つゆをしのげそうな廃墟＝変異種の巣になっている可能性がある。

　頭の下で腕うでを組んだ。空をぼんやりとながめた。夜空に星をとりもどした前世紀の科学──まちがってはいない──だが人の住む場所をうばう必要はなかった。

　彼女の顔を思いうかべた。同じ空を見上げているのかもしれない。昼間の様子からは研究対象になったばかり、という印象は受けなかった。何度も脱だつ走そうをくり返しているような不敵さ／なれた態度──哀かなしい運命だと思った。
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　朝あさ露つゆの不快感──陽が昇のぼる前にめざめた。体調＝悪くない。

　船団のつけた道＝意外と歩きにくいことがわかった。脇わきにそれる。密林の下した生ばえをかき分けて前へ──適当と思われる距離を進む。

　周囲──背の高い、紡ぼう錘すい形けいの建物が残っていた。構造＝比ひ較かく的てきしっかりとしている。杭くいを打ちこんで根気よく上をめざした──中腹でふり返った。小型の臆おく病びような変異種を追いはらう。密林を広く見わたす──

「あれだ」

　白い建物＝彼女が落ちたときに一いつ瞬しゆんだけ見えた環境建築。植生におおわれていない──有機材は未使用。めずらしい／見まちがうはずがない。ここからの距離＝一〇〇メートル前後。あのまわりを重点的にさがせ。

　降りてまた歩いた。木々の間から白い色がチラチラ──見えてからが長い──結局一時間かかった。

　可能性＝建築物の第二象限、半径二〇メートルぐらいか。覚かく悟ごを決めて痕こん跡せきをさがした。

　一時間経過──折れた灌かん木ぼくを発見。折れてから二日は経たっていない。下草が踏ふまれている。見上げる／ワイヤをからませて登る──枝が下方向へ折れて重なっている──なにかが落ちてきた跡あと。

　彼女が落ちてきた跡。

　さらに調べる。枝や幹や下草のあちこちに黒っぽい液体が付着している──まちがいなく血液。彼女自身の姿は見あたらない──これだけの出血でよく歩けた。

「大だい丈じよう夫ぶなのか……」

　足跡をたどる。

　足跡が続く。

　意識的に川をわたっている。急な方向転てん換かんをしている──だが追っ手をまく役には立っていない。追跡になれた〈学会員〉ならすぐに新しい足跡を見つけられる。

　皮肉な現実──彼女が飛び降りたとき、船が動いていたのは幸いだった。船団の連中＝彼女がどこで降りたのかわからない。目星をつけられるのはおれだけだ。

　有機材の残ざん骸がいを踏ふみしめて歩く。地面に開いた大穴／地下道への入り口？──変異種の群れが急に飛びだして横切る──恐おそろしい速さで密林の奥おくへ。

「驚おどろかすな……」額の汗あせをぬぐった。

　前方にさっきの群れが見えた。どれも体長一メートル足らず。ギャアギャアとわめき声を上げながら一箇か所しよに群がっている。争うようにして顔を地面へ近づけている──

「あの娘こか!?」

　彼女が力つきて変異種についばまれている──まさか。

　群れに駆かけ寄った／足もとの有機板を拾いあげた／ふりまわしながら突つっこむ──板＝大木の幹にぶつかって粉々に砕くだけた。群れ＝うって変わった静かさで音もなく散った。

　息をあえがせながら中心を見下ろす──唾だ液えきを飲みこむ──安あん堵どのため息をもらした。

　彼女ではない。

　二メートルほどの昆こん虫ちゆう型がた。頭部は原形をとどめていない。腹は裂さかれ、手足は無む惨ざんに引き千切られている。

　立ち去りかけて気づいた──周囲の木々に血液が散っている／肉片が付着している／どう見てもこの変異種の身体からだ──その一部。さらに離はなれた幹／枝──内臓が流れ、砕くだけた外がい殻かくがこびりついている。あらゆる場所に頭を打ちつけていった、という印象──頭部がめちゃくちゃになった原因を説明。だがなぜそんなことをしたのか。

　その場から遠ざかる。さらに別種類の血液を発見──赤い、人間の／恐おそらくは彼女の血液。変異種の発はつ狂きように巻きこまれた？

　胸むなさわぎ／血の跡あとが点々と続く──とぎれずに密林の奥へ。

　中型の環かん境きよう建築があらわれた。血はくずれた壁かべの中に消えている。躊ちゆう躇ちよして踏ふみこむ／中は密林よりも暗い──目がなれるまでなにも見えない。

　内部の輪りん郭かくが浮うかびあがる──天てん井じようの高い広間──背後でなにかが動いた／反射的にふり返った／身がまえる──おそい──背中からしっかりと組みつかれた。

　状じよう況きようを把は握あくできない。頭上に有機材の欠片かけらがあらわれた／おれののどに迫せまった──あの娘こがうしろにいるのだ、とさとった。

　夢中で身をよじった。彼女の腕うでからかろうじて逃のがれた。

　頰ほおが熱い──のどの代わりに切られた。

「運がいい……」彼女の声──苦しげにとぎれる。

「やめろ！」

　彼女がさらに迫る／こんどははっきりと見える──

「おれは敵じゃない！」

「そんなことは訊きいてない！」

　足もとで有機材が砕くだけた。平へい衡こうを失ってうしろへ──彼女がおれの足につまずく／二人で重なるようにして転てん倒とう──彼女の身体からだが／手に持った有機材が近づく。

　彼女＝意表をつかれた表情──だがおれの首をねらっている／おれの命をねらっている。

　凍こおりついた。真横で彼女がうつぶせに倒たおれた。身体にのしかかる重み──そして数秒。

　彼女は動かなくなった。体力が限界をむかえたのか。

　脱だつ力りよくした／目を閉じて息を吐はいた──なんて女だ。
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　彼女は全身に傷を負っていた。腿ももの傷は深く／長く裂さけていた。よく身体を動かせたものだ。治ち療りよう＝膚ふ板ばんを一枚残らず使いきった──それでも不足だった。

　建物の内部──変異種はいない。適当な台の上に彼女を寝ねかせ、目がさめるのをまった。

　見つめる。密林の逃とう亡ぼうで汚よごれきった手術衣／肌──美しさはそこなわれていない。

　髪かみから有機材の破は片へんをとってやる。髪が何本か口に入っている。こめかみのあたりに手を入れてはずしてやる──胸が高鳴る──あわてて彼女から離はなれた。

　外見＝やはりふつうの人間にしか見えない。異常な力を発揮した筋肉──しなやかではある──だが特に発達している、というわけではなさそうだ。くわしく調べたい──いまはためらわれる／視線が肌に惹ひきつけられる──あとで直接訊きいたほうがいい。

　二時間して彼女は目を開いた。前回の教訓──おれ＝少し離れた場所に立った。

　彼女が身体を起こした。壁かべにもたれながらおれのほうを見た。口を開きかけてやめる──うす暗さのために表情まではわからない。

「聞いてくれ」静かな声で切りだす──相手を落ちつかせろ。

「おれは見てのとおり〈学会員〉で、それで……おれの知ってる施し設せつが襲しゆう撃げきされたんだ。襲撃したのは君がつかまってたあの船。あいつらはＭＳ──つまり施設の重要な備品を盗ぬすんで、研究員たちを拉ら致ちした」

　彼女──うたぐり深そうな目でおれを見ている。

「おれはたまたま襲撃の現場にいあわせただけだ。船のやつらには見つかってなかったから、〈学会員〉を助けようと思って中に乗りこんだ。そしたら君を見つけた」

「なんで……だったらなんで、わたしを追いかけんの？」用心ぶかく訊きいてくる。

「あいつらは君が貴重で、君がいなきゃ計画がつぶれると言った。おれの知り合いが中にいたんだけど──」

「知り合いがいたんなら！」

「そうじゃない」あわてて手を前で振ふった。「仲間ってわけじゃない。彼とはたまたま出くわしただけだ。三年ぶりぐらいだと思う──だからいまなにをやってるのかは知らない。その彼が君のことを言ってて、それで──彼は〈学会員〉の中でも特に優ゆう秀しゆうなんだ。彼の言った計画と、あんなに大がかりな略りやく奪だつ行こう為い──」

　引きずりだされるＭＳ／外部記き憶おく生物／連行される研究者たち──

「無関係ってことはないだろ？」

「知ってる場所が荒あらされて、それとわたしが関係あるって──」

「そうだ。だから、まず君がどんな特質を持ってるのかが知りたい。それがわかればあいつらの目的──計画ってのもわかるし、ほかの施設に知らせることだってできる」

「要するにきみもわたしを調べたい、ってことでしょ？　わたしをつかまえて、いろいろといじくりまわして」

「つかまえるなんて言ってない！」

「いっしょでしょ」うんざりした様子──髪かみをかきあげた。「あいつらがやってることを、きみがやりたいって言ってるだけなの。わたしにとってはなにも変わらない」

「危害を加えるつもりはないし、君が知ってることを話してくれれば──」

「わたしには関係ない。協力なんか絶対にしない」

　かたくなな態度──いらだち／こまりはてる。

「君が被ひ害がい者しやなのはわかってる。むりやり引きとめるつもりなんてないし、なんとか君の保護だってする。やつらにわたしたりはしないから──」

「よく言えるね。そうやっていろんなやつらが引っぱりまわすから、わたしはこんなところにいるんでしょ」

「それは──」

「さっきはあいつらの中に知り合いがいた、って言ってた。きみが同じじゃない、なんてなんで言えるの？」

「……そうかもしれない」

　論理的な説明＝思いうかばない。

「でも、一人ではどうしようもないだろ。あいつら──仮におれがあいつらの仲間だったとしても、だ。あいつらがどれだけ〈強化人間〉を使ってるか、知ってるだろ？　世界中の物事を見つくしたようなやつが君のことを『めったにお目にかかれない』なんて言ったんだ。彼らは絶対に君を見つけだすし、逃にげきることなんてできない」

　彼女──いらだち／反発──

「いまのわたしは自由なの。きみが消えてくれたら、ずっとこのままでいられる」

「本気で言ってるのか？」

　能天気さにあきれる──あきれるほどの無知。

「〈学会員〉をなめちゃいけない。逃げきれるわけがないし、それに、どうにもならないこと、ってのはあるんだ。船から飛び降りて、君はどこに行くつもりだった？」

「きみには関係ないでしょ？」

　無視する／餌えさを投げろ──

「一応はひとつの方向をめざしてたみたいだけど。この先になにがあるか、君は知らないんじゃないのか」

　怪け訝げんそうな面おも持もち──おれが続けるのを待っている。

　食いついた。

「西せい欧おう最大の汚お染せん地区だよ。その東とう端たんが伸のびてる。まだかなり先だけど、密林が切れるころには髪かみの毛なんて一本も残っちゃいない」

　あきらかな誇こ張ちよう──だが彼女は息をのんだ。一いつ瞬しゆんの震ふるえ／まちがいなく信じた──〈学会員〉に対する迷めい信しんは根深い。

「とにかく、少なくともここから出るにはおれの助けがいる」

「そんなの……」

　迷いが感じられる。

「そう言ったらさ、わたしが『じゃあおねがいします』なんて言うと思うの？」

　彼女──苦痛に顔をひきつらせる。壁かべを支えにして立ちあがった。

「道ぐらい自分で決められる」

「無茶だ」あわててかけ寄った──手しゆ刀とうで追いはらわれた。

「とにかく、もう少し──あと三時間はじっとしてるんだ」

「その間にあいつらが来たらどうすんの!?　きみが足どめしてるのかもしれない」

　歩きだした。並みの苦痛ではないはず／並みの精神力ではない。

「うたぐり深いな」むりやりに腕うでをつかんだ──肩かたを貸した。「もちろん君の身体からだには興味あるさ。でもだましてまでどうにかしたい、なんて思わない。そういう積極的な願望じゃなくて──でもとりあえず連中の目的を知って、報告する義務はあるんだ」

「それが信用できないって言ってるの」

　彼女──よろめいた／腐くさりかけた壁で腕を支えた。おれの手から逃のがれる。

「似たようなことを言ってるの。あいつらも言ってる」

「じゃあどうする？　少なくとも君のことを考えて言ってるんだ」

　憎にく々にくしげな目でおれを見ている──

「傲ごう慢まんな言い方はあやまる。だけど実際にそうなんだ。このままじゃ故郷にも帰れない」

「故郷の連中だって同じ……きみだって似てるよ。ウィルムットってやつと似てる」

「ウィルムット？」

　ふいうち──一瞬、呆あつ気けにとられた。

「ウィルムットって──いつ見たんだ？　君はそんなに前から──」

「〈学会員〉でしょ……」

　とまどった様子／おれの反応がとまどわせた──だがおれの混乱は彼女以上だ。

「いつ会った？」

「一か月前」

「信じられないな」

　真実が否定された──思いがけない場所で思いがけない名前が出てきた。

「ウィルムットってのは──おれの先生だった人だ。さっき話したおれの知人とか、おれの相棒だったやつも、みんなその人の下で研究をしてた」

「だからなに……」

「だけど、三年前に死んだはずなんだ」

　彼女は言葉につまった。おれは頭の中を整理した／しようと努力した──とても無理だ。

「ちがう人かもしれない。〈学会〉を裏切るような人じゃなかったし」

「弟で子しはそうだったんでしょ」

「そうだけど。だけど、たしかにあの人は死んだ。死体もちゃんと見たんだ」

　同じ名前の別人──オノフと仕事ができるような腕うでを持った研究者──いるわけがない／いれば知っているはずだ。

「どんな感じだった？　見た目とか」

「なんで答えなきゃいけないの」

「おねがいだ。たのむから教えてくれ」

　話──まったくちがう方向へ、あまりにも離はなれた方向へそれた──彼女も毒気を抜ぬかれた顔でおれを見ている。とりあえず床ゆかに座すわらせた。

　彼女は顔をしかめながら肩かたをすくめた。

「背が高くてやせ気味。きみの先生にしちゃ若いんじゃない」

「若い？」

「そう。きみと同じぐらい」

　体格は一いつ致ちする／年ねん齢れいは一致しない──だれなのかわからない。以前の先せん輩ぱいがあらわれてこんどは教官の亡ぼう霊れいが出てきた──引っかかる／気になる。

　なにが起きているのか。

「提案がある。君はまだおれのことを信用してないみたいだし、その気持ちは理解できる。だけど、おれが君を連中にわたしたくないと思ってる、ってことはわかるだろ」

「……一応は、わかるけど」

「おれは密林を出たらアルパ市に行きたいと思ってる。あそこの工場に知り合いがいるから、その彼に先生のことや今回の襲しゆう撃げきについて訊ききたいんだ。それで……彼なら君の身体からだを調べられる。そこまではつき合ってほしい」

「わたしが──」

「あやしいと思ったらいつ消えたっていい。とりあえず街までいっしょに行くんだ。それで、そのあとはすぐに別れる。君だってそのほうがいいだろ？　密林の中じゃ逃にげまわることもできないし、いつかは変異種に食われる」

「そうだけど」不満そうに──だが反論はできない。

「街に出てから逃げてもいいはずだ」

　彼女──おれの目をじっと見上げる──試ためされる数秒／目をそらすな。

　彼女──ため息──渋しぶ々しぶ、といった様子で小きざみにうなずいた。

「街まで」

「決まりだ」さりげなく見つめる──不ふ機き嫌げんそうな／夜よりも深い瞳ひとみ。
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　彼女はヒオリと名乗った。

　自分の身体について──「血が特別だってことは聞いてる。でもそれ以外は知らない」

　噓うそ？／本当？──判断に苦しむ。とりあえず採血はさせてもらった。散々たのみこんだ結果だ──分ぶん析せき＝街へ出るまではできない。

　彼女を三時間眠ねむらせた。そのあとで環かん境きよう建築から出た。彼女は自力で歩くと言いはった／実際に歩いた──並みはずれた回復力。

　強行軍を続けた──あたりが暗くなるまで。

　右手に倒とう壊かいの進んだ環境建築が見えた。ほとんどの部分は瓦が礫れきと化していた。わずかに残った天てん井じよう部分がひさしのようにつきだしている。奥おくに続く通路はくずれて埋うまっていた。

　変異種の巣になっている可能性──ほぼゼロと見ていい。

　ヒオリを呼びとめた。「あそこで休もう。これ以上はあぶない」

「まだ歩けるけど」

「おれは歩きたくないよ。それに暗いところで変異種に襲おそわれる、ってのもゾッとしないし」言い終えた──彼女の目を見てハッとなった。「見えるのか？」

　昼間におれを襲ったとき、彼女は暗くら闇やみの中で着実におれののどをねらってきた。

　ヒオリ──答えずに廃はい墟きよへ。おれも追って中に入った。知的変異種の能力──いちいち驚おどろいているわけにはいかない。

　いびつな空間──有機材の中──やわな内部構造だけが先に腐くさりおちた。

　彼女はおれが座すわるのを待った──おれから離はなれた場所に腰こしを下ろした。あからさまな不信／その表明。しばらくは続くだろう──あるいはこれからもずっと。

　腰の箱を開いた。残っている装備を確かめた。月の光が斜ななめに射さしこんでいる──手元＝思っていた以上に明るい。

「いつごろつくの？」

「森から出られるのは三日か四日後ぐらい。でも最後の一日分ぐらいはたいした変異種もいないから、いまほど神経は使わない。出てから街までは……もう少しかかるかな。全部で一週間ちょっとだ」

「そんなに？」

「でも船団の連中はまいたから。追いつかれることはないと思う」

　きのうからなにも食べていないことを思いだした。栄養補給用のスパイクを二つ出した──ひとつを彼女のほうへ投げた。

「これを使って。栄養はなんとかなる……空腹感もなくなる」

「なに？」ヒオリ──スパイクを見下ろして。

「昔の注射器みたいなもの……知らないと思うけど。身体からだのどこでもいい、適当に刺さすんだ。あとは中身が勝手に入ってくれる。不安ならおれがやるけど」

　わざと見えるようにして腕うでにつき刺した。彼女──気味が悪い、という表情で見ている。

「〈学会員〉はみんな持ってる」

「そうなんだ」なにげなくスパイクを振ふった。「あいつは持ってなかったな」

「あいつって？」

　ヒオリ＝返事をしない──じっと宙を見ている。

「言いたくないなら──」

　彼女は首を振った。少しためらったあとで針を刺した。

「前の知り合い。でもあいつは、すぐに抜ぬけたらしいから」

　心がうずいた。過去への好こう奇き心しんがふくらんだ。故郷の連中に追われ／船団にとらえられ／巡じゆん航こう速そく度どの船から飛び降りざるをえなかった彼女──訊きくべきではない。だがあたりさわりのないことならかまわないはずだ。

「前に住んでたのは？　つまり、出身っていうか」

「ブレ市」

　聞きおぼえのない街だ。

「〈進化論者〉がいっぱいいるところ」

「〈進化論者〉なのか？」

　驚おどろいて言った──あわてて声を落とした。

「いや、べつに、彼らを否定するわけじゃなくて」

　迫はく害がいされた知的変異種の共同体。独自の研究機関を持っている、といううわさ──〈学会〉と同じように。〈学会〉と同じように、決して表には出ない。だが構成員が構成員だけに、世間ではあまりよく思われていない。

「前はそうだった。でもいまはちがうから、否定してもいいよ」

「しないけど」

「わたしは否定してる」

　わけありのふくみ。

「よく教えてくれたな」

「べつに。いいよ、たいしたことじゃない」そっけなく応こたえた。顔を上げておれを見た。「寝ねるから。よけいなことはしないで」

「わかってる」身体からだごと外を向いた。

　外の爬は虫ちゆう類るい型がた変異種をながめた──立ち去るのを見とどけてから視線をもどした。屋内／ヒオリへ。壁かべに背中をつけたまま、膝ひざをかかえるようにして眠ねむっている。寝顔を見ることはできない──できたとしても、彼女を理解することはできそうになかった。
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　さらに二日。

　会話は増ふえた。

　ヒオリが警けい戒かいをといていない、ということはあきらかだった。

「あれなに？」彼女──唐とう突とつに足を止めた。ぎょっとした顔で空を見ている。

　視線の先を追った──「見たことないのか？」

「あるわけないでしょ」

「第だい二に脱だつ出しゆつ速そく度ど蛙がえる。ふつうは脱出蛙って呼ばれてる」

　脱出蛙──ぐんぐんと空を駆かけのぼり、雲の中に消えた。

「春先になると衛星軌き道どうまで跳とぶんだ。さっき地面が揺ゆれただろ？」

「少し、感じたけど」

「それだ。あいつが跳んだあとには噴ふん火か口こうみたいな穴ができる。衝しよう撃げきでね」

「そんなのが近くに来たら……」

「冬とう眠みんからさめて直すぐに跳ぶんだ。だから姿をさがしても無む駄だだな。地面がふくらんできたら──あきらめるしかない」

「なんてやつ」

「宇宙に出たあとどうなるのか、くわしくは知られてない。一応は落ちてくるみたいだけどね。──造られた種族の生き残りなんだ」

　ＭＳや外部記き憶おく生物と同じように。

　ヒオリは首を振ふった──到とう底てい理解できない、という表情──また歩きだした。

「もう森の境界が見えてる」

「やっとぐっすり眠ねむれるね」ヒオリ──ひとりごとのように。

「もうすぐだ」

　植生が変化していく──環かん境きよう建築ははるかうしろへ。森の木々が姿を消した。

　旧都市の廃はい墟きよから完全に抜ぬけた。目の前の眺ちよう望ぼう＝岩と丈たけの低い草がどこまでも続く──色のない荒あれ地／どこまでも、どこまでも──

「なに？」

　ヒオリが立ちどまった。また脱出蛙──ちがう──荒れ地の先に目をこらしている。

「なにか来る」

　小さく／少しずつ大きく──地じ響ひびきのような音が伝わってきた。おれと東雲しののめが船団に気づいたときと同じ──あれほど大きくはない──だが鼓こ膜まくをふるわせるほどには大きい。地平線の先で砂すな煙けむりがふくらむ──

「なんなの!?」

「わからない！」

　中心に黒い塊かたまりが見えた。塊が巨きよ大だい化かする。おれたちのほうへ迫せまっている。ぼう然となって見つめる──腕うでを強く引かれた。

「ボーッとして！」

　われに返った。ヒオリが気でもちがったのか、と問うような目でおれを見ている。

「巻きこまれる気!?」

「ごめん」

　二人で十数メートルの距きよ離りを走った。走りながらふり返る──「列車!?」

　五匹ひきの巨大な甲こう虫ちゆうが客車を引いている。それに続く妙みような塊を載のせた貨物車──いったい何なん輌りようあるのか──レールもないのに爆ばく走そうしている。うねりながら／ゆるやかな曲線を描えがきながら近づく。改造された車輪──

　甲虫が目の前を横切る。角つのの先に赤いものが見えた。血まみれの人間？／あれに追いつこうとしている？──まさか。

　列車＝二秒、三秒──まだとぎれない──とっさにひらめいた。

「乗ろう！」大声でさけんだ。列車の音に負けるな──「飛び乗るんだ！」

「冗じよう談だんでしょ!?」

　首を振ふった。全速力で駆かけた──背後──ついてくるようにうながす。彼女＝とまどいの表情で追ってくる──すぐにならんだ。

「無茶！」

「やってみる！」分子ワイヤを出した。先せん端たん＝鉤かぎ爪づめ状じようになっている──貨車に向かってまっすぐに投げた。貨車はどれも白い布で包んだ巨大な塊を載せている。投げた鉤爪＝塊を固定している索さくに引っかかった。

「つかまって！」ヒオリのほうに空あいた手を伸のばした──彼女がしっかりとおれの手をつかんだ。腕を引いてきつく胸に抱だいた。

　ワイヤに引かれる。身体からだが宙に浮ういた──腕が千切れそうに痛んだ。

　着地した。あおむけの体勢になった。ヒオリを上へ押おしやる──列車がおれを引きずる／足の裏が地面の上をすべる／摩ま擦さつ熱ねつが急激にふくらむ──強化樹じゆ脂しの靴くつ底ぞこ＝もって一分といったところか。

「登って！」顎あごで上を示す──ヒオリに。

　横から車輪が近づく。彼女はうなずいておれの手から離はなれた。身をよじるようにして列車に飛びつく──彼女の指が索さくをつかんだ──しがみついた。
















「早く！」ヒオリ──片手で索をつかむ──もう一方の手をおれのほうに伸ばした。

　ワイヤから片手をはなした。手から血の気が失うせていく──それを感じながら彼女の手をつかんだ。あたたかい手。自じ慢まんの怪かい力りきが引きあげてくれる。

「馬ば鹿か。なに考えてんの!?」顔を寄せてくる──「死ぬとこでしょ!?」

「このほうが早い。早く街につける！」

「だからって！」

「船から飛び降りるような人に！」

　布がばたつく／おれの顔をなぐる／息がつまる──

「言われたくないね！」

　揺ゆれが激しい──しがみついているのが精せい一いつ杯ぱいだ。積み荷はやけに冷たい。触ふれている手がじんじんとしびれる。

　だれかに呼ばれた。ヒオリではない。声の主をさがした──あれだ。ひとつ前の貨車の上。男がこちらに手を振ふっている。男＝あっという表情──声がとどいていないことに気づいた──なれた動き／軽快に跳とんでこちら側の荷物へ。真上からおれたちを見下ろす。

「乗せてほしい。二人だ！」

「どこへ行きたいの!?」男──手を口にあててさけび返す。

「アルパ市だ！」

　指の感覚がうすれる。耐たえがたいまでのしびれ──

「いくら出せんの!?」

　なんてやつだ──この状じよう況きようでカネの交こう渉しよう──「いくらだっていい！」

「なんてやつ」ヒオリ──おれの耳元で。

「まったくだよ──先に上げてくれ。礼はできる！」

「ちょっと待ってね」男はにやりと笑った──荷物の向こう側へ消えた。

「手は大だい丈じよう夫ぶ？」おれ──ヒオリに。

「きみこそいいの？」

　見み透すかされる──いいわけがない。

　ドタドタ／がやがや──前の貨車から大勢の男たち。

「つかまりな！」さっきの男が索さくを二本投げた──先が輪になっている。

　おれとヒオリ──輪に頭と腕うでを通し、脇わきの下にはさんだ。上に向かって手を振る。索が脇に食いこみ、身体からだが持ちあげられた。

　耐えがたい数秒──荷物の上へ。息をついた。感覚の消えた指をにぎりしめた。あお向けになった──顔の上に例の男。

「さあ、値段を決めようか」ひどくうれしそうに。
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　男＝三十代なかばといったところか。前世紀のものとおぼしき黒い、着き古ふるした礼服を着ている。角張った帽ぼう子しをかぶっている。奇天烈きてれつな格好──「なにあいつ」ヒオリ。

「スケープだ」彼は両手を差しだした。おれとヒオリの腕を引いて立たせる。

「ちゃんと立てるね？　じゃ、とっととおカネをはらおう。先にあっちへ案内したほうがいいかな？　でも、そのへんのことはきっちりさせとかなくちゃね」

　妙みような軽さ。変人。一応はここの男たちを仕切っているらしい──信用はできない。

　その男たち＝ぞろぞろと前の車しや輌りようへ。

「おれはブレイロックで、こっちがヒオリ」

　スパイクを出した。スケープはもう掌てのひらを出している──その上に適当な量を落とした。

「覚かく醒せい用ようが二つと、鎮ちん痛つう用ようがひとつ──」彼の顔を見た。「わかるだろ？」

　スパイク＝〈学会〉の資金調達源でもある。

「ん……まあ妥だ当とうだね。僕は良心的だから少し返そう。お姉さんの怪け我がは痛そうだしね」

「あ……うん。ありがと」ヒオリ──突とつ然ぜんのふりにまごつく。

　スパイクを受けとって箱にもどした。残りわずか──アルパ市で調達したいところだ。

「オッケ」スケープは上目づかいに帽ぼう子しのつばを見て、神経質そうに角度を直した。

「あんたら、僕がいなけりゃあぶなかったよ。たまたま積み荷をたしかめに出てたからよかったけど、そうでなきゃあそこでほったらかし！」

「感謝してる」

　彼はおれの背中を叩たたいた。「とりあえず前の車輌に移ろうよ。ここじゃ足が冷たくてね」わざとらしく片足ずつ上げてみせる。

「なにを運んでるの？」ヒオリ──足もとをじっと観察する。

「氷。なんに使うのかは知んないけどね。わざわざアルプスから採とってきたの」

「こんなのだれが？」疑問を口にする。

「βベータ施し設せつに運んでる。あんたが知らないんじゃ、僕にわかるわけないってね」

「β施設って──」

　船団の強きよう襲しゆう──ＭＳ／教授たち／オノフ。

「なんであんたが？」

　スケープは親指を立てて振ふった。前へいけ、という意味だ。

「あんた〈学会員〉でしょ？　だから教えちゃうんだけど、僕はあそことも取り引きがあんの。時々たのまれたものをとどけるってわけ。もちろん秘密厳守でね」

「直接行くのか？　ここから、どうやって」

「このまま〈弾だん丸がん特急〉のトンネルに入って、二十三号出口から出んの」

　その手があったか。

「どこに行くって？」ヒオリが訊ききなおす。

　スケープのあとに続く。荷物から荷物へ──布をかけられた氷へと飛び移る。

「旧都市だよ。船団が襲おそってきた施設──密林の中心」

「ちょっと、そこから来たんでしょ？　なんでもどるの」

「もどるんじゃない。こいつは地下の穴から施設に入るんだ。その穴がかなり先にあるから、大まわりしなくちゃならない。アルパ市の近くだって通過する──方向は合ってる」

「ならいいけど」うさんくさそうな視線──おれとスケープに。

「いいかげんに信用してくれよ」

　二輌りよう先──箱状になった人間用の車輌。前・前世紀の遺い物ぶつ。陸上船やアルパ市だって同じだ──いまは世界中の人々が数百年前の遺物を使っている。

「アルパ市でいいのね？　海岸が見えたら教えるよ。せいぜい一日二日ってとこだから」

　スケープは先に氷から降りた。下からおれたちを見上げる──客車のほうへ首を向けた。

「それまで中を使っていいよ。けっこう快適だから、きっと出たくなくなる」

「ありがとう」

　ヒオリがこっそりとささやく──「よくつき合う気になれるね。あんなあやしいやつ」

「〈学会〉が使ってるんだ。信用はできる」

「その〈学会〉がね」

「信用できないって？」

「わたしはそうだな。きみも染まりすぎだし」

　ぐっとなった──自覚しているが、指し摘てきされたのははじめて。

「三日縮まった、ってのはいいけど」

「そう──船団の連中だけどさ。君が列車で街に行った、なんて絶対に考えていないと思う。完全にまけたんじゃないかな」

「現実感ないな……」

「君はついてる」

　苦労して／彼女の手を借りて氷から降りる──客車の中に入った。
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　客車の中──外からは想像もつかないほど快適。スケープの言葉に噓うそはなかった。轟ごう音おんは噓うそのように遠ざかった。振しん動どうは消えない。だが気になるほどの大きさでもなかった。

　内部＝上うわ塗ぬりをした松材でかこまれ、車しや輌りようによっては壁かべ紙がみすら張ってあった。列車が造られた当時を思わせる内装。個室には給水装置を完備。

「よく作ったよね」ヒオリ──落ちつかない様子で壁や天てん井じようをながめる。「すごい」

「でしょ？　趣しゆ味みにしてはがんばったからね」

　スケープが先に立って歩く。扉とびらを開あけておれたちを次の車輌へまねき入れる。個室だけの車輌──窓まど際ぎわにせまい通路／一方の壁に木製の扉──出てきた部下の肩かたを彼が叩たたく。

「〈学会〉も大変だね」

「なんで知ってるんだ？」

「そりゃ知ってるでしょ。そういう仕事もやってんだから」

「たかだか輸送だろ」

「情報もあつかってんの。巨きよ人じんがあばれてんでしょ？　計算機は盗られるし」

　驚おどろきで気を失いかけた。足もとがぐらつく──一いつ介かいの商人がＭＳの存在を知っている／盗ぬすまれたことまで知っているらしい──〈学会〉の機密保持はまやかしか。

「大だい丈じよう夫ぶ？」ヒオリがおれの顔をのぞきこむ。

「なんともない」壁に手をついた。深く息を吸った。「どこから聞くんだよ……」

「この程度ならみんな知ってるでしょ」

「知っててたまるか」

　三年間の現地調査──「みんな知っている」ような情報からもとり残されてしまったらしい。だがほんの二日前に起きた略りやく奪だつ──なぜ伝わっているのか。

「おれ、長いこと人のいないところにいたから……最近のことはよく知らないんだ。よかったら教えてくれよ。スパイクならまだある」

「人里離はなれた現地調査ね。聞いたことあるよ」

「本当なんだ。あいつらのこと知らないって」ヒオリ──横から／少し意外そうに。

「そう言ってるだろ？」

　スケープが鼻を鳴らす。「僕もたいしたことは知らないけどね。だいたい一か月ぐらい前かな……世界中で〈巨人機関〉の調子が悪くなったって。知らない？」

　首を振ふった。

　スケープは扉をかたっぱしから開けた。中に首を突つっこむ──舌うちをして閉じる。

「そのあとだよ。〈学会〉の施し設せつから計算機？　ってのがあるんでしょ？　それが盗まれだしたって。そういう話を聞くようになったの」

「待ってくれ。『盗まれだした』ってのは？」

　スケープ＝なにを言っているのかわからない、という表情。「いろんなところにあるんじゃないの？」

「それは──」

　極ごく秘ひ事じ項こう──かまうものか／どうせ知られている。

「そうだけど。まさか複数のＭＳが盗とられてるって？」

「そう聞いてるけど」

　馬鹿な。

　牛や馬とはわけがちがう──簡単に盗めるような代しろ物ものではない。船団はβベータ施し設せつ以外でも略りやく奪だつをくり返していた？

「そんなの意味がないだろ……」

「なんで？」ヒオリがつっかかる。

「あいつは特とく殊しゆな活力源を必要とするんだ。どんな施設だって一匹ぴき分を精製するので精せい一いつ杯ぱいのはずだから……何匹も集めたって動かせない」

「そういうもんなんだ」

「僕には関係ないけどね」スケープ＝興味なし──カネにはなりそうにない。

「いろんなところってどれぐらい？」

「それは知らない」

「女の子のことは？」ヒオリのほうをさりげなく見た──彼女もおれの目を見ている。

「それも知らないな」

「そうか」

　彼女は唇くちびるを突つきだして肩かたをすくめた──そんなもんでしょ、と言いたげな態度。

　スケープは次の車しや輌りようへ続く扉とびらを開けた──わけのわからない言葉をつぶやいて天をあおいだ。「ごめん、部屋が空あいてない。食事はこの先で出すけど、個室はうしろだ。──もどろう。ほんとにごめんね」

「いいさ。腹はへってるけど」

「そっちを先にしてほしいな。食事のほう」ヒオリ──明るさが出てきた。
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　最後尾の車しや輌りようをあてがわれた。ヒオリの部屋＝おれの隣となり。「一日中顔をつき合わす、なんて絶対にいやだから」ヒオリ──食事の時間以外は別々にすごした。

　スケープにいろいろと話を聞いた──めぼしい情報はなかった。

　食事の時間──仕事中の人間以外は全員が食堂車へ。

　ヒオリと向かい合う。スケープが横に座すわる。彼が席を立ったときに話しかけた──「結局心は開かない、って感じだよな」

「そんなつもりはないけど。でも街についたらお別れでしょ。変な感情とか持たれたくないし、持ちたくもないから」

「そんなのは望のぞんでないよ」

　噓だ。彼女の美しさに惹ひかれている──内面を知りたいとねがっている。

「工場には来てくれるんだろ？」

「気が向いたら行ったっていいけど。できれば行きたくないな」

「行くあてはあんの？」

「答えたくない」

　拒きよ絶ぜつ──食器の音だけが響ひびく／うしろの騒さわぐ声がうるさい──スケープの部下たち。

　スケープももどった。




　結局、じっくりと話し合う機会は持てなかった。列車に飛び乗ったのは失敗かもしれない、とさえ思えた。おれとヒオリ──この日はあらためて声をかけ合うこともなく、それぞれの部屋で休んだ。

　窓の外を黒く／無ぶ愛あい想そうな景色が流れる。おれは隣の壁かべが気になってしかたなく、明け方まで眠ねむることができなかった。

　世界中でＭＳが強ごう奪だつされている。

　世界中で〈巨きよ人じん機関〉の調子が狂くるっている。

　ウィルムットを名乗るだれかがかかわっている。

　オノフがかかわっている。

　いなければ彼らの計画がつぶれるというヒオリ──ほかのもろもろとの関係＝不明。

　壁一枚をへだてた場所で眠っている。心が乱される／熱く乱され続ける。

　めざめ＝扉とびらを叩たたく音──スケープの部下。部屋から出た／ヒオリも出るところだった。

　二人でスケープの部下を追った。ガラスのなくなった窓──風が髪かみを巻きあげて流れる。ヒオリの顔の線がはっきりと見える──思わず目をうばわれる。

　目をうばわれるべき景色＝荒こう野やを抜ぬけてふたたび色がもどった。左側の窓──紫むらさき色いろの海。まだ低い太陽が照らしている。

「もうすぐアルパ市が見えるよ」

　御ぎよ者しや台だい／車しや輌りようの前部を改装したもの──その上でスケープ。

　彼のうしろにならんだ。甲こう虫ちゆうたちは見ると目がくらみそうな爆ばく走そうを続けている。角の先にぶらさがっている物体＝やはり人間にしか見えない──たずねる勇気は持てそうにない。

　スケープが指さした方向に目をこらした。倒とう壊かいした高層建築の群れが見えてきた。

「僕たちはアルパ市には寄らないの。物資はじゅうぶんにあるからね」

「ここから歩くの？」ヒオリ──虚きよをつかれた様子で。

「たいした距きよ離りじゃないさ」

「送ったげるほどお人ひと好よしじゃないからね。いいでしょ？」

「もちろんだ。かまわない」

　ヒオリ──お好きなように、というように眉まゆをつりあげた。

「ありがとう」おれ──スケープに。

「ま、タダでお薬もらえたしね。こっちは丸もうけだから、お礼はいらないでしょ」

　彼は御者に手を振ふった。停とめろ、という合図。

「こんど会ったときは、そんときゃなにか買ってちょうだい」

　御者の一人が車輪に抵てい抗こうを与あたえる──減速をかける。スケープがなにか投げた。片目をつむってみせた。前方で閃せん光こうが爆発──視界がまっ白になった。
















　目を開けた。甲こう虫ちゆうたちが一匹ぴき残らず凍こおりついていた。走っていた状態のまま、ぴくりとも動かない。触しよつ覚かくらしきものだけがわずかに震ふるえている。

「それじゃ、元気でね」スケープがひらひらと手を振る。

　目に映うつる色が反転している。頭がくらくらとなる。角つのの先にぶらさがった人間らしき物体だけが動いている──ヒオリ＝おれ同様に顔をしかめている。

　転ばないように手すりをしっかりとにぎった。一歩一歩降りた──緑色の大地へ。大地がぐらぐらと揺ゆれる。手すりが熱い／車輪から放射される熱──ヒオリがあとに続いた。

　列車から離はなれる。ふり返る前に甲虫たちが動きはじめた──ものの数秒で加速度を得た。

　地じ響ひびきが大きく、大きくなっていく。砂すな煙けむりが立ちのぼる。列車が細い棒のようになる──密林の境界にそって針路を湾わん曲きよくさせる。小さく、小さく──

　おれたちは列車が見えなくなるまで立ちつくしていた。

「なんか、夢の中にいた感じ」

「街へ行こう」おれは言った。







　第三章　工場都市
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　アルパ市──〈学会〉の運営する工場によって栄さかえている都市。自治組織はその〈学会〉によって管理されており、工場では衣類や食料品の加工、紡ぼう績せき、薬物の生産などが行われている。外観＝灰色──鉄とコンクリートで造られた前・前世紀の遺物。

　二百年前、人々は空気が／水が／自分たち自身が汚お染せんされていることに気づいた──再生不能であることを知った。それが現実であることを理解した。

　結果＝世界的／計画的事業が動きだした──新たな居住環かん境きようが次々と造られ、人々はそこへと移り住んだ。

　膨ぼう張ちよう有ゆう機き材ざいでできた、永久に地球を汚よごすことのない完全な都市へ。

　現在の旧都市。

　だが繁はん栄えいはまたもとぎれた。悲劇は一いつ瞬しゆんで／世界的に起きた。

　百年前──世界各地の完全都市はいっせいに放射線や菌きんやウイルスをまきちらした──そして腐くさり落ち／緑におおわれて埋うもれた。原因＝不明。変異種＝そのときに影えい響きようを受けた生物──ほとんどが昆こん虫ちゆう型がた。理由＝あらゆる種族の中で彼らがもっとも生存能力に長たけていたためだ、と言われている。もちろん人間の一部も影響を受けた──知的変異種、と呼ばれる人たちが生まれた。いまでも突とつ発ぱつ的てきに生まれているようだ。

　生き残った人々は一度棄すてた都市にもどった。現在／その都市──目の前の景色だ──傾かたむいた高層建築が林りん立りつしている。倒とう壊かいしたビルの残ざん骸がいが道をふさいでいる。道路脇わき＝鉄筋の突つきだしたコンクリートが積まれている。中では子供たちが遊んでいる。

　うす汚れた人々の流れ。生活のにおい。

　ガラスの消えたオフィス・ビルで人々が料理を作っている。窓際で洗せん濯たく物ものを干ほしている。ななめになった電柱に布が張ってある。その下で屋台がうまそうなにおいをはなっている。馬にひかせたセダンが／ヴァンが／四トン・トラックがおれたちを追いこす──曲がりきれずに信号機を／消しよう火か栓せんを／ビルの角をはじきとばして消える。

　うなりが聞こえている。

　おれたち──立ちならぶ露ろ店てんをかたっぱしから見て歩いた。

「あれ、うるさくって。なんとかなんないの？」ヒオリ──つられた服を横へ流しながら。

「声だろ？」

「そう。もう二度と聞きたくないと思ってたのに」

「おれは好きなんだ」海岸のほうに目を向けた。「なんか、おれたちには力がある、って気になる」

　ヒオリは「げえ」と言って顔をしかめた。

　工場都市では常に低い、〈巨きよ人じん機関〉のうなり声が聞こえている。四六時中／どこにいても。机き上じようの物体は揺ゆれ続けて落ちる──五人に一人が神しん経けい症しようになると言われている。結果＝たえ間なく入れかわる雇こ用よう。住民たちの主義＝『耐たえられないやつは出ていけ』。

「おれたちに力があるってのは、つまり、〈学会〉にってことでしょ」

「そう……なるかな」

「きみにないとね。意味ないよ」

　痛い台詞せりふだ。

　彼女──そしらぬ風に──値切り／店主の涙なみだ声ごえを無視し／格安で服を買った。磁じ気き治ち療りようチップのカネ＝列車でスケープから仕入れた──スパイクと交こう換かん。

「工場には行ってくれるんだろ？」

「一応……行ってあげる。気はすすまないけど、話を聞いてたら興味もわいてきたし。なにが起きてるのか、とかね」

「たいした変わりようだ」

「すぐに行くの？──とりあえず着がえたいけど。きみもひどい格好」

　見下ろした──汚よごれ／引き裂さかれ／すり切れた野外仕様の実験衣。

「そうだな……着がえる時間ぐらいあると思う。考えたんだけど、確かに君の言うとおり──」

　ヒオリがけわしい表情で人ごみの中を見ている。

「どうした？」

　ふり返って視線の先を追った──なにを見ているのかわからない──わかった。男女の二人組。男＝あきらかに知的変異種。身体からだはひょろりとしているが首だけが太く、まわりにえら状の突とつ起き物ぶつがある。女＝まだ若く華きや奢しや──子供かもしれない。

　彼らも立ちどまってこちらを見つめている──ヒオリと同じように。

「知り合い？」目を向けたままでたずねる。

「知ってる顔だけど」おれの腕うでをつかむ／ぐいと引いた──いま来た道をもどりはじめる。

「急になんだよ？」

「いいから来て」ヒオリは下した唇くちびるをかんだ。「なんでこんなとこにいるの……」

「大きな街だから。来る理由だってあるんだろ」

「そう……」

　腸ちよう詰づめの屋台を／群がる人ごみをかき分けて進む──乱暴に／いらだたしげに。周囲のひび割れたビル群＝夕陽が鋭えい角かく的てきな陰いん影えいを作っている。

「理由がなけりゃ来ないはずなの。それがふつうの理由なわけない」

「会いたくない相手？」

「会いたいように見える？」おれの腕をつかむ手──ぎゅっと力が入った。

「見えないけどさ。でもむきになって逃にげることないだろ。もうずいぶんとうしろだし」

「つけられてる」

　驚おどろいてふり返った──露ろ店てん／呼びこみ／人の流れ──「用心のしすぎだろ？」

「知りもしないで勝手なこと言わないの。あいつらがどんなにしつこいか！」

　もう一度見た──まばらになった人通りが見えているだけだ。二人組＝見あたらない。

　引かれている手が痛みだした──ヒオリの長い爪つめが食いこむ。

　手をふりほどいた。「なら確かめりゃいいだろ。あそこに子供が立ってる──横に路地があるから、隣となりまで来たら入ろう。そして走るんだ。……どう？」

　おれをじっと見た──「いいよ。すぐにわかるから」

　手前まで同じ歩調を維い持じした。貧しい街区／下半身むきだしの子供がおれたちを見上げる──「いまだ」だっと駆かけこむ。両側の壁かべがのしかかってくるように感じられる。

　ヒオリが速度を上げて走る──必死であとを追った。

「自意識過か剰じようだろ？」息が切れる。

　ヒオリが速度をゆるめた。歓楽街跡あとに出た──両側のビルに朽くちはてた看板がならぶ。

「絶対に来てる！」

「来てない！」

　耳をすませた。生活の音をしめだす──ビルの谷間／おれたちの走る音──それ以外。

「なんだ？」

　聞こえた──べつの足音／なにかを引きずるような音／アスファルトに硬かたい物を規則的に触ふれさせる音──わけのわからない音の合奏。うしろから迫せまる／加速度的に大きく──

「姿が見えない!?」

「どこだって走れんの。そういうやつらなんだから」

「どういうやつらだ!?」

　倒たおれた信号機の下をくぐった。ちらりと見えたヒオリの横顔＝不安げな表情。

「何人も来てるよ。どんなやつだっているの」

「さっきは二人しかいなかったろ!?」

　雑多な屑くずに／ごみ缶かんに転びかけた──座すわりこんだ連中がうろんな目で見ている。

「仲間を呼んだんでしょ。きまってる」

『どこだって走れる』ような連中が仲間を呼んだ──音もなく押おし寄せてくる。

「みとめる。逃にげよう」
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「あいつら〈進化論者〉だろ？」

　知的変異種の集団──まちがいない。

「昔は仲間だったって言ってたじゃないか。なのに追ってくるって、なにをしたんだ!?」

「なにもしてない！」

「ならなんで!?　なにもしてないのに追ってくるなんて──」

「あとでいいでしょ。ちゃんと走って！」

　ふたたび人通りの目立つ場所へ。かすれた横断歩道をわたった／高こう架か線せん路ろの下を通った／埋うめられた地下道を横切る──アスファルトの亀き裂れつがさらに大きく／深くなる街区。

　箱からまとめてスパイクを出した。半分を彼女に投げた──彼女は片手でうまくつかんだ。「こんどはなに!?」

「一時的に筋力を高める薬──ほかは効果を早めるための薬だ！」

　後方──それらしい姿は見えない。

「血液の循じゆん環かんが爆ばく発はつ的てきになる。大きな傷があれば死ぬけど、足はもういいんだろ!?」

「いいけど！」

「どこでもいいから刺さして！」

　ヒオリは首を振ふって投げ返した。「わたしはいい！」

「強ごう情じようだな……」

　天てん井じようの高い大通路／割れたショー・ウィンドウが両側に続く──

「それよりうしろを見なさいよ。きみの世話までみきれない！」

「そんなのたのんでない！」

「たのまれてなくても気にはなるでしょ。だいたい、なんできみまでが逃にげんの!?」

「最初に引っぱったのは君だろう!?」

「そうだけど──」

「どっちにしたって義務があるんだ。君を調べなくちゃならない！」

　ＭＳ／ウィルムット／オノフ──彼女自身。

　ふたたび空の下へ。ヒオリがまっすぐ人ごみの中へ突つっこむ──大勢の中にまぎれる。容よう赦しやなく通行人を突きとばし／野菜の籠かごをひっくり返し／露ろ店てんを倒とう壊かいさせていく──おれ＝倒たおれる人を／柱をよけてあとに続く。

　薬が効いてきた。ヒオリを追い続ける──二重駐ちゆう車しやのワーゲンによじ登った／ちらりと背後をうかがった──悲鳴／罵ば声せい／狂きよう乱らん状態の人々──かき分けて進む数人。確実に近づいてきている。一人＝見おぼえのあるえら男。

　馬をよけて飛び降りた。「四人以上は来てるぞ!?」

「そんなの序の口っ！」

　目の前に六車線道路──それらが入り組んだ複雑な交差点。わたりかけた／四頭立てのトラックが急にあらわれた／八つの蹄ひづめが高速でふり下ろされる──おれの顔面へ──ヒオリに服の背中を引かれた／紙かみ一ひと重えで歩道へ。

「面めん倒どうかけないの！」

「……どうする？」

「こっち！」おれの袖そでを引いた。ひび割れた歩道橋を駆かけあがった。よごれ／コンクリート・タイルのはがされた階段──ガタのきた支柱がぐらぐらと揺ゆれる。

「平気なのか……」

　頂上／枝分かれした太い通路──路上生活者たちの群れが／ぼんやりとしたいくつもの目がおれたちを見つめる。ガラクタ／汚お物ぶつ／すえたにおい──乱雑な空間。

　ヒオリ＝一いつ瞬しゆんのためらい。

「逃にげたいんだろ」こんどはおれが腕うでを引いた──右／別の階段から上がってきた男たち。

「あいつ！」ヒオリの目がくぎづけになった。ぼう然と目を見ひらく／足が止まる──

「なにやってる!?」引きよせた。相手＝まだ若い男──三十は越こえていない──彼女が知っている／深く知っている相手か。

　ヒオリは舌うちして足を出した──いらだたしげな表情。

「わかってたけど……」

「だれ？」

「前に言ったでしょ。嘉か村むらってやつ──〈学会〉に入ってた〈進化論者〉」

「なら親しいんじゃないの？」

「会いたくなんかないの！」

　ものめずらしげに見上げる男たち／毛布／鍋なべ／酒さか瓶びん──乗りこえて進む。眼下＝行き交かう馬車の群れ。別の方向へ伸のびる通路。

　階段を降りかけた──下から数人が登ってくる。

「逃がさないよ！」かん高い声／先頭の女──えら男といた女だ。年ねん齢れい＝ヒオリよりも二つ三つ下か。粗あらく切った短たん髪ぱつが揺れる──動きに合わせて／激しく。

「カエデ……」ヒオリが食いしばった歯の間からうめいた。

「あの娘こにも会いたくないってか……」

　方向転てん換かん／正面──さっきの男たち。

「かこまれたぞ!?」

「ヒオリ、もどれ！」若い男──至近距きよ離りで見て気づいた／緑色の瞳ひとみ──恐おそろしく深い。

「だれが！」

　左右＝〈進化論者〉たち。ヒオリは柵さくに手をかけた／下の道路を見て息を吸った。

「下にまわれ。足を確保するんだ──早く！」カエデと呼ばれた少女が怒ど鳴なりつける──二ふたまわり以上大きな男たちがしたがって走る。

「跳とべる!?」ヒオリ──おれに。

「なんとか……」

「馬ば鹿かなことを考えるな。君はもどるべきだ！」男の声──むなしく響ひびくだけだ。

　ヒオリが柵に足をかけた。

　走り寄って見た。無茶だ／ひき殺されるだけだ──飛び降り＝彼女にはなれた行こう為いか。

　彼女が柵を離はなれた。

「なるようになれ……」

　息を吸っておれも越こえた。浮ふ遊ゆう感かん──消えた／うしろに引かれ／引きずりおろされ／組みしかれた──すえた臭しゆう気きをはなつ床ゆかへ。

「はなせ！」頰ほおにざらざらとした感かん触しよく。

「〈学会員〉か。へまをやったな」

　首をねじって見上げた。緑眼の男──おれの横で交差点を見下ろしている。いけすかない声／いけすかない風ふう貌ぼう。

　乱暴に立たされた。背後＝えら男がしめつけを強める。ちらりと見えた横顔＝無表情──自動的に動いている人形のような印象。

「どんな事情かは知らない。だけど、彼女は迷めい惑わくしてる！」

「悪いが彼女は僕たちのものだ。君だって迷惑をかけている連中の仲間だろう？」

「おれはちがう！」

「同じさ。だから、彼女を無理にうばった君たちよりは、僕らに正当性がある」

　無理にうばったやつら──船団のやつら。裏切った〈学会員〉たち。

「こんなところで出くわすとは思わなかったけど……とりもどさせてもらうよ。僕らにはその権利があるんだ」

「本人の気持ちも無視してうばい合って、こんどはとりもどす権利だと!?　よく言える」

　怒いかりがふくらむ──感情が理性を押おさえつける。

「あの娘こはモノじゃない！」

「そうだな。まったくだ」

「そいつはなにも知らないよ」少女／カエデ──いつのまにか来ていた。「あいつらとは関係ないみたい。どうしようもない馬ば鹿かだ」

「どういうことだ？」

「わかんないけど……部外者みたい」なぜか腹を立てたような目で見下ろしてくる。

　男は肩かたをすくめた。「なら無罪放ほう免めんだ。君に興味はないからね。事情は知らないが」

「あたしがあとで言うよ」少女は馬鹿馬鹿しい、というように肩をすくめた──おれのことを知りつくしているような言いぐさ。

「とにかく、このことは忘れるんだ。あとは僕たちにまかせて」

「まかせろだと!?」

　男がうなずいた──背後にいるえら男への合図だと気づいた。

　首筋がちくりと痛んだ。意識が天上へとぶっ飛んだ──高く／遠くへ。

　ヒオリのいないどこかへ。
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　めざめ＝間近から聞こえてくるたき火の音──その熱。

　男たちの話し声。

　彼ら＝歩道橋の上を好む連中──下を馬車が通るたびにゆらゆらと揺ゆれる世界。

　周囲＝暗く、ビルとビルの間には月が見えた。

　事実──おれはヒオリとはぐれ、〈進化論者〉たちに眠ねむらされた──何時間も。

　まわりの連中に訊きいてまわった──ヒオリは／〈進化論者〉たちはどこへ行ったか。

　まともな回答＝ほぼゼロ。酔よい／わめき／すがりついてくる彼ら──乱暴な詰きつ問もん──無む駄だな努力。手がかり＝彼らが指さした方向のみ──がむしゃらに歩きまわった。

　人が住みついた高層建築の廃はい墟きよ＝無数。深夜──明かりがともっている場所は少ない──だが〈進化論者〉どもが明かりをつけているとは限らない。

　かたっぱしから調べるしかなかった。

　気の遠くなるような労働──狂おしい気持ちで彼女の名前を呼び／さけび／罵ば声せいを無視し／歩き／階段を登り続けた。

　歩道橋の連中には「彼女を見たら引きとめておくように」と言っておいた──だが彼女はあらわれなかった。

　手がかり＝なし。

　思いつきで工場へ行った──ヒオリの身体からだについて調べてもらうはずだった場所──彼女がいなければ無意味。だがなにかわかるかもしれない。〈進化論者〉どもの情報が得られるかもしれない。助けをたのめるかもしれない。

　よく知っている場所だ。まっすぐ工場長の執しつ務む室しつへ向かおうと思った──だが正門で守衛に止められた。工場長のアーヴィングは帰宅したと言われた。

　夜間＝何基かの〈巨きよ人じん機関〉は動いているが、出所している工員は半数。研究者＝〈学会員〉のほとんどは宿舎へ引きあげている。アーヴィングも自宅へ帰って休んでいた。

　おれは彼の自宅を知らなかった──場所を教えてくれるよう警備員たちにたのんだ。

「緊きん急きゆうの用件なんだ。ブレイロックが来たと言えばわかる──おれは二年前までこの工場にいたんだ！」

　彼ら＝とり合わない。『夜中にあらわれたあやしいやつ』を見る冷ややかな目つき。おれの姿＝密林の強行軍で目もあてられないざまになっていた──おれには自分が自分だと証明する手段がなかった。

「工場長に会わせてくれ。そうすりゃわかるんだ」すがりつく──邪じや険けんに追いはらわれる。

　保安官事務所に連れん絡らくするぞ、という脅おどし。

　保安官事務所。

　場所を訊きいた／足を引きずって向かった──留置場にぶちこまれた酔よっぱらいの声が二区画先までとどいていた。

　都市が廃はい棄きされる前は警察署だった堅けん牢ろうなコンクリート建築。正面の階段を抜ぬけた──カウンターごしの受付＝眼鏡めがねをかけた陰いん気きな若い男。おれと目を合わせようともせずに、手元の書類をことさらゆっくりと脇わきへどけた。

「その人が誘ゆう拐かいされたところを見たんですね？」

「直接は見てない」

「なら断定は──」

「でもおれたちは逃にげてたんだ。きまってるだろ!?」

「さきほど、その女性と、誘拐したとあなたがおっしゃっている人たちは顔見知りだった、とお聞きしましたが」

「そうだけど、いい意味じゃない。会いたくない相手だと言ったんだ──だから逃げた」

「でも面識はあった？」

「そうだよ」

「その女性はアルパ市の市民ですか？」

「……ちがう」

「親しん戚せきかだれかがいらっしゃる？」

「そんなことはどうだっていいだろ!?」

「失しつ踪そうされてから二十四時間たちませんと──」

　駄だ目めだ。

　絶望した／あらゆる望みは断たたれた／なにも思いつけない──それでも歩きまわった。

　駄目だ。

　おれは彼女を保護すると言った──船団の手から逃のがれさせると誓ちかった。だが結果的に〈進化論者〉たちと引きあわせることになった──彼女を保護できずに。

　守れずに。

　心が痛んだ。

　おれは〈学会〉のために彼女が必要だ／調べる必要があると言い続けていた──それだけでないことはわかっていた。

　常識的な判断＝ヒオリは〈進化論者〉たちにとらえられた。

　逃げきったが彼女自身の意思でもどらないとしたら──そのほうがまだいい──おれは救われる。だがせめて、そうであると知りたかった。

　身体からだをだます薬は底をついた。朦もう朧ろうとした頭に工場の映像が浮かんだ──ほかに選せん択たく肢しなどなかった。おれは〈学会〉の人間なのだ。もう一度行く──なにか、手がかりをくれ。

　ふらつき、ぬれたコンクリートに手をつきながら工場をめざした──白しらみはじめた空を見ていた。

　その空が赤くなった。
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「なんだ？」

　正面／海岸方向の赤──炎ほのお。工場が燃えている。薬品だらけの施し設せつ＝副次的な爆ばく発はつが起こっている。もうもうと煙けむりが立ちのぼり／空から透とう明めいさをうばっている。なんらかの事故──だが港こう湾わん地区全体が火に包まれるような事態＝考えられない。

　思わず耳を押おさえた。巨きよ人じんのうなり声──もはやさけび声と言っていい。工場から五〇〇メートル以上離はなれた場所でここまで大きく聞こえる──尋じん常じような音量ではない。

　大勢の人々がビルの玄げん関かんから飛びでてきた。窓から身を乗りだしてきた。海岸方向を指さして口々に声を上げている。

「事故じゃない」

　足を引きずって走った。あの場所──ヒオリ──いるわけがない。だが無視して立っているわけにもいかない。なにかが起こっている。

　歩道を進んだ。出てきた人々を追いこす。港湾地区が近づく──異様な光景が視界の中に飛びこむ。炎えん上じようする建物の中で、周囲の建築物よりもはるかに巨大な人ひと影かげが動いている。少なく見ても四体以上──交差しているのではっきりとしない。ゆっくりとした動き──炎の熱さに苦しんでいるのか。

「巨人が外に出てる……」ぼう然とつぶやいた。

〈巨人機関〉暴走のうわさ──箱の中で巨人が動く程度だ、とばかり思っていた。結果＝接続された機械類に過負荷──小規模な発火までは理解できる。ヒオリがつかまっていた陸上船＝実際に船が揺ゆれて制せい御ぎよ不能になっただけだった。だが目の前の現状──巨人が鉄の箱から出ている。

　額の汗あせをぬぐった。工場が近づく──周囲の温度が上がっている。

「こんなこと……ありえない」

　巨人の偉い容ようを見上げた。ときはなたれた生身の巨人──現実が理解できない。

　殺風景な港湾地区──野や次じ馬うまが群れている。押し分けるようにして進む。

　車道に出た／いきなりワーゲンが突つっこんできた──わき見運転の馬ば鹿か野や郎ろう──横へ転がってよけた。割れたアスファルトに手をつく。掌てのひらにじわりと血がにじんだ。

　涙なみだで視界がぼやける──見なれない輪りん郭かくが飛びこむ。なにかが滑かつ空くうしている。

「飛行型の……〈強化人間〉!?」

　工場──海岸の倉庫群を包みこむ巨きよ大だいな現代建築。その三階部分から飛行型へ──ひものようなものが伸のびた／首にからみついた。

　飛行型が失速する／きりもみ状態で落ちる──海の方角へと消えた。

「知的変異種が襲しゆう撃げきしてる!?」

　ヒオリの言葉──『理由がなけりゃ来ないはずなの』。

〈進化論者〉。

　彼らがこの街へ来た理由。

　さらに彼女の声──耳の奥おくで／頭の中で再生される──『ふつうの理由なわけない』。

「そうなのか……」

　正門を抜ぬけた──おれを止めた警備員＝血を吐はいて倒たおれていた。
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　敷しき地ちを走り抜ける。ふだんは工員たちが昼休みに運動をする場所──いまは修しゆ羅ら場ば。木の焼けるにおい／薬品の焼けるにおい／肉の焼ける強きよう烈れつな臭しゆう気き──吐はき気／実際に吐いた。

　工場内＝広い／施し設せつの実験場と似た構造──煙けむりにさえぎられてほとんどなにも見えない。

　わずかな視界＝血だらけの研究者たちが転がっている。割れた培ばい養よう槽そうにもたれている。

　わけのわからない言葉を発しながらのたうつ──恐きよう怖ふがふくらむ／立ちどまりかける──

　ヒオリがいるかもしれない。

　少なくとも〈進化論者〉から居い所どころを聞きだすことはできる。

　止まるな／前へ進め──

「どこだ……？」

　頭上で凶きよう暴ぼうな音──天てん井じようが割れた／梁はりが散った／巨大な物体が落下してきた。

　目の前で機材が砕くだけた／床ゆかが揺ゆれた／壁かべを走っていた管が引き千切られて跳はねた。

　管の断面から蒸気らしきものがほとばしった──手で顔をおおう。

「これって!?」

　それがなんであるか理解した。長年の垢あかと油で黒くなった肉の塊かたまりが上へ──また用よう途とのわからない機械を巻きこみ／引きはがしながら消えた。破は片へんが次々と落下してきた。

「巨きよ人じんが足を上げた……」

　うめき声を聞いた。巨人ではない──巨大な蜘く蛛もを思わせる機械／その横──労働者らしき男が遮しや蔽へい板ばんの下じきになっている。ほかの労働者＝まわりには見えない。先に逃にげてしまったのか。

　あわてて駆かけ寄った──板に手をかけて訊きいた。「なにがあった？」

　男──板をどけるよう哀あい願がんしてくる。

　腕うでに力をこめた──だがまだそのままだ──「なにがあった!?」

「化ばけ物が来たんだよ……知的変異種の群れだ」

〈進化論者〉。

「それから？」

「いろんなところから急に出た。次にでかいのが来て──」

「黒い髪かみの女の子は!?」

　男は苦しげに首を振ふった。

「緑色の眼めをした男か、えらのある男。十五、六歳さいの女の子でもいい。見てるはずだ！」

「たのむからどけてくれ！」

　舌うち／限界だ──遮蔽板を持ちあげた。這って逃げる男を見送る。

「〈進化論者〉がなにをしに来た……」

　街でヒオリを見つけたのは偶ぐう然ぜん、という雰ふん囲い気きだった。『理由がなけりゃこないはずなの』──理由＝？？？

「はじめからこれが計画されていた、ということか」

　見まわした。地じ獄ごくのようになった工場──もう閉へい鎖さするしかない──ここまでするほどのなにがあるというのか。

「それも訊きいてやる」

　壁で身体からだを支えながら研究区画へ──前方から声が聞こえてくる／人の声──まだ逃げていない職員がいるのか、侵しん入にゆうした〈進化論者〉たちがいるのか。

　怒ど号ごうが飛び交かっている。少なくとも一人は指示を出しているやつがいる。時々声がとぎれる──本人も動いている──その声が近づく。

　大部屋と大部屋の間に造られた細い通路。窓の向こう側──あばらを口のように開いた男が〈強化人間〉を飲みこもうとしている。うっとなった／空からゲロを吐はいた──目をそむけてよろめき、走り続けた。

　壁かべ際ぎわにはりつくような階段を駆かけ登った。空中にわたされた通路に出た。下には流れ作業用の台が等とう間かん隔かくでならんでいる。

　背後で天てん井じようと壁が大きく引き裂さかれた。風を頰ほおに感じた──反射的にふり向いた。

「巨きよ人じんか!?」

　ちがう──飛行型の〈強化人間〉が落ちてきて壁をやぶった──床ゆかに激げき突とつ。

　外から伸のびてきた触しよく手しゆがからみついている。触手がさらに飛行型を引っぱる──うすい壁がバリバリと音を立てて裂かれる。壁の間から外が見えた──赤毛の〈強化人間〉。

「なんで!?」

　閃せん光こうのようによみがえった──βベータ施し設せつ──〈学会員〉を誘ゆう導どうする／ＭＳの搬はん出しゆつを指揮する／陸上船の上に立つ〈強化人間〉──数メートル先に立っているやつだ。

「船団の仲間だろ!?」

　赤毛は一人で五人の知的変異種と戦っていた。刃やいば状じようの腕うでをかわし／四方から迫せまる触しよく手しゆをよけ／確実に拳こぶしを相手の頭ず蓋がいへ。

　赤毛がほえた。腕の外がい殻かくが開いた／中から無数の羽は虫むしが飛びだした／宙から迫っていた知的変異種に襲おそいかかった──一いつ瞬しゆんにして相手の頭が羽虫におおいつくされる──平へい衡こうを失って地面へ。
















　赤毛の背後で巨人の足が動いた。攻こう撃げきの意思＝持っているはずがない／知性などない──だが赤毛を踏ふみつぶせる位置に下りる──

　赤毛がふり向いた。肩かたから無数の火の弾たまが射出された──青白い炎ほのお／薬物が空気と触ふれて起こる化学反応。すべての弾が巨人の足へ──吸いこまれるように──爪つま先さきからすねまでが炎に包まれた。

　巨人が咆ほう哮こうを上げて傾かたむく／地じ響ひびきを立てて倒たおれる──ここからでは腰こしから下が見えるだけだ──舗ほ装そうされた地面が轟ごう音おんを響ひびかせて割れた／すりばち状に広くへこんだ。

「巨人を、倒せる……」

　赤毛の〈強化人間〉が笑っている。

「貴き様さま！」だれかがおれを呼んだ。

　しまった／見とれていた──通路の先に三人立っていた。中のひとり＝見おぼえ──昼に見たえらのある知的変異種。

　ヒオリはどこだ？

　訊け──脳裏をかすめた／血だらけの〈学会員〉──いまは駄だ目めだ。殺されるだけだ。

　なにも言わずに背を向けた。引きかえす──足が上がらない／つまずいて転んだ。

　見た。足に粘ねん液えきのようなものがまとわりついていた。ふり返ってにらみつけた──胴どうと首の異常に長い男──口から粘液が糸を引いている／やつが粘液を吐はいた。

　よけいな台詞せりふ＝不要。知的変異種たちが即そく座ざに走り寄る──おれへ。

「危害は加えない、なんて言っといて！」

　やつら＝工場の人間を皆みな殺ごろしにするつもりか。

　床ゆかにかがみこんだ。足を引っぱる。とりあえず逃にげろ──粘液がからみついてとれない。

　えら男が迫る／先の鋭するどい武器をにぎっている──思わず目を閉じた。刃はのきっ先がおれの首へ──直前に腕うでが横から伸のびてきた／刃物を持った腕をつかんだ。

「伸びてきた？」床から五メートルの空中通路へ、どこから──

　腕＝指先から肘ひじまで。〈強化人間〉特有の外がい殻かく。肘よりうしろ＝艶つやのある血管のようなひもが伸びる──その先──外へ。

　大男が見ている。肘から先の消えた腕をこちらに向けている──赤毛の〈強化人間〉。

「腕の、有線操作……」

　えら男の身体からだが宙に浮ういた。赤毛の肘から伸びたひも＝伸しん縮しゆく自じ在ざいらしい。知的変異種はほうり投げられた──旋せん盤ばんの下に落ちた／にぶい音を立ててつぶれた。腕＝宙を震ふるえながらもどる──持ち主のもとへ／生々しい音を立てて。

　おぞけが走り／鳥とり肌はだが立った。

　残りの知的変異種──やっと身がまえることを思いだす──赤毛が真下にまで来ている。

　二人＝急に声もなく倒れた──理解できない／赤毛がなにかやった。

「見つけたぜ」赤毛の男──下から──見た目どおりの重く／威い圧あつ的てきな声だ。

「ブレイロックだな？」

　肘から先がまた飛んだ。天てん井じようの梁はりをつかんだ。ひもがするすると腕に引きこまれる──赤毛が上じよう昇しようする──通路に／正面に立った。梁をはなした手が上じよう腕わんにもどった。

「なんで知ってる？」

「んなこたどうだっていい」

　歩み寄ってくる。思わずあとずさった。間近で見るとさらに大きい。口の外殻ごしに妙みような呼吸音が聞こえている。

「〈学会〉がさがしてる男と女。その片われだって聞いたぜ」

「〈学会〉は被ひ害がい者しやだ。おまえらといっしょにするな」

　赤毛の言葉＝船団と〈学会〉がごちゃまぜになっている──〈進化論者〉の男も似たようなことを言った。船団の連中が意図的に混乱をひき起こしているのか。

「それもどうだっていい。どこにいるのか、だけでいいんだ。言いな」

　ヒオリのことだ。

「だれがおまえになんか──」

「言うんだ」

　指先が震えた。つばを飲みこむ。

「おれだって知らない。そいつらに訊きけばいいだろ──連れていかれたんだ」

「ほう？」

「でなきゃこんなとこに──」

　黒こく煙えん／死体／燃えあがる無骨な機械──

「わざわざ入ったりしない。外から〈進化論者〉が見えたから来たんだ！」

「そいつらが知らないと言ったんだ」

「〈進化論者〉たちが知らないと言った？」

　ヒオリはつかまっていない──

「ならどこにいるんだ!?」

　赤毛──にやりと笑った。「必死って感じだよなぁ」

「悪いかよ」

「そんなに大事なのか？」

　ヒオリ。

「おまえらの……目的を知るためだ。あの娘こを使ってなにをしようとしてるのか」

　鼻で笑う。「おもしれえな」

　赤毛は思案するように宙をあおぎ、自分の外がい殻かくをコツコツと叩たたいた。

「おめえは知らないわけだ。〈学会〉があの娘こを使ってなにをしようとしているのか」

「知るわけがないだろ」炎ほのおの熱さ──額の汗あせ＝別の理由だ。

「そう聞いてるが……ならなんで追いかけた？」赤毛が訊きいてくる。

「やつらの計画に必要だ、と聞かされたからだ。言っただろ。目的を知るためだって」

「計画を知って、気に入らなけりゃつぶす──そのためにはあの娘こが必要になる、か」

「そうだ。でも計画はおまえに訊いたってわかる」強く言う──震ふるえをかくすために。

　赤毛はうす笑いを浮かべてだまりこんだ。やつの呼吸音が不気味に響ひびいている──膝ひざが笑う／立っていられない。

「俺おれも知りてえのさ」

「なに？」

「可愛かわいい女だったか？」

　ふいうち──一いつ瞬しゆんとまどい／返答に窮きゆうした。「答える義務はない」

　邪じや悪あくな笑えみ。「いいさ」

　赤毛は足もとの知的変異種を蹴けった。わずかなうめき声──死んではいないようだ。巨きよ大だいな〈強化人間〉はきびすを返した。

「とりあえずついてきな──まずはその娘ことはぐれたときの状じよう況きようを話せ。そのあとは、仕事をひとつくれてやる」

「なに馬ば鹿かなこと言ってる。おれが協力する理由なんて──」

「ここで殺されるかおとなしく言うことをきくか。死んだらあの娘ことは会えねえぜ」
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　通路の下──だれかが声を上げた。実験衣姿の数人がおれたちを指さしていた。彼らのうしろ＝護衛らしい〈強化人間〉が跳ちよう躍やくしようとかまえていた。

〈学会員〉＝おれの顔を知っている──おれがヒオリを逃がしたと知っている。つかまえようとしている。

「うるせえな」

　真横で赤毛が動いた。左手を下に向けた。わずかに肩かたが痙けい攣れん──それだけで片がついた。

　下にいた〈強化人間〉の脚あしが爆ばく発はつしてとび散った。身を折り／床ゆかに手をつく〈強化人間〉──目を丸くする〈学会員〉たち。床／周囲の装置──巨大な赤い染しみ／赤い斑はん点てん。

「仲間だろっ。なんであんなこと!?」突とつ然ぜんの出来事──目をうばわれる。

「おめえを見たらつかまえろ、ってな命令が出てる。だがそれは俺の目的とは合わねえ」こともなげに言った。「だからやったんだが、いらなかったか？」

「そんなことは言ってない……」

「俺も会ってみたいのさ。おめえと逃げた女ってのと」

「会ってみたいって……見たことがないのか？」

　梁はりが落ちた。小型の管が破は裂れつした。下で大おお騒さわぎする〈学会員〉たち──熱の彼方かなたへ。

「まあな」

「なんでだ？　さがしてるんだろ？」

「個人的にはさがしてるさ。だが上からの命令は出ちゃいねえ」

　赤毛＝ヒオリと同じ陸上船に乗っていた──だが直接見たことはなかった。彼は個人的に彼女をさがしている──二人の関係＝？？？

「どういうことだ……」

「来い。さっき言った仕事だ」

　赤毛が通路を先導する──研究区画へと向かう通路。

「素す直なおにやる、ってんなら命は助けてやる」

「どんな仕事だよ」

「見ればわかるさ。おまえ自身がやりたがってることでもあるんだ。借り一だと思いな」

　熱気の中を余よ裕ゆうの態度で歩いていく──おれ＝ついていくしかない。逃にげだした実験生物をよけた──研究区画が近い。

「そもそも、なんでおれがここに来るかもしれない、なんて思ったんだ？」

「俺が知るか。雇やとい主からそう言われただけだ──おれはあの娘こもおめえといっしょに動いてるもんだ、とばかり思ってた。だからあの娘この話が出てないと思ってたんだ。連中にとっちゃおめえも必要だし、おめえをつかまえりゃあの娘こもいるってことだと──」

　疑ぎ惑わくがふくらむ──混乱が包みこんだ。「あんたとあの娘との関係って？」

「関係あるかどうかは会ってみなくちゃわからねえ。とりあえずいまはここだ。〈進化論者〉がわざわざ襲おそってくるほどの研究……」

　倒とう壊かいが進んでいる。煙けむりに巻かれた連中が逃げまどっている。

「調べなくちゃなんねえ」

「──そうだ。おまえらはなんでここにいる？」

　訊きいた。なぜ船団にいた〈強化人間〉が工場／〈学会〉施設にいるのか。

「ここの護衛だ。雇い主はこんな事態もあると予想してた」

「ってことは……工場と船団が組んでる」

　βベータ施し設せつの場所をもらした連中／オノフをふくめた〈学会員〉たち──工場の連中と結けつ託たく。

「工場規模の裏切り……」

　ありえない事実。

「しゃべってねえで急ぎな」

　さらに奥おくへ──〈学会員〉たちが右う往おう左さ往おうしている。まだ作業を続けているおろか者ども──自分の研究だけでも持ちだそうというのか。あちこち＝〈強化人間〉と知的変異種が己おのれの身体からだで斬きり合っている。能力＝互ご角かく？

「ここでやってることを調べるって──そう言ったよな」

「それがおまえの仕事だ」

「研究はどこでやってる？」

　炎ほのおのはぜる音／怒ど号ごう／爆ばく発はつ音おん──あわててかがみこんだ／爆風から顔をかばった。

「言ってくれればわかる。この工場は来たことがある！」

「地下の南側右半分だ。海に面してる」

「あそこか」

　以前はなんに使われていたか──思いだせない。

　地下へと続く階段。〈強化人間〉と〈進化論者〉の一団──〈進化論者〉のほうが数で勝まさる。おれたち＝〈進化論者〉の後方から迫せまる。

「邪じや魔まだよ」

　赤毛の鎖さ骨こつが開いた。燃えあがる粘ねん液えきが吐はきだされた／吐きだされ続ける──異い形ぎようの者たちが次々と炎に包まれた／のたうちまわった──倒たおれたあとに道ができた。

「むちゃくちゃだ！」

「死にゃあしないさ。ボサっとすんな」

　堂々と抜ぬけた。〈強化人間〉たちがさっと左右に分かれた。赤毛＝指揮官──道を開けるのは当然。おれ＝やつらに手配されていた〈学会員〉──連行されているように見える。

「こいつを下へ連れていく。すぐにもどるが、しばらくは食いとめな」赤毛の言葉──〈強化人間〉たちが無言でうなずく。

　間を通る。外がい殻かくのこすれ合う音が間近から聞こえる／恐きよう怖ふで足がすくみそうになる。

　地下の巨きよ大だいな、天てん井じようの高い研究室に入った。視界の先──炎に照らされた早朝の海。床ゆか＝海面と同じ高さ。資材を直接搬はん入にゆうできる造り。

「Ａ・Ｇ！」低く／よく響ひびく声──聞きおぼえのある声。

「アーヴィングか」

　小太りだが背も高い男──現工場長／ウィルムット研究室の先せん輩ぱい。

　彼は紙を広げた台から身を離はなした。こちらに歩いてきた──おれに目をとめて眉まゆをひそめた。青白くむくれた顔＝驚おどろいた様子は見うけられない。

「ブレイロックか。やっとつかまったわけだ」おれと赤毛を見くらべて言った──冷たい声。「裏切ったと聞いているが」

「どっちが!?」

「あい変わらず成績は悪そうだな」

　おれは研究室の落ちこぼれだった。

　アーヴィング──うしろに目くばせ。「連れていけ。話はあとで聞く」

　まわりの〈学会員〉たちが寄ってきた。

「ちょっと待てよ。話もできないのか!?　これはなんだ!?　自分のやってることを──」

「しかたねえだろ」

　赤毛が腕うでを振ふった。おれをつかもうとした〈学会員〉たちが次々と血を吐はいて倒たおれた。

　アーヴィングの顔に困こん惑わくの表情が浮うかんだ。赤毛──音もなく前に出た／アーヴィングの腹に拳こぶしを深々と埋うめた──たるんだ身体からだがずるずるとくずおれる。

「なんてことするんだ。殺したのか!?」

「気を失ってるだけだ」

「起こせよ。直接訊きけばよかったんだ……ここでなにをやってるのか。あの娘この役割も」

「拷ごう問もんしなくたって教えてくれるやつがいるんだ。そいつに訊いたほうが早いだろ？」

　赤毛は台に歩み寄った。広げられた紙を見下ろして鼻を鳴らす。

「手ばやく調べろよ。傭よう兵へい連中や〈進化論者〉が入ってこないうちにな」

　赤毛＝はじめから船団の目的を／ヒオリの使われ方を調べるつもりだった。ほかの〈強化人間〉たちのいない場所で研究者を拷問にかけようと思っていた──だがおれがあらわれていまの状じよう況きようができた？

「言われなくたってやるさ。でもすぐにわかるかどうか」

　紙を見下ろした。上の数枚にざっと目を通した──なにかの設計図。仕様書。肝かん心じんの概がい略りやく＝見あたらない。変異種の頭部をいじっている──だがそれ以上の内容はわからない。関連する資料がどこかにあるはずだ。

「なんともいえないな。ぜんぶじゃないようだし、時間もかかる」

　紙から目を上げた。周囲の装置類を見まわした。用よう途と＝なんとなくわかる──わからないものもいくつか。海に面したあたり＝高さ三メートル程度の山が等とう間かん隔かくでならんでいる。巨きよ大だいな容器をふせたように見える。金属製──めずらしい。側部に梯子はしごがついている。上部は開閉できるらしい。

　興味をそそられて歩み寄った。床ゆかが／壁かべが震しん動どうしている──上で巨人たちが歩いている。

「おいおい」

「これも調べる。関係あるかもしれない」

　ぬれた梯子に手をかけた──側そく面めんに別のにぎりがあることに気づいた。縦三〇センチ、横一メートルほどの範はん囲いが横にすべる造りになっている。ためらわずににぎりをつかんだ──一気に引っぱって開けた。

　内部＝幅はば三〇センチの眼球が動いた。ぎろりとおれをにらんだ。

　気を失いかけた。

「……！」声にならない。

　巨人がとらえられている。首から下は海水の中に浸つかっている。山の数＝五つ──そのひとつひとつに巨人が入っている。

　あわてて目の窓をとじた。下にも同じような窓がついている──食しよく糧りよう補ほ給きゆう用ようの窓。排はい泄せつ＝海に直接たれ流しか。

「ひでえもんだ」

　赤毛が隣となりに来た。しげしげと見ている。

「おめえら学者は感じねえだろうけどよ。俺は思うぜ──これはむごいことだ、ってね。どうせ薬づけなんだろ？　おとなしいもんじゃねえか」

「そうか」

　海中にならべられた巨人たち＝あばれたりしていない。上の巨人たち＝暴走の前例とそぐわない──鉄の箱は人じん為い的てきに開放された？

「上のは暴走じゃない。〈進化論者〉たちのしわざか……」

「なんだって？」

「いや……いいんだ。それより資料をもっと見たい。巨人の頭を──」

　容器の上にある蓋ふた。

「いじってた、ってのは確かだと思うけど。残りの資料も調べなくちゃ、あの娘ことの関係まではわからない」

「さがすしかねえな。とりあえず見つけて、早くずらかったほうがいい」

　階段に目をやった。倒たおれたアーヴィングが／〈学会員〉たちが目の端はしに映った。

　さっき連中は逃にげだす用意をしていた──〈進化論者〉がここまで来ることを予想していた、ということだ。やつらの侵しん入にゆう＝時間の問題か。

「ブレイロック！」

　唐とう突とつに工場全体が揺ゆれた。思わず床ゆかに膝ひざをついた。上から木材が／割れた照明が落ちてきた──見上げる／天てん井じようが上へ──どこかへと消えた。一階の床面自体が引きはがされた。

「なんだ!?」

　壁かべが内側へと倒れてくる。梁はりが／一階で見た水すい槽そうが／〈強化人間〉たちの身体からだが落下してくる──天井の消えた場所から。

　一いつ瞬しゆんだけ見えた。炎ほのおに照らされた黒い輪りん郭かく。ゆっくりと動いている。

「野や郎ろう……」赤毛が渋じゆう面めんで見上げる。「仲間を見つけやがった」

　赤く染まった空──風が下りてきた／強きよう烈れつな悪あく臭しゆうが迫せまった。

　ぬっと巨きよ大だいな顔があらわれた。あばたで／薄うすい毛で／皺しわの寄った皮ひ膚ふでおおわれた三メートルの顔面──醜みにくい乱らん杭ぐい歯ば──それが三つ。

「巨人……」

　腰こしをかがめてのぞきこんでいる。

「逃げないと」

　細い／筋繊せん維いの浮ういた腕うでが伸のびてきた──視界をおおうようにして迫ってきた。なにも考えられない。恐きよう怖ふさえ麻ま痺ひする。足が／手が動かない。

「駄だ目めだな」赤毛の〈強化人間〉──ため息／首を振ふった。
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　世界が揺ゆれている。映像が揺れている。

　巨きよ人じんの手が迫せまる。赤毛の〈強化人間〉がおれを突つきとばす。

　床ゆか板いたが次々と裂さける──背中から海に落ちる。頭の上で赤い炎ほのおの色がおどっている。

　黒い水の中でもがく。海水が鼻から／口から流れこむ。巨人のねっとりとした汚お物ぶつが身体からだ中じゆうにまとわりつく。狂くるったようにあばれ／身をよじる。

　上へ、上へ──

　映像が薄うすれる。

　ぐるぐるとまわる／まわりながらひいていく／潮しおのように──だれかの顔が近づく。

　身体中がだるい。だが痛みはなかった。少しずつ焦しよう点てんが合ってきた。

　顔の輪りん郭かく──男──中年にさしかかる手前。必要以上に接近している。両手を左右に広げている。肩かたをすぼめるような感じだ。

　妙みような体勢の真相を理解した──思わずさけびそうになった。男の手足／胴どう──異常に細長い──ナナフシのような手足で壁かべや天てん井じようを押おさえ／身体を宙に固定している。

　男はおれの鼻先一〇センチで首をかしげた。「起きたか？」

　とっさに返事が出てこない。口だけが魚のようにパクパクと動く。

　ナナフシ男＝こんどは首を反対側に曲げた。

「起きたか？」

　なんとかうんうんとうなずく。いままでに様々な知的変異種を見てきた──こんなに奇き妙みようなやつを見たことはなかった。それもゼロ距きよ離り。

「立てるな」男の顔が遠ざかる──おれのほうを向いたままで。「ついてこい。嘉か村むらが待ってる」

「嘉村!?」

　ヒオリの過去を知っている男。彼女をつれ去った男──思考が一いつ瞬しゆんでもどった。目の前のナナフシ／待っているという嘉村──おれは〈進化論者〉たちの中にいるのか。

「ついてこい」

　ナナフシ男は器用に腕うでを曲げた──扉とびらを押おし開けた。一度だけおれをふり返った。まったく手足を床につけないままで出ていく──目をうばわれる光景。

　周囲＝暗く／せまい部屋──寝しん台だいと椅い子すと引き出しのある机が置いてあるきりだ。顔の高さに円まるい窓があった──汚よごれがひどく、外が暗いためになにも見えない。円い窓／さっきからの揺ゆれ──海に浮うかぶ船。

「どうなった……」記き憶おくの糸をたぐる。

　工場で巨きよ人じんの手が迫せまってきた。海に落ちて気を失った──なぜか工場を襲おそった連中に救われたらしい。赤毛の〈強化人間〉は見あたらない──彼もこの船にいるのか。

　船室を出た。通路──せまく／短く／天井も低い。陸上船とは大ちがいだ。せいぜい小型の連れん絡らく船せん程度──外洋に出るような設計ではない。

「こんな船、よく見つけたな……」

　二世紀以上前──アルパ市が廃はい棄きされる前の遺い物ぶつ。

　ナナフシ男は通路の先で待っていた。

「なんでおれを──」

「嘉か村むらが説明する」ふり返りもしない──とりつくしまもない態度。

　ため息をついてあとに続いた。密閉式の扉とびらをくぐり抜ぬけた。

　急に冷たい／水気をふくんだ風が吹ふきつけてきた。思わず顔をそむける──恐おそる恐る、半分だけまぶたを開いて目を外に向けた。

　視界の上下＝濃のう紺こんとさらに濃こい色に分けられていた。まだ月の出ている夜空──それに照らされた海。水のある海。地平線の先──陸の影かげは見えない。

　ナナフシ男──船外通路を船首方向へ。

　ためらいつつも足を踏ふみだし、鉄の柵さくをつかんだ。波のしぶきが顔にかかった。数メートル下＝白い泡あわがあばれ狂くるっている。泡が近づいては遠ざかる──激しい左右への揺れ。無理に顔を上げた。下を見ないよう心がけた。

「がまんしろ……」

　嘉村がいる。ヒオリの居所をたずねられる。赤毛の〈強化人間〉は「そいつらが知らないと言った」と話していた──ならヒオリはどこにいるというのか。手がかりをくれ。

　また密閉式の扉をくぐった。梯子はしごのような階段を登った。頭上でナナフシ男と鉄パイプが交差する──擬ぎ態たいのように見えなくもない。

　手すりをにぎりながら、ふと目を横に向けた。えら男の姿が一いつ瞬しゆんだけ見えた。生きていたのだ──しゃべれないものとばかり思っていたが、いまはだれかと話していた。

　登りきった──せまい／下と同じような空間。見おぼえのある少女が腰こしに手を当てて立っていた。ヒオリがカエデと呼んだ少女。

「ほんとに馬ば鹿かよね」

「なにが？」突とつ然ぜん罵ば声せいをあびせられる心あたり──あるわけがない。

　ナナフシ男が階段に手を伸のばした。無意識的にあとを追った──

「あんたはこっちでしょ」

　むっとなった。

「知るかよ、そんなの。だいたいおれはなんの事情も──」

「ちょっと待ってて」突つきはなすように。

　ナナフシ男は上へ──カエデは右側の通路へと消えた。

「なんだってんだ」

　しかたなくガラスの消えた窓に寄った──進行方向の海をながめた。置かれた状じよう況きように不安はある。だが「どうにでもなれ」というなげやりな気分でもあった。

　前方で巨きよ大だいな物体が動いていた。別の船──あるいはこの船を牽けん引いんしているなにか。

　男が降りてきた。暗がりの中でも見分けられた──あざやかな緑色の眼──嘉か村むら。

「やあ」

　床ゆかに降り立った。おれのほうをふり返って軽く──図ずう々ずうしくも──ほほ笑えむ。

「気分はどうかな？」

「よくないね」

「風のせいだろう」わざとらしく肩かたをすくめた。「ここじゃ風か邪ぜをひく。中に入ろう」
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　嘉か村むら──密みつ閉ぺい扉とびらを開けて奥おくへ。あとから降りてきたナナフシ男──首を曲げて「ついていけ」、とうながす。

「のろま」もどってきたカエデ──背後でぼそりと。

「なんでおれが……」

　首をひねりながら扉をくぐった。カエデとナナフシ男がついてくる。

　嘉村は左側の部屋に入った。あとに続いた──カエデも入ってきたが、ナナフシ男はどこかへ行ってしまった。

　広い部屋ではなかった。おれが寝ねかされていた部屋のせいぜい二倍程度。木と布でできた横長の椅い子すが向かい合わせに置いてある。そのほかの調度もいくつか──だが壁かべと天てん井じように浮ういた錆さびはほかの船室と変わらない。卓たくの上で小さな炎ほのおの火が揺ゆらいでいた。

「座すわって」

　嘉村はなにかの卵らん殻かくから造ったらしい容器に液体をそそいだ。前の卓に置いて座る──カエデはそそくさと嘉村の隣となりにおさまった。おれは立ったままで彼をにらみつけた。

「さっそく本題に入ろうか」嘉村が切りだす。「きみはアルパ市の工場でなにが行われていたのかを知っている──そのはずだ。残らず話してくれないか」

〈進化論者〉＝工場の研究を知るために襲しゆう撃げきをかけた？

「待った、先にあの娘この居場所が知りたい。追いかけてたはずだ……それから、工場はどうなったのか。ここはどこで、いまはどこに向かってるのか。状じよう況きようの説明をぜんぶだ」

「もっともな質問だな」

「それを聞くまでは──」

「いいだろう、話そう。わかりやすく簡潔にね。あの娘こってのはヒオリのことだろう？」

「ヒオリ、ヒオリって！」カエデが言いかけた──嘉村が手をにぎってだまらせた。

「まずは座ってくれないか。上を向いてちゃ首がつかれる」

　嘉村＝物やわらかな話し方だ。うなずいて正面に腰こしを下ろした。

「まず一番の関心事らしいけど、ここにヒオリはいない」

「ならどこにいるんだ？」

「僕たちが工場に乗りこむ直前にね。これはこっちの不ふ手て際ぎわなんだけど、工場から脱だつ出しゆつした一団がいたらしいんだ。馬車で行ったようだから、荷物は多いだろうね」

「ヒオリはその中に？」

「わからないけど、仲間の一人はそれらしい女の子を見かけたと言ってる」

「相手って〈学会〉の一部だろ？　なんであいつらが見つけられたんだ、あの娘こ──」

　ヒオリが自分から投とう降こうしたのでもないかぎり、こんなに短時間でとらえるなど不可能なはずだ。赤毛の〈強化人間〉は彼女をさがせという指示は出ていない、と言った。噓うそをついていたか、彼が知らなかっただけか──あるいは、すでにヒオリはつかまっており、その事実が赤毛に伝えられていなかっただけか。

　嘉か村むらはわからない、というように首を振ふった。「それから、その一団が大がかりな陸上移動手段と合流した、ということもわかってる。これが三時間ほど前のことだ」

「三時間？　おれが寝ねてたのって──」

「まる一日近いな」

　ぼう然となった。「そんなに……」

「連中の針路はわかってる」

「じゃあ追ってるのか？」

　なだめるように笑う。「直接追いかけてはいないけど、もちろん彼女はとりもどすさ」

　扉とびらが開いた。ナナフシ男とえら男が入ってきた。ナナフシ男＝体型からして椅い子すには座すわれない。えら男＝扉のそばにもたれて腕うでを組んだ。
















「話をもどそう。僕らが知りたいのは、〈学会〉の連中がなにをやっているのか、ということなんだ。きみにはあの工場がなにをしていたのか、という点を教えてもらいたい」

「なんでかな。みんながおれにそう言うんだけど」

　赤毛の〈強化人間〉。

「それはむしろおれの知りたいことなんだ。おれは工場の人間じゃないし、訊きくなら直接かかわってた人間に訊く、ってのが筋だろ」

「噓は言ってないよ、こいつ」カエデ──おれの目をじっと見ている。

「そのようだ」嘉村はカエデにうなずいてみせた。彼女＝誇ほこらしげな笑えみを返した。

「一いつ般ぱんの研究員は断片的なことしか知らなくてね。工場長をつかまえたんだけど、すぐにスパイクで植物状態に入られた。最低一年以上はめざめない……そうだったろう？」

「アーヴィングがそんなのを持ってた？」冬とう眠みん用ようのスパイク──よく使う度ど胸きようがあった。

「うまい手だね、あれは。拷ごう問もんに合うこともないし、相手が人道的なら死ぬことだってない。目がさめれば一年たっていて、ふつうの生活にもどれる。もちろん僕らは人道的だ」

「人道的なもんか。おれはそいつに殺されかけたんだぞ？──工場で」

　冷ややかにえら男を見た。当人＝まばたきをしない目──聞いているのかすら定かではない。

「きみがそう思っただけだろう。僕らは〈学会員〉だって殺しちゃいない。少し痛めつけはしたけどね」

　遮しや蔽へい板ばんにはさまれた作業員──

「少しだと？　よく言えたもんだ」

　彼はそれ以上言うな、というように首を振ふった。「また話をもどすけど、すべてを知ってるわけじゃない、という点では工場の職員もきみも同じなんだ。どっちも同じ役目をはたせる。きみをえらんだのは、たんに好感を持てたからだ」

「笑わせるな」

　彼らはおれとヒオリが一いつ緒しよのところを見ている。ヒオリをエサにすれば簡単に釣つれると思ったのだろう──くやしいが本当だ。だがヒオリは〈学会〉の裏切り者たちにつれ去られた。素す直なおに協力する理由なんてなにひとつない。

「取り引きを持ちかけてるだけだ。噓うそをつく必要はない」軽く笑いをふくんだ声──嘉か村むらはカエデの肩かたに手をのせた。「きみの考えたことは、直接彼女の頭に流れこむんだ。噓は無意味だし、口に出す必要だってない」

　直接頭に流れこむ。

「〈感応者〉なのか!?」

　まじまじと見た。カエデは得意げに見返している──おれの頭の中を見ている？

「まあね」

「冗じよう談だんじゃないぞ」

　歩道橋──ヒオリは跳とべるか、とおれに訊きいた──カエデはその前に「下へまわれ」と部下にさけんでいた。『そいつはなにも知らないよ』／『噓は言ってないよ』／見み透すかしたような態度──彼女の笑えみがさらに広がる。実際に見透かされている。

「〈感応者〉なんて……〈教会〉にしかいないと思ってた」

「貴重な人材だよ。ただ体力は使うようだから、できれば正直に話してほしいけどね」

〈進化論者〉／豊富な人材──組織力。うわさを／想像をはるかに上まわる。

「〈学会〉が分ぶん裂れつしているっての、初耳だな」カエデ──おれの考えを読んだ。

「きみはそう考えているわけか」嘉村がおれの目を見すえる。

　オノフの／アーヴィングの──工場規模の裏切り。はじめは船団に協力している〈学会員〉がいるだけだと思っていた──

「揺ゆれてるよ。最近は〈学会〉全体が敵なんじゃないかって、思えてきた」

　嘉村は考えこむようにうなった。カエデの肩から手をはなした。

「なあ。〈学会〉があの娘こを必要とする理由ってなんだよ。あんたたち、彼女のことについちゃ調べてるはずだ」

「血液だ」

「そこまでは本人に聞いた」

　納なつ得とくしたようにうなずく。「僕らの設備じゃまだ確かなことはわかっていないけどね。ただ物質によってはかなり特別な反応を示す。少なくとも僕やきみの血液とはちがう」

「そこまでわかれば──」

「きまった法則性、というのが見つけられない。それを彼らがなにに使いたがっているか、となると、僕らには想像もつかない」

　ＭＳの強ごう奪だつ／巨きよ人じんの研究──特とく殊しゆな血液との関連性？？？

「それを知りたい、というのが僕らの希望なんだ。さっきの質問に答える形になるけど、いまもカステロ市の工場に向かっている。そこも関係があるらしいからね」

　嘉村は立ちあがり、背後にあった机の引き出しを開けた。

「ヒオリは彼らに助けだしてもらう」

　目でうしろのふたりを示した──ナナフシ男とえら男。さらに視線を隣となりの少女に向ける。

「それに彼女も」

「しかたないから」カエデ／すねたように──あきらかにヒオリのことを嫌きらっている。

「おまえらがあの娘こを助けにいく、なんて保証が──」

「よけいな心配はいらないよ。ちゃんと連れてってやるんだ、あんたも」

「おれも？」驚おどろいて見返した。

「よろこんで行くんだろ？」カエデ──うんざり、というように。

「そりゃそうだけど」

「危険な仕事だ。能動的に加わってくれる部外者、なんてそうはいないからね。むしろありがたいと思ってる」

「だから連れてく……」

　ヒオリ救出への同行が取り引きの条件、ということか──ふと気になった。

「助けてどうするんだ？」

「どうするとは？」

「また実験対象にするってのか？」

「とりもどすのは僕らの誇ほこりを守るためだ。連中に仲間が好きにされてる、なんてのはほうっておけることじゃない。だから、特にヒオリだけをどうこう言うつもりはないんだ……同じ体質の仲間は一人だけじゃない」

「じゃあなんで追いかけた？」

「〈学会〉が彼女をねらってる、ということは知ってたからね。彼女がどう思ってるか知らないけど、〈学会〉は簡単にだしぬけるような相手じゃない。そうだろう？」

「常識的な判断だな」

「優先順位は持ってる。だから本隊がカステロ市の研究所で、きみたちが彼女なんだ」

「彼女を助けだしたら？」

　カエデが口をはさんだ。「〈学会〉にわからない所までは連れてくけど、あとはほうりだして好きにさせる。またつかまる、ってんならあの女の勝手だよ」

「わかった」

　ヒオリを助けだす。

「言うことは聞くけど、おれが役に立つとは思えないな。結局工場のことは知らないし」

「それはいまからやってもらう」さっき出した紙の束を卓たくへ置いた──二十以上ある。「工場にあっためぼしい書類全部だ。だいたいのことはわかるだろう？」

　見おぼえのある設計図、仕様書。見おぼえのない書類の数々──あらゆる研究の資料。

「これを調べろってことか」

　嘉か村むらは満足そうにうなずいた。

「そんなことしてるひま、あるのか？　悠ゆう長ちように調べ物なんかやって──その間にやつらがどこかへ行ってしまう、なんてことは？」

「うるさい男だな。つまんない心配ばっか」カエデが立ちあがった。ふり返り、窓についていた板をはずした。「見えるだろ？」

　腰こしを上げた。まわりこんでうしろから見た──急きゆう勾こう配ばいの階段／ガラスの割れた窓／さらにその先──まっ黒い海。さっき見た規則正しく動く物体。

「あれがなんだか、わかるかい？」嘉村──背後から／おもしろがるような声。

　首を振ふった。「よく見えない」

「蛙かえるだ。軌き道どうまで行って帰ってくる蛙だよ」

「脱出蛙!?」下半身から力が抜ぬけた。「脱出蛙をしつけた……」

　身を乗りだしてさらに見た／目をこらした──事実なら恐おそろしい推力。宇宙まで跳とべる蛙が船を引っぱっている──現在＝最大船速の数百分の一、といったところか。

「明日、昼に見てみるといい。彼が水を蹴ける様は壮そう観かんだよ」嘉村が言う──隣となりでカエデがくすくすと笑う。

「信じられないな」

「追いつくのは簡単だ」嘉村の声──自信に満ちた／指導者の声。
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　工場の研究──巨きよ人じんの制せい御ぎよについて／予想通りの内容。巨人＝前世紀に造られた種族──ＭＳと同じように。脳幹の側部＝電気的な信号の受信器官が埋うめこまれている。遺伝子情報そのものに書きこまれた改造──受信器官は世代にかかわらず、あらゆる巨人が普ふ遍へん的てきにそなえる。

　前世紀の人々＝受信器官を利用し、優ゆう雅がに遠えん隔かく操作で巨人をあやつっていた──現在の箱にとじこめるやり方とはあまりにも異なる。〈学会〉の目的＝優雅なやり方を復活させる？

「そういうことか」

〈巨人機関〉の暴走＝遠隔操作の失敗──各地に電波の発信はできたが制御はできなかった。なんらかの問題が起きた──解決手段＝ＭＳを利用？──時期的には一いつ致ちする。

　じゅうぶんにありうる。

　資料を読み終えて結論をくだした──まる一日がすぎた。耐えがたい時間──資料＝理解できない箇か所しよがいまだに大部分を占しめる。ヒオリの血液については出てこない。

　赤毛の消息はいまだ不明。嘉か村むらたちが発見したとき、おれは一人で海に沈しずみかけていたらしい。

「わからないことは──」資料を前に置き、つけ足して言った。

　室内＝嘉村が／カエデが／ナナフシ男が／えら男が聞き耳を立てている。船内ではほかの知的変異種も何人か見かけた──この場の四人＝この船を仕切っているようだ。

「一度に使えないＭＳがなぜそんなに必要なのか、ということだ。消しよう耗もう品ひんのように使う、というのも考えられるけどね。あるいは実用化できるまでには何体か殺すことになるだろう、という判断か。どっちにしても、割に合うとは思えない。まともな〈学会員〉なら巨人の制御よりはＭＳの命をえらぶはずなんだ。交配のむずかしさを知ってるから」

「ほかには？」

「ほかには、なんでこんなに広い地域で暴走が起こったのか、ということ」

　地図の上に指を置いた──円を描えがいた。

「一体どこに発信したかったんだ、と訊ききたいね。よっぽどとんでもない偶ぐう発はつ事故が起こったか、技術者が無能だったか」

　嘉村は唇くちびるをもてあそびながらじっと地図をにらんでいる。カエデは横から身を乗りだしてのぞいている。ナナフシ男は天てん井じよう近くから見下ろしている。えら男──不気味に立っているだけだ。

「もともと全体だった、ということは？　この範はん囲いの巨人をいっぺんに動かしたかった、なんてことはないのかい？」

「どういう意味だ？」

「このために巨人を用意するんじゃなくて、はじめから〈巨人機関〉の巨人を操作するつもりだった。今回はたまたま暴走したけど──」

「他人の巨人まで動かすつもりだった、ということか」

〈学会〉は世界中に〈巨人機関〉を出荷している。遠えん隔かく操作用に巨人を用意するのではなく、他人のものとなっている巨人を意のままに動かす──直径五〇〇キロの範はん囲いで。

「無理だ」

　深く息を吸いこんだ。

「十体や二十体ならなんとかなるかもしれない。でもこれだけの広さだろ？　どれだけの巨人が出荷されてるのか想像もつかないし、それだけの量を制せい御ぎよするとなると、さすがにＭＳでも無理だ。許容量を超こえる」

「だから、いっぱいうばわれたんだろ？」カエデ──馬ば鹿かじゃないの、というように。

「だから、動かせないって言ってるだろ。だれかにも言ったけど、ＭＳの起動には特とく殊しゆな活力源が必要なんだ。一匹ぴき分精製するのだってむずかしいし、保存だってできない」

「なるほどな」

　嘉か村むらはうなずいて宙の一点をながめた。数秒──気分を変えるように長い息を吐はきだし、椅い子すから立ちあがった。

「それだけわかればじゅうぶんだろう。あとはカステロ市の工場を調べればはっきりするさ」扉とびらのほうをふり返った。「そろそろいい時間だ」

「なんの時間？」

「そっか」カエデが腰こしを上げる──周囲でナナフシ男が／えら男がゆらりと前に動いた。

　上を向いた。たずねようとした──彼はおれを見下ろしてにっこりと笑った。

「出発の時間だ。ヒオリを助けだしてくれるね？」
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　連れていかれた──格納庫らしき場所へ。周囲＝知的変異種たちが行き交かい／声をかけ合い／点検作業を行っている──船に乗ってからはじめて見る数。

　ナナフシ男＝サカモトが近づいてきて中央を示した。「あれで行く」

　視線を転じる──長さ五、六メートルの小しよう艇てい。真上＝胴どうだけで一〇メートルはあろうかという昆こん虫ちゆう型がたの変異種が手足を広げている。小艇は腹から無数の索さくで吊つりさげられている。変異種の手足＝二〇メートル近くある──おれは言われるまで柱だと信じていた。先せん端たんには油ゆ膜まくがついているらしい。

「水面の上を跳はねられんの」カエデ／ぶっきらぼうに──小艇のほうへと行ってしまった。

「なあ」サカモトに耳打ち──声を落として。「ずっと気になってたんだけどさ。なんかあの娘、おれに対してとげとげしくないか？──べつにいいけど」

　彼も表情を変えない──えら男と同じように。「カエデは人の心が読める」

「それは聞いたよ」

「自分よりヒオリのほうが必要とされている、ということが気に入らないだけだ。おまえの心にはヒオリしかない。それぐらいは俺おれにだってわかる」

　目を丸くした。「そうかもしれない。それは否定しないさ。でもなんでカエデが怒おこるんだ？　だれが見たって嘉か村むらになついてる」

「昔からいろいろとあった。あの二人はずっといっしょだった……外からはわからないこともある。俺も残らず知っているわけじゃない」

「そんなもんか」

　カエデを目で追った──整備の連中に指示を飛ばしている。

「まあいいさ」

「気にしないことだ」

　サカモトに背中を押おされた。うながされた──変異種／小艇のほうへ。

「近くで見ると……もっとでかいな……」

　腹を真下から見上げる──表面には細かい毛が生えており、小刻みに痙けい攣れんしている。

「どうやって動かすんだ？」

「神経にさした糸を引っぱんの。熟じゆく練れんがいるから」カエデは横目でちらりとおれを見て、すぐに視線をもどした──親指でうしろを示した。「サカモトの受けもち」

　小艇の下にもぐりこんでいた男──腰こしから上だけを出した／おれたちに手を振ふった。

「いいぞ。乗ってくれ！」

「行こう。ブレイロックは前だ」サカモトがふり返る──えら男にうなずきかけた。

「わかった」

　サカモトのあとから乗りこんだ。カエデは反対側から入った──後部に腰を下ろした。彼女の隣となりにえら男がならぶ。嘉村＝居残り──カステロ市襲しゆう撃げきの指揮をとるらしい。

「あんたは、どういう……」思いきってたずねた──えら男に。

「水先案内人。目標の位置を正確に感じられんの」カエデが代わりに答えた。

「感じられる……」

　嘉か村むらの言葉──『一団が大がかりな移動手段と合流した』。えら男の能力＝移動している物体の位置を把は握あくできる？

「簡単です」えら男＝水先案内人──不気味に震ふるえるような声で。「すごく熱いんです。たくさんいるし、独特だから、わかります」

「熱いって……熱感知か！」

〈進化論者〉の人材／特とく殊しゆ能力──〈強化人間〉たちが泣いてくやしがる。やつら＝高い金を出し、常に拒きよ否ひ反応の危険と戦いながら強化移植をくり返すやつら。それ以上の能力を生まれながらにそなえている連中──知的変異種。

「いつでも行ける」サカモト──上からの線をたばねる。

「もう許可は出てんでしょ？」カエデが整備の連中に訊きいた。「開あけて！」

　彼ら＝了りよう解かいを示す仕草。数秒後にかん高いきしみ──天てん井じようがゆっくりと両側へ分かれる。

　月に照らされた雲が見えた。変異種の身体からだから次々と拘こう束そく具ぐがはずされた。顔の近くで空気がシュルシュルと音を立てる。

　変異種の関接を調整していた男たち──最後の薬物を打ちこむ──小走りに離はなれ／物もの陰かげへかくれる。

「射しや出しゆつだ」

　サカモト──無数の索さくから二本をえらびだした。不用意と思える動きで引っぱった／即そく座ざに反応──小しよう艇ていが床ゆか面めんに近づいた／変異種が手足の関節を曲げた。

「出るよ！」カエデが不敵に笑う。

「つかまってろ」サカモトが言う。

「つかまる？」

　訊きき返す間もない──突とつ如じよとしてすさまじい力に突つきあげられた／舌をかみかけた／身体を押おしつぶす圧力──胃の中身が逆流──食べていないために苦い液体だけが出てきた。

　顔の肉がゆがむ／聴ちよう覚かくが麻ま痺ひする／小艇の座席が背中に／尻しりに食いこむ──二秒に満たない時間──まわりを見る余よ裕ゆうがもどった。

　三百六十度の視界──空だ。




　　　　５




　反射的にサカモトの腕うでをにぎりしめた。雲の粒りゆう子しが目の前にあった。

　ふいに変異種と小艇をむすぶ索さくがゆるんだ。カエデの頭とう髪はつが逆立つ──皆みなの服がはためく／加速度的に激しさを増す──小艇が落下している。

「落ちてる！」

　水平線が上じよう昇しようしていく。雲に触ふれる高さ──海面は鉄の硬かたさ。思わず目を閉じて祈いのった。

　落下の衝しよう撃げきが来た。思っていたほどではなかった──小艇は無事だ。変異種の手足はつながっている。内臓はぶちまけられていない。変異種＝舞ぶ踏とう家かのような優ゆう雅がさで着水。

　小艇──母船よりもはるかに速い。海の上をすべるようにして進む。吹ふきつけてくる風の激しさで呼吸困難になる。遠くに見える街の光──二秒で後方へと流れる。

「速い！」カエデ──気持ちよさそうに。

「いい加減にはなせ」サカモト──むっつりとおれに。

「悪い」彼の腕をはなした。はじめて気づいた──あまりにも細く／体温を感じさせない。

「もう少し西。そう……」

　水先案内人の言葉──サカモトが針路に微び調ちよう整せいを加える。

「どれぐらいかかる？」サカモトに。

「二時間程度で陸に出て、あとは三十分足らずだ。日の出を過ぎたころには追いつく」

「陸に出てからは、なにかに乗りかえるのか？」

「こいつでそのまま行ける。乗り心地ごこちは悪いが、陸でもそれなりの速度なら出せる」

　顔を上に向けた。変異種の腹をながめた。手足＝常に動いているわけではなく、数秒ごとに勢いをつけて水面を蹴けっている。水上ではこれ以上ないほどに効率的だ──だが陸上で同じことはできない。すべらずに跳とび続ける？──確かにそれが可能な筋肉をしている。巨きよ人じんと戦わせたとしたら──賭かけ率りつは七対三程度か。

　肩かたを叩たたかれた。

「馬ば鹿かなこと考えてないで、少し眠ねむっときな。寝ねてないんだから」

　まじまじと見返す──カエデ──言うだけ言ってうしろの壁かべにもたれた。

「あ……ありがとう」ぎくしゃくと頭を下げた。

「彼女の言うとおりだ」サカモト──無ぶ愛あい想そうに。

　うなずき、感謝して膝ひざをかかえた。胎たい児じのような姿勢で横になる。

　たしかに寝ていない。休きゆう憩けいははさんだが、ほとんど丸一日、ぶっとおしで資料と格かく闘とうを演じた──不安と戦い、狂くるおしい気持ちを押おさえこんだ。

　高こう揚ようした気分／簡単には冷れい却きやくされない──ヒオリのことが脳の中をめぐり続ける。あと数時間の距きよ離りに迫せまった。いまごろなにをしているのか。なにをされているのか。血液の用よう途と──わからない──考え続ける。

　彼女のことを考え続ける。

　二時間近く眠った。

　揺ゆれと変異種の関節が立てる音だけは意識していた──仕様書や設計図の幻げん影えいがおれを悩なやませ続けた──サカモトに叩たたかれ／起こされるまでの体感時間＝五分にも満たない。

　空気の持つにおいの変化──確かに感じられた。
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　目を開き／痛む筋肉をほぐし／顔を上げたときの視界──地平線の先に変化。世界があわい曙しよ光こうで白く色づきはじめている。

「そろそろだ」サカモト──前をにらんだままで。

「陸に上がるよ」

「おれだけ寝てたのか？」

「あたしもいま起きたところ」

　ごつごつとした砂と岩の景色──右から接近してくる。岩の奥おくに見える黒い塊かたまり──恐おそらくは密林──陽ひが昇のぼったあとは明るい緑色に輝かがやく。

「つかまれ」

　変異種が跳とんだ。一いつ瞬しゆんにして岩場や森が視界から消えた──広々とした大地が足の下から迫せまる。暗いのでよくわからない──だが所々に背の低い木々は見えた。

　着地と同時に激しい衝しよう撃げきが来た。もっとも小しよう艇ていは変異種の腹からぶらさがっているだけだ──ほとんどの衝撃は彼が吸収してくれる。今回は覚かく悟ごもできていた。

「行ける」

　変異種が走る──はげしく／荒あら々あらしく。海ではかまえるだけだった前まえ脚あしも使っている。六本脚を恐ろしい勢いで動かし／小きざみな跳ちよう躍やくをくり返している。

　思わずふり返った。後方へと流れる地面──蹴けられた跡あとが二メートル近くえぐれている。上下の揺ゆれ幅はば＝一メートルを超こえる。口を開くと舌をかみかける。頭が上下する／脳のう震しん盪とうを起こしそうだ──サカモトの言葉──『乗り心地ごこちが悪い』。

「そんなもんじゃないだろ……」心の中で毒づく。

「あいつら、一度針路を変えたの！」カエデ──激しい揺れに顔をしかめながら。「少し遅おくれたけど、作戦の変へん更こうはない！」

　この上なく乱暴な基本方針＝臨機応変。この上なく乱暴な作戦＝まずえら男以外の三人が相手の移動手段に乗りこむ。そして一人ずつ分かれてヒオリをさがす。残ったえら男はへたな操そう縦じゆうで──とカエデは言った──併へい走そうする。ヒオリを見つけた者は用意してあった拳こぶし大だいの筒つつを開あけて中の虫に悲鳴を上げさせる。それを聞いた二人はすみやかに撤てつ収しゆう、ヒオリを見つけた者ともども小艇にもどる──ただそれだけの作戦。

「もうすぐ見えるって！」カエデがえら男の言葉を伝える。

　目をすがめた。筒を手の中でもてあそび、前方に広がる景色をにらみつけた。

　太陽が姿を見せはじめた。変異種の持つキチン質の外がい殻かくが曙しよ光こうにギラギラと輝かがやく。ときどき光がさえぎられる──長さ五メートルの触しよつ覚かくがたえ間なく動く。

　川をわたり／山を越こえ／都市の残ざん骸がいを盛せい大だいに砕くだいた。ふたたび岩だらけの平原へ。同時に前方──一目でそれとわかる砂すな煙けむり。

「あれです」水先案内人の声。

「気づかれてない！」カエデ──身を乗りだして。

「まうしろから接近する！」サカモトがどなる。

　朝日は右側／やや後方から昇のぼっている。うまくやれば太陽を背負いながら攻こう撃げきできる──だが光の射さす中で襲しゆう撃げき＝それ自体が非常識きわまりない。

　砂煙──視界の中で大きくなってきた。相手の移動手段がはっきりとしてくる。距きよ離りのせいか思っていたよりも小さく見える──いや、細長いだけか。

「あれって──」

　正体に気づいた──思わず声を上げた。

「列車じゃないか！」

　ただの列車ではない。まちがいなくスケープの列車──おれとヒオリが乗ったものだ。貨車を天てん蓋がいつきのものに換かん装そうしている。だが改造をほどこした車輪は見まがいようがない。

　まうしろから接近する、というサカモトの判断＝この上なく適切だった。直進する列車──後方からの接近＝もっとも察さつ知ちされにくいはずだ。

「たぶん前の客車だ！」変異種が地面をえぐる音、接近しつつある列車の音──それに負けない大声で。「ぎりぎりまでうしろから近づいて、それから横づけしてくれ！」

　水先案内人が前の席へ。おれとサカモトの間──窮きゆう屈くつそうに身を縮めながら操縦を引きつぐ。おれの顔を見てうなずいた──まかせてくれ、という自信。

「ならぶよ！」カエデが窓まど枠わくに足をかける。

　小しよう艇ていが横へ。ぐんぐんと後部の客車を追い抜ぬいていく──連結部にいた男が驚おどろき／立ちつくし／おれたちを見つめる。ヒオリの姿──外から見える場所──いるわけがない。

「気持ちを切りかえろ……」

　いまは乗り移るのが先だ。

　前の客車／四輌りよう──恐おそらくどれかの中に彼女。

「気をつけて！」カエデ／切せつ迫ぱくした声。

「なんだ!?」

　後方から槍やりのようなものが飛んできた。とぎれずに次々と来る──上で変異種が絶ぜつ叫きようを上げる。命中したらしい。腹が痙けい攣れんし／小しよう艇ていがはげしく震ふるえた──突つきあげられ／柱に肩かたから打ちつけられた。顔の真横を槍がかすめた──思わずふり向いてしまう。

「かまうな！」サカモトに引きもどされる。

「列車の連中だろ!?　つまんない武器積んで！」カエデが拳こぶしをにぎりしめる。

　体勢をくずしかけた変異種──よろめきながらも列車から離はなれない。「へた」と評された水先案内人の操縦＝神わざに近い。苦痛にもがく変異種──さらに列車へと近づく。

「脚あしが邪じや魔まだ。これじゃ飛び移れない！」

　小艇と客車との間──変異種の脚──激しく上下運動をくり返している。

「こいつごと列車に乗れないのか!?」

「できるわけないだろっ。列車がつぶれる！」カエデ──いつでも飛びだせる状態。

「見てろ」

　突とつ然ぜんサカモトが跳とんだ。長さ二〇メートルの脚がふりそそぐ──うまく間を抜ぬけた／一いつ瞬しゆんで側面へ。腕うでを広げて客車の天てん蓋がいと底面をしっかりとつかみ、車しや輌りよう自体を抱だきかかえるようにしてとりつく。窓の向こうにいた相手＝理解できない様子でまじまじと見ている。

「なにが『見てろ』だ。できるわけないだろ!?」

「ごちゃごちゃとうるさい！」

　小艇がさらに速度を上げていく。サカモトが後方へ──一瞬おれたちにうなずきかけたように見えた──別の車輌が真横へ。

「これを使って！」カエデが先に鉤かぎのついた索さくを出した。「連結部に引っかけんの！」

　受けとった。彼女＝見てろ、という仕草──同じ索を投げる──引っぱり、引っかかったことを確かめる。

「先に行くよ！」

　カエデが跳んだ。

「噓うそだろ!?　どいつもこいつも……」

　カエデ──客車の側面に激げき突とつ──引きずられるようにして索をたぐり寄せた。

　連結部にたどりついたカエデ──あらわれた〈強化人間〉に先制の一いち撃げきを加えている。相手の思考が読める彼女＝まったく攻こう撃げきを受けない。着実に相手の関節を蹴けり／間をすり抜け／扉とびらへと近づく。

「まだましだよな」索を見下ろし／にぎりしめた。

　変異種がさらに前へ──鉤かぎを肩の高さにかまえる／深呼吸──「あの列車なら一度乗ってるし、少しは勝手もわかってる」

「だからえらばれたんでしょう？」

　えっ、と思った──すでに鉤かぎを投げていた。

　索さくがぴんと張った／腕を引かれた／宙に投げだされた──列車が速度を上げたようだ──彼の顔が／小しよう艇ていが／変異種が遠ざかった。




　　　　７




　列車の側面に肩かたから突つっこんだ／はじかれてぐるぐるとまわる──なぜか急激に引かれた／骨が折れる勢いでもう一度外がい壁へきへ。視界の中でさまざまな色が／形がまざり合った──身体からだの下に鉄の感かん触しよく──重力に引かれる。

　まわりを見た。列車の屋根まで流されたらしい。両側をあわい緑が流れ続ける──

　必死で索をにぎりしめた。索はさらに左方向へと弧こを描えがいた──おれの身体を引きずり、ぶるぶると震ふるえる。

「下に落ちたら……」

　予想できる結果＝地面を引きずられる／車輪にからまってひき肉になる。

「冗じよう談だんじゃないぞ」

　迷っていると死ぬ／賭かけろ／索をはなした──屋根に張りつこうと手を／足を広げた。

　うまくいかない／突とつ起き物ぶつに触ふれない／鳥のように身体をばたつかせる──空気の圧力に押おされた／後方に転がった／身体が宙に浮ういた。

　長い一秒──また客車の屋根に──激げき突とつした／縦横に転がった／無我夢中で手足をふりまわした。また身体が浮いた──こんどは落下の衝しよう撃げきが来ない。

「落ちた!?」

　肩が硬かたい平面に激突した。骨と口の両方で悲鳴。直後──反対側の腰こしに同じ衝撃。

　転がり／ぶつかり／とうとう身体が固定された──「死んだほうが楽だ」

　背中に突起物があたっている。顔の横に長いくぼみのある平面が伸のびている。おれ＝壁かべに激突し、床ゆかに背中をつけるような状態になっているらしい。

　身体を起こして痛む頭を押さえた。周囲＝車輪と土台だけの台車──氷を運うん搬ぱんしていたときの長物車。

「いまの位置……」

　併へい走そうしているときに見えたはずだ──列車の構成──客車が四輛りよう、土台だけの台車、そのあとは天てん蓋がいつきの貨物車が延々と連なっていた。正面＝四輛目の客車。おれがもたれている壁＝貨物車の頭か。

「助かった」

　土台だけの車しや輛りように落下した──貨物車の前面で勢いを殺せた。これがなければ最後尾まで転がっていた──あるいはとちゅうで落ちて死んでいたところだ。

　冷や汗あせをぬぐった。全身の痛みにひきつりながら身体からだを支えた──慎しん重ちように立ちあがった。鎮ちん痛つう用ようのスパイク＝残量ゼロ。おれにはなにも残されていない──腰の箱も軽くなった。

　前に踏ふみだした──すぐに倒たおれて手を下についた。痛みが／揺ゆれがひどい──立って歩くことができない。這はいつくばって前の客車をめざした。腹の下／金属の凹おう凸とつ──痛みと冷たさがおれを突つきさす。サカモトやカエデは中に入れたのだろうか。

　扉とびらまでたどりついた。すがりつくようにして把とつ手てに手をかけた──体重で下にまわし／引っぱった。喧けん噪そうと熱気がどっとあふれだした──襲しゆう撃げき者しやにあわてているやつら。

「待ってろ……」

　ヒオリの幻げん影えいが閃せん光こうとなってはじける──まぶたの裏──まばたきのたびに。

　中に転がりこんだ。見おぼえのある構造＝右側に細い通路／左側に個室のならび──木目の壁／絨じゆう毯たんの床。ヒオリ＝この中にいるのかもしれない──壁一枚をへだてただけの場所に。

　顔を上げた。通路の先からだれかが近づいてきた──

「ちくしょう」吐はきすてた。

　いまの状態では抵てい抗こうできない──痛みで腕うでを上げることすらむずかしい。

　膝ひざ立だちで歩いた。隣となりの個室／木製の扉──鍵かぎがかかっていた。無む駄だと知りながら外へ──背中で扉を閉めた。

　見まわす／かくれられそうな場所──あるわけがない。

　扉の脇わきに梯子はしご──気力で屋根の上へ逃のがれる？──登りきる前に見つかるだろう。土台の下側にしがみつけるか？──いまの状態では落ちてひき殺されるのがおちだ。

　考えがまとまらない。時間が／体力がない。扉が開いた／なすすべもなく立ちつくした──出てきた男がおれを見下ろした。しっかりと目が合った。

　互たがいの名前を同時にさけんだ。
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　うたがった──自分の目と耳と覚かく醒せい状態。それに偶ぐう然ぜんの確率や運命そのものについて──だが現実は変わらなかった。目の前の男＝元相棒。βベータ施し設せつで離はなればなれになった男──東雲。

「なんで東雲がいるんだ!?」

　この列車には裏切り者たちが乗っているはずだ──ヒオリがつかまっているはずだ。

「やっぱりおまえもあいつらと──」

「たぶん、おまえが思ってるのとはちがうな」ぴしゃりとさえぎられた。彼の驚おどろきは一いつ瞬しゆんでなりをひそめた──冷れい徹てつすぎる科学者。襲しゆう撃げきの最中にあって服の乱れすらない。「おまえのほうこそ、いつ乗りこんだ？」

「そんなのはあとだ。それよりちゃんと説明しろ」

　つめ寄った／つめ寄ろうと彼の服に手を伸のばした──痛みにうめいて身を折った。

「ひどいざまだ」

「……よけいなお世話だ。ここでなにをしてる？」

「先に休ませよう。薬もくれてやる……ないんだろ？」

〈学会員〉たちの騒さわぐ声が／なにかの割れる音が／〈強化人間〉の動く気味悪い音が聞こえている──サカモトとカエデが混乱をひき起こしている。

「どのみちここじゃ話せんさ」

「そうだけど……そうだな……」

　東雲しののめはおれに肩かたを貸して立ちあがらせた。客車に入り、二つ目の扉とびらを開あけた──中＝無人。少しの荷物と古びた家具がいくつか。既き視し感かん／数日前──おれが寝ね起おきした部屋。

「なんて偶然だ……」

「どうした？」

「なんでもない」

　ふと思った──スケープはヒオリがとらわれていることを知っているのか。

　寝しん台だいにあお向けの状態で横たわった。全身の力を抜ぬいた──東雲が手ばやく鎮ちん痛つう用ようのスパイクを打ちこんでくれる。

「ひどいな。骨折してる」東雲しののめ──二本目のスパイク。

「知ってるよ。それより説明だ……なんでここにいるのか、なにが起こっているのか」

　ヒオリがどこにいるのか。

「知ってるはずだ。早く話せ」

「たいして複雑じゃない」丸まる椅い子すを引き寄せて座すわった。「いま話したほうがいいか？」

「そう言ってるだろ!?　こんな場所で東雲と──ウィルムット研究室の東雲と出くわしたんだぞ。なんで落ちついていられる!?」

「そうだな」

　彼はため息をついた──おれの腿ももにスパイクを打ちこみ、四、五本をおれの箱に入れた。

「おまえが陸上船に乗ったとき、俺は乗りそこねた」

「そうだろうよ」瞳ひとみの奥おくをのぞきこむ──ひとつの噓うそも見のがすな。

「施し設せつを調べたんだが、残った〈学会員〉たちはなにも知らなかった。それで、とりあえず別の施設へ行こうとしたんだ」

「ほかの施設でもＭＳがうばわれてるってこと、東雲にはわかってたはずだ。なんで話してくれなかった？──おれはずっと外だったけど、東雲は、少なくとも直接命令が来る場所にいたんだ」

　東雲しののめがおれの傷に膚ふ板ばんを貼はりつける──痛みがじわじわとひいていく。

「俺おれも外で召しよう集しゆうを受けた。スレイザ市にずっといて、ついでにおまえも拾っていけ、と言われたんだ。通り道だろ？」

「そうだけど」

　東雲は立ちあがって窓まど際ぎわへ寄った。窓の向こう側＝騒そう々ぞうしさがふくらむ──爆ばく発はつ音おん──列車がビリビリと震ふるえた。サカモトたちが戦っている／こうしてはいられない──

　東雲が首をめぐらせる──窓からおれへ。

「そしたら森の中でまた陸上船と出くわした。一隻せきだけが停とまってたんだ。〈強化人間〉が何人か出てた」

〈巨きよ人じん機関〉暴走による緊きん急きゆう停てい止し──あるいはヒオリの捜そう索さく。その両方。

「俺はその〈強化人間〉につかまって船に連れていかれた。そしたら妙みようなやつと会った」

「オノフだろ？」

「そうだ。おまえとも会ったと聞かされた。どうも勘かんちがいがあったらしいが」

「それでどうした？」

「仲間になれと言われた」

「なったのか？」驚おどろいて見た──東雲は肩かたをすくめた。
















「ほうり出されるよりはいい。先に言っておくが、俺は連中の計画に賛同したわけじゃない。正直言って疑問視はしてる──だが見ておいてもいい、とは思った」

「見ておいてもいい、だと!?」

　首を起こした／悲鳴を上げてぶっ倒たおれた──息をついた。

「……ここのやつらはＭＳや〈学会員〉をうばって、βベータ施し設せつを無茶苦茶にしたんだ。そんな連中のやることを、見ておいてもいいだと？」

「そこまでやるほどの計画だ、と俺は思った。どうせ俺一人の力ではどうにもならないのなら、その計画を残らず知っておきたい。──そう考えるのは当然だろう」

「当然なもんか」

　苦く思った──こういうやつだ。

「だが計画についてはそれなりにわかった。どう動こうか、俺も考えていたところだ」

　心を読むような目でおれを見ている──カエデ以上に。

「その計画を聞かせろよ。おれも調べはしたんだ」

　アルパ市の工場にあった資料。〈進化論者〉からの情報──

「規模を聞けば驚く。船に乗りこんだ〈学会員〉がいただろう？」

　うなずいた。列車が／寝しん台だいが不規則に揺ゆれる──窓まど枠わくがガタガタと音を立てる。

「あれはむりやり乗せられたんじゃなくて、みんな自分から乗ったんだ。残された連中はいまでも誘ゆう拐かいだった、と思ってるがな」信じられるか、というように眉まゆをつりあげた。「手引きがあったどころじゃない。数十人単位の〈学会員〉が計画に参加してるんだ。もう裏切り者がだれだ、なんて言ってられない」

　全身に悪お寒かん──「なんでそんな分ぶん裂れつが起きた？」

「複数のＭＳを使うんだ。それらがキズモノになる可能性だってある──意見が分かれるのは当然だろう」

「それで折り合いがつかなくて、結局一方が強行手段にうったえた……」

〈学会員〉のやることではない──だが否定できる要素はなかった。

「そうなるな」

「うすうす気づいてはいたんだ。市の工場がまるごと船団の仲間だって、わかって」

「計画は巨きよ人じんの制せい御ぎよ。単純なことだ」

「それもわかってた」

「おまえの立場は……訊きくまでもないか」

　だまって首を振ふった。わからないことはあと三つ……いや、二つか。

　東雲しののめが続ける。「陸上船でアルパ市の近くまで送られて、とりあえず工場の研究を手伝う、ということになった。そしたらとたんに襲しゆう撃げきだ」

「アルパ市の工場にいたのか？」

「あわててほかのやつらと逃にげだした。それでいまにいたってる」

「なんてこった」

　工場で出会えていたら──その場でヒオリを助けだせたかもしれない。

「おまえはどうなんだ？　それに、襲撃してるやつらだ。なにがどうなってる」

「いろいろあったんだ」曖あい昧まいな答え──簡潔にまとめるのは無理だ。「いまは、工場を襲撃した連中がまた来てる。おれは襲撃のときにたまたまいあわせて、それで、彼らに拾われたんだ。ここへはいっしょに来た」

「数が合わないな。もっといたはずだが」

「残りはカステロ市に向かってる」

　東雲──急に表情を固くした。「カステロ市に向かってるのか？　やつらが？」

「そう聞いた。あそこでも研究してるんだろ？」

「まあな」うつむいて考えこむ──立ちあがって扉とびらへ足を向けた。「報告してくる」

「なにを？」

「カステロ市の工場だ。研究結果を持って退たい避ひさせる。そうすりゃけが人は出ない」

　工場を空からにする──嘉か村むらたちの行動を無む駄だ足あしに終わらせる。

「知らせるのか？　〈進化論者〉が接近してるって」

「そうだ」

「だめだ。おれは彼らと取り引きしてここへ来たんだ……一方的な密告になる」

「アルパ市の工場を見たんだろ？」

　言葉につまった──炎ほのお／血液／ときはなたれた巨きよ人じん──

「そうだけど」

「大だい惨さん事じだ。あれをふせげるなら、やる価値はある。たとえおまえにとっての裏切り者と〈進化論者〉がやり合っているにしても、だ」

「彼らがまたあんなことを──」

「しない、なんて保証があるのか？」有う無むを言わせぬ口調──おれに人さし指を向けた。「ちょっとの間だ。待ってろ」

　扉が開いた／さけび交かわす声──閉じられた／喧けん騒そうが遠ざかった。

「よかったのか……」

　密告屋になった気分──嘉村＝研究結果の入手は不可能になった。強ごう奪だつを考えていた彼ら──本来は入手できなくて当然。だが結果的に裏切り者たちの肩かたを持つことになった。

「裏切り者、とも言えないわけか」

〈学会〉が分ぶん裂れつしている、という事実。

　東雲しののめ──数分も経たたずにもどってきた。寝しん台だいに近づく。

「どうだ？」

「だいぶよくなった」

　鎮ちん痛つう剤ざいが効いてきた。強ごう引いんな処置──動ければそれでいい。本来の目的をはたせ──

「ヒオリって娘こが中にいるはずだ」決然と言った──ゆっくりと上半身を起こした。「知的変異種で、黒っぽい髪かみをしてる」

「いるな。うしろの車しや輛りようだ」

「うしろかよ」

　舌うち──客室のどこか、という予想ははずれだった。

「その娘こを助けたい。そのために来たんだ」

「どういう女か知ってるのか？」

「わかるのか？」

　訊きき返した──東雲はヒオリがどういう娘こなのかを知っている？

「ああ、わかってる。おまえがあの娘こを連れて逃にげた、って話も聞いてるさ。助けたい理由もなんとなくはわかる」しかたないやつだ、と言いたげな態度。

「それこそよけいなお世話だ。一番の理由はあの娘こが計画の中心にいる──その可能性が高いと見てる、ってことだ。変に勘かんぐるのはやめろ」

「どうかな」おれの腕うでをつかんで引っぱり起こした。「歩きながら話そう。〈進化論者〉よりは先に会える」
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　部屋から出た──出るなり〈学会員〉がぶつかってきた。受けとめながら見る／通路の先──サカモトが壁かべに足を突つっぱり／天てん井じよう近くに張りついている──見上げる〈強化人間〉や〈学会員〉に斬きりつけている。

「護衛はなにをやっている」東雲しののめ──苦い表情。

　腕の長さが圧あつ倒とう的てきにちがう──サカモト自身はまったくの無傷。殺すことが目的ではないらしく、けん制し、じりじりと後退している。

　彼と目が合った。

「彼女の居場所がわかった。先にもどってろ！」身ぶりを加えて伝える。

　サカモトは無表情な目で見返し、わずかにうなずいてみせた。

　出口の扉とびらに目をもどした。東雲しののめ＝サカモトをじっと見ている──すぐにふり返った。先に立って扉を開いた──客車の外へ。

「妙みような知り合いだ」

「まあな」

　吹ふきつけてきた風に顔をしかめる。

「それで」列車の揺ゆれにふらつく／東雲の肩かたからずり落ちる──土台に手をつきながら。

「あの娘この身体からだ。どんな秘密があるんだ？」

「あっちこっちでうばわれたＭＳ」東雲はおれの腕をつかんだ──ぐい、と引き寄せる。「あれは単体で使うんじゃない。並列につなげるんだ」

「並列接続？」

　効果＝計算能力を高める──

「それは前に考えた。でも動力が足りないだろ？　熱だって半はん端ぱじゃないし、巨きよ人じんの制せい御ぎよなんてＭＳ一体でできるはずだ。資料を見たけど──」

「くわしくはまだ聞いてない。だがよけいな計算が多いってことは想像できる……とにかく、接続しなくちゃならない。オノフはそう言ってた」

「とにかく使えない。東雲だってわかってるはずだ」

「だから実現はあやしい、と言ったんだ」

「オノフもこの列車に？」

「いや。あいつは陸上船に残った」

　天てん蓋がいのある貨物車にたどりついた。元の扉は横についている──だが客車と同じ通路から入れるように改造してある。東雲が開けた。

　内部＝暗く、〈学会員〉たちが不安そうに動きまわっていた。客車に乗れなかった連中が集まってくる──客室の様子を訊きいてくる。

「ほかのやつに訊いてくれ」

　はねのけ／かき分けるようにして先を急ぐ──

「もう二輛りよう先だ」

　東雲が後部の扉とびらを開けた。また外に出た。

「接続されたＭＳの制御器官をウィルムット先生が造った──造ったと言われてる。俺はそれもあやしいと思ってるが、まあ、死ぬ前に造ってたのかもしれない」

「それだ。あの娘こは先生に会ったと言ってた。でも絶対に本人じゃないんだ」

　年ねん齢れい＝『きみと同じぐらいに見えた』。

「その話は初耳だな。だがオノフやアーヴィングが加わってることからもわかるが、計画の大おお元もとはあの人の制御器官だ。だれかが便べん宜ぎ的てきに名乗ってる、ということはありうる」

「便宜的にね」

　オノフ？　アーヴィング？──アーヴィングは年齢も体格も合わない。

「先生が〈作品〉を残してたっていうの、ちょっと想像がつかないな」

　次の車しや輛りようへ。最初にどなり合う声が聞こえた。両側の壁かべを埋うめつくす箱の山──中身＝恐おそらくは研究結果。嘉か村むらたちが持ちだした資料＝あれでも一部だった。

　箱の向こう＝声の主たち──〈学会員〉とも〈強化人間〉とも異なる男たち。側面の扉を開き、台座にすえられた弓を撃うちだしている──えら男のあやつる変異種をねらっている。乗り移るときに後方から飛んできた槍やり状の武器だ。見おぼえのある顔──スケープの部下？

「寄ってくれ。彼らのほう」

　肩かたを貸す東雲しののめにたのんだ──連中のすぐ横で止まらせた。

「だれの指示だ!?」大声で訊きいた。

　スケープの部下＝一いつ瞬しゆんわけがわからない、という顔──すぐに理解。「あんたか」

　仲間に次の槍やりをわたす／隣となりで槍の山がくずれる／彼らの汗あせがとび散る。

「指示を出すのはスケープの旦だん那なだよ。きまってるだろ……いまは前だ。先頭の車輛」

「これも仕事か」

「それもあるけどよ」

　ひどい横よこ揺ゆれが来た。変異種が反はん撃げきを試こころみた？

「自分たちの列車だ。守んなきゃなんねえ！」

　変異種の悲鳴──「あたった！」男たちの歓かん声せい。

「ヒオリがいるはずだ」

「なんだって？」スケープの部下──めいわくそうな態度。

「いや、いい……また会おう」

　彼は軽く手を振ふった。恐おそらくスケープは知らないでヒオリを乗せた──

「いいのか？」東雲しののめ──騒さわがしい連中を顎あごで示した。

「ああ」

「コネが増ふえたな」

「茶化すのはやめろ。話……先生の制せい御ぎよ器官だろ？」

「そうだ」

　台座から／スケープの部下たちから離はなれる。

「そう……このあたりはあの人らしいと思うが、その器官は寄生虫だらけだった」

　彼はおれの腕うでを引いた──おれをかつぎなおした。

「連中は寄生虫の除去に全力をつくしたが、何匹びきか残ったんだろうな。そのままその器官を使ったら問題が出た、ということだ」

「〈巨きよ人じん機関〉の暴走か」

　思わずほくそ笑えんだ──なんらかの問題が起きたのだ、とは思っていた。だがまさかあの先生の寄生虫が出てくるとは思わなかった。彼は本物の天才だったが、仕事が粗あらく、制作物にはどうしても無数の寄生虫がわいた──本人は気にも留めなかったが。

　研究室時代はその除去でずいぶんと苦労させられた。今回の担当者たちもさぞかし苦労したはずだ──しかも、完全に除去することはできなかった。

　車しや輛りようから出た。最後にもう一度ふり返った──屈くつ強きような男たち＝一心に迎げい撃げきを続けている。だがあの程度で巨大な変異種は殺せない。

「この中だ」東雲しののめが目くばせ──正面の貨物車。

　心臓の鼓こ動どうが加速された。思考の一時停止──「早くやってくれ」

　東雲しののめが樹じゆ脂し錠じように溶よう液えきを落とした。待ちきれない──押おしのけて把とつ手てをにぎった／力の入らない腕でまわした──

「ヒオリ！」

　入った。箱がまばらに積まれている。彼女＝隅すみでうずくまっていた──顔を上げた。

「ブレイロック……」ぼう然とした表情──おずおずと床ゆかに手をつく。

　東雲から離れた。片足で跳とんで近づいた──手を差しのべて立たせた。重さに引かれる／苦痛に顔がゆがむ──ヒオリからは目を離さない。「大だい丈じよう夫ぶ？」

　彼女──おれと東雲の間で視線をさまよわせる──おれをしっかりと見すえた。

「ほんとに来たんだ。こんなところ……」

「君の仲間──昔の仲間に助けられた」

　つながった手がびくりと震ふるえ／反応した。「嘉か村むらが来てるの？」

「いや。サカモトと水先案内人──それにカエデって娘こが来てる」

　ヒオリ──息を吸いこみ、みずからをおちつかせるように吐はいた。

「あの娘こがよく動いたね」

「ほんとそう思うよ。よっぽど嫌きらわれてる」

　心こころ得え顔がお──二人してにやつく。

「ありがと」ヒオリ──遠えん慮りよがちに──両手をおれの肩かたに置いた。

　身体からだが熱くなった／呼吸が速くなった／来た甲か斐いがあった──顔には出さない。

　首を振ふった。「おれの勝手で来たんだ。めいわくをかけてるのは、おれの身内だから」

「まじめぶって」

「おれはまじめなんだよ」

　おちつかない／ヒオリはまだおれの肩から手を離はなさない──逆におれがふらついた。彼女が脇わきから手を出して支える。

「平気なの？　きみのほうこそ」

「なんともない」

　彼女から視線をそらした。醜しゆう態たいをごまかす──ぐるりと車内を見まわす。

「でもなんで？　君なら逃にげだせたはずだ」

　鉄と木でできた貨物車──彼女にとっては紙同然の強度。

「巡じゆん航こう速そく度どの陸上船から跳とんだんだぞ。なんでじっとしてた？」

　一いつ瞬しゆんの間。逡しゆん巡じゆん？──彼女はなぜか東雲を見た──おれに視線をもどした。

「薬を打たれて──それで眠ねむってたの。でもいまは平気だから」

「そういうことをしたのか？」

　東雲をにらんだ──彼＝それがどうした、というように堂々と見かえしてくる。

「前の船でも同じだった。そのはずだ」

「どんな薬だ？」

「一時的におとなしくさせる程度だ。大たい切せつな実験体だからな……危険な薬は使わんさ」

「そうかよ」

　自力で立った。こんどはおれが彼女の肩に手をのせた──体温を／鼓こ動どうを強く感じる──熱い血液の流れ。

「逃がしてやる。もうそんなことはさせない」

「〈学会〉のために？」

「そうだ。事情は少し変わったけどね」

〈学会〉が分ぶん裂れつしている。

「でもやるべきことは変わらない。そういうことだ」

「わかりやすいやつ」ヒオリ──おもしろがるように。

　皆みなに見み透すかされているおれ──「前は変なやつって言われたよ」

「口をはさんで悪いが、考えが足りないな」東雲しののめがため息をついた。「〈学会〉──おまえの言い方なら裏切り者たちだが、連中はその娘こを逃がしたりしない。おまえだってわかってるはずだ」

　ぐっと息をのんだ。苦にが々にがしく思う──だが現実ではある。

「続きを話せよ。さっきの」

　ヒオリの身体からだをそっと離した──掌てのひらに残る感かん触しよく──そっとにぎりしめる。

「彼女は制御器官の代わりだ。寄生虫は除去できない、だから複製を造ったが、やはり真ま似ねできない部分は少なからずあった」東雲が淡たん々たんと話す。

　ヒオリはじっと彼のほうを見ている。

「だが同じ機能をはたす知的変異種が偶ぐう然ぜん見つかった、というわけだ」

「器官なのか？」

　嘉か村むらの／ヒオリ自身の言葉──特別な血液。

「血じゃなくて？」

　東雲の眉まゆがぴくりと動いた──「そんな話、どこで聞いた？」

　嘉村たち＝〈学会〉がヒオリを必要としている理由を知らなかった。見当ちがいのことを考えていた、ということか。

「いや……いいんだ」

　ヒオリ＝寄生虫におかされた制せい御ぎよ器官の代だい替たい品ひん──頭の中でなにかがうごめいた。「それってさ──」

　バン、という音。だれかが貨車の扉とびらを開けた／唐とう突とつに──おれたちが入ってきた方向──小こ柄がらな人ひと影かげが戸口からのぞいた。突とつ風ぷうが轟ごうと吹ふきこむ──突風のような少女。

「ブレイロック。ごくろうさまって言いたいけど──あたしから逃にげたいって!?」

　かん高い声／血まみれの身体。

　カエデ──一いつ瞬しゆんでおれの考えを読んだ。
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「うるさいのが来た……」ヒオリが渋じゆう面めんを作った。

「あんたなんかいないほうがいい。でも嘉か村むらがそうしろって言うんなら、連れて帰るのが仕事なんだ！」

　ヒオリを連れて彼女らの所へもどる──本来の計画ではある──だが非現実的な考え。頭の中のなにかがやめろと言っている。

　すばやく前へ。「待てよ」

「気が変わったんだね」カエデ／声の響ひびき──わずかな失望がうかがえる。

「そういうのじゃない」

　迷い──おれ自身の迷い。把は握あくしきれないおれ自身の思考──その集合。

「ちょっと待ってくれ。考えさせてほしいんだ」

「なんのこと……」カエデがまごつく──おれの迷いをのぞいた。

「彼女をとり返すのは誇ほこりを守るためだ、って聞いた。だったら〈学会〉が彼女を失えば、体面はたもてるんだ」

「理り屈くつで固めるなっ。これだから〈学会員〉は──」

「だれだ？」東雲しののめが割りこむ──あとにしろ──おれ＝カエデをじっと見すえる。

「助けたあとは好きにさせる。そう言ったはずだ」

「嘉か村むらは連れて帰れって言ったんだ」

「なんでそんなにこだわる？　同じ特性の仲間はいるんだろ？」

「いないのよ、そんなの。なんて言われたか知らないけど」ヒオリ──かみしめるように。

「そうなのか……」

　ヒオリ奪だつ還かん＝だから主要構成員であるサカモトやカエデたちが参加した？

　だとしたら──当然の帰結──嘉村はヒオリを解放するつもりなどなかった。

　貴重であるがゆえに。

　ヒオリに目を向けた──念のためにたずねる。「そうだとして、もどるのか？」

「冗じよう談だんはやめて」

　彼らは彼女の血をほしがっているだけだ。もどればまた自由がうばわれてしまう。

「あたしだって連れもどしたいもんか！　あんたはいつも勝手で！」

「あんなのと一いつ緒しよに帰るなんて──」ヒオリがうめくように言う。

　うなずいた。彼女を背後にかばった──カエデとまっすぐに目を合わせる。

「そういうことだよ。おまえらは噓うそをついた……計画とは無関係だとしても」

「あんたの意見なんて聞いてない！」

　カエデが中に入った──足を引きずりながら近づいてくる。

「そう言うと思った」

　考えをまとめろ／カエデともどるわけにはいかない──なにかできる──さっきの会話でひらめいたはずだ。

　おれはヒオリの手を引いた──車しや輛りようの反対側へ。

「東雲しののめ。逃にげるぞ」

「たかが子供一人だろう」釈しやく然ぜんとしない表情。

「その子供がたった一人で〈強化人間〉の相手をして、ここまでたどりついているんだ」

　東雲──少し考えた様子だ。

「心を読むんだよ、あいつは」

「〈進化論者〉……そんなのもいるのか」わずかな驚おどろきのまなざしで見つめる。

「まかせて」

　ヒオリが静かに前へ出た。把とつ手てを蹴けった。横へと力を加えた──樹じゆ脂し錠じようはあっさりとねじれた。

「開あけるよ」

「それだけできるんだろ。なんで逃げなかった？」

　連結部から風が吹ふきこむ。ヒオリが光に目を細める──恐おそらく数十時間ぶりに目にした光。太陽。車しや輌りようにはさまれたせまい視界＝乗りつけた変異種は見えない。

「降りても無む駄だだ、と言ったはずだが」東雲──うしろから／冷たく。

「〈進化論者〉がそこまで来てる。逃げるしかないだろ!?」

「どうするの？」ヒオリ──金具に手をかけて訊きいた。

「降りる方法か」下を見た。地面が恐ろしい速さで流れていく──「強ごう引いんに制動機をかける、ってのは？」

「追いかけてくれ、おれたちはここだ、と宣伝するようなもんだ。すぐにつかまる」

「だよな」

「とりあえず閉めるから」ヒオリが扉とびらのふちをつかんだ──あわててふり返った。「あの娘こがいない！　わたしが閉めるつもりだって読んで……」

「とりあえずうしろだ。追っ手から離はなれよう」言った直後──気配を感じた。

　高音の声。「うしろの車しや輛りようだ。早く！」カエデ／上から──天てん蓋がいに登ったのか。また読まれた／サカモトたちを呼んだ？

　ヒオリが連結部を越こえる／把手をつかむ／足を外がい壁へきに押おしつける──「開かない！」

「樹脂錠が多くついてる。どけ」

　東雲しののめが前に出た──扉に酵こう素そをぶちまけた。

「これで入れる」

「ありがと」ヒオリ──東雲を見送る。

　内部＝薬品の山。いまにもくずれそうだ──東雲が先頭に立って進む。

　なにかが頭の中でうごめく。

「さっきの続きだけど……彼女は制せい御ぎよ器官の代わりってことだろ。それ以外に〈学会〉が興味を持つような特性は持たない。そうだな？」

「こんなときになに言ってんの。しかも人のことを勝手に……」

「一応はそう聞いてる」

「なら制御器官が使えるようになれば追われない、ってことか」

　なにか。なにか漠ばく然ぜんとした考えが形を持ちはじめた──

「使えるようにできる。そう思ってるようだが」東雲──目だけをおれに向けて。

「可能ではあるだろ」

「除去するつもりか？」

「だとしたらどうなんだ？」

「十人がかりでだめだった代しろ物ものだ。言っちゃ悪いが──」

「言っちゃ悪いけど、おれは先生の寄生虫ならなれてる。自じ慢まんにはならないさ──でもおればかりやらされてた、というのは事実だ。東雲やオノフたちが実のある研究をしてる間に、できそこないのおれはそんなことばかりやってた。あの人の癖くせならわかってる」

「除去できるか」

「待って」ヒオリがふり向く／おれの胸むなぐらをつかむ──「なに言ってるかわかってるの？　きみがずっとわたしに言ってきたこと、ぜんぶ噓うそってことになるんでしょ!?」

　はっきりとしたなにか──ヒオリは制御器官の代わりなのだ。寄生虫を除去し／本来の制御器官を使用可能にし／ヒオリが追われる理由そのものを消し去る、という考え──〈学会〉の計画にこれ以上ない形で協力する、という矛盾。

「計画を邪じや魔まするって言ったのに。正しいことがどうでもいいって──」

　外に出た。太陽の位置が少しずつ高くなっている。気温が上がっている。

　列車が跳はねた／落ちそうになった／乱暴につかまれた──ヒオリに。状じよう況きよう＝連結部からはなにもわからない。

「彼女の言うとおりだ。連中としては本来の器官が使える──実験もすんでいない代だい替たい品ひんよりもよほど確実になる。計画は完成するだろうし、感謝はされるさ。だがおまえの理念には反する」

「その計画だけど──」

　妙みようなことに気づいた。前の車しや輛りよう／左下方／側面に近い部分──一箇か所しよだけ変色している。

「なんだ？」

　注意して見た。変色ではない──外がい壁へきが溶とけだしている。縦三〇センチ／横一〇センチ程度の広さ──鉄の外装が溶ける？

「東雲しののめ。この車輛はなにを入れてる？」

「捕ほ虜りよが一人と、値の張る薬物のたぐいが何箱か。どうした？」

「あれは元から？」

　外装の溶けた部分。

「煙けむり、出てるけど」ヒオリが指さす──おれの服の裾すそを指先でつかんだ。

「見れば早いだろう」

「問題ないのか？」

　東雲が扉とびらを開けた。彼とならんで一歩踏ふみだした──異い臭しゆうで意識を失いかけた。

　嗚お咽えつを押おさえ／顔をそむける──「薬品がもれてる」

「ちがうみたいだ」

「じゃあなんのにおい？」ヒオリ──服の袖そでを引っぱり／口もとを押さえる。

　じんじんする目──むりやり見ひらく──暗い内部を凝ぎよう視しした。目が少しずつなれる／輪りん郭かくがはっきりとしてくる──奇き妙みような凹おう凸とつと質感。

「またあんたか！」

　赤毛の〈強化人間〉。身体からだ中じゆうを施せ錠じよう用ようの透とう明めいな樹じゆ脂しで固められ／鎖くさりで巻かれ／変異種用の檻おりにとじこめられている。口の部分＝呼吸用の筒つつが差しこまれている──その筒を下に向けて先から色のない液体をしたたらせている。液体が落ちた部分＝樹脂が溶よう解かいしている／溶解した樹脂がさらに外装を溶とかす──異臭と煙の発生源。

『また会ったな』筒が上下に動く──奥おくからくぐもった声。『貸し一だ。出してくれ』

「なにがあった？」

『こいつから出るのが先だ』

「知ってるのか？」東雲が眉まゆをひそめる。

「ああ。知ってる」

　まじまじと見た。迷った／赤毛に裏切られたことはない──

「出せるか？」東雲しののめに。

「捕ほ虜りよだぞ」

「工場で助けられた。捕虜ったって裏切者の捕虜だろ。おれには関係ない」

「出して平気なの、こんな」ヒオリ──露ろ骨こつなうたがいのまなざし。〈進化論者〉＝自分たちの肉体を進化の賜たま物ものだと主張している──人的な強化移植を否定している。

「心配ない」

「必要なのか？」

「命を救われたんだ」

　東雲──ため息をついた。腰こしの箱から瓶びんをとりだす。ふたをあけて酵こう素そを男の腕うでに落とした──音もなく樹脂が溶ける／手首から先が自由に──

「溶液が足りてない」

「足りてるさ」

　赤毛の手首がぐるぐるとまわった。指が開かれた。硬こう化かした樹脂に亀き裂れつが入った／亀裂が腕を登った／全身に広がる──粉ふん砕さいされた樹脂材が床ゆかにばらまかれた。

「ありがてえ」

　身体が自然ななめらかさで不自然な向きに曲がった。鎖が床に落ちた。自由になった手が格こう子しをつかんだ──鉄の棒はあっさりとゆがんだ。

「化ばけ物」ヒオリ──心底驚おどろいた表情。

「見た顔だな」赤毛が首のこりをほぐす──東雲を見下ろす。頭が天てん井じようにつかえている。

「そこへ入れた側だからな」東雲──あっさりと。

「へえ？」おもしろがるように。

「なにをやったんだ？」檻おりをつま先でこづいた。

〈強化人間〉＝満足そうな笑えみ。「へまをやった……前に言ったろう。学会がつかまえた女ってのをさがしてたら──」

　一いつ瞬しゆん──ヒオリの表情がこわばる。

「かぎまわってるのを知られた。そしたら、それだけでこれだ」皮肉っぽく──東雲に。

「その女って、まださがしてるのか？」用心深くたずねた。

「まあな。知人かもしれねえ」

　ひらめく──〈学会〉で受けた講義内容──交こう渉しよう術じゆつ。

「さっきので貸し借りなしだろ。ってことは、おれがその娘この居場所を教えたら、こっちの貸し一ってことになるよな」

「ちょっと」ヒオリがおれにつめ寄る──見向きもしない／わざと。

　赤毛が目を輝かがやかせた。「知ってるのか？」

「じゃあ貸し一だ」ヒオリの腕うでをつかんだ──押おしやった。「さがしてるのはこの娘こだ」

「なに？」赤毛──信じられない、という表情──ヒオリの身体からだを上から下までながめまわし／彼女を指さし／おれの顔を見た。

「そうだよ」うなずいてみせる。

　彼はまた彼女に視線をもどした──まだ信じられない、というように首をふった。「これが？　噓うそだろ？」

「本当さ」

「あんたなんか知らないけど」ヒオリ／ぶぜんとした態度──容よう赦しやなく言いはなつ。

「なんてこった」

　言いたいことがうまく言葉にならない、というように胸の前で手を動かし／壁かべを拳こぶしで叩たたき／首を振ふった。

「わかったろ？　貸し一だ」

「知ってたな。知っててだましやがった」

「あんたとこの娘こが知り合いかどうか、なんて知らないさ。ただ〈学会〉がとらえてたのが彼女だ、ということは知ってた」

「よく言うぜ」

　独特の呼吸音／より速く──ヒオリがさりげなく身をもどす／赤毛から離はなれる。

　いまだ／言え。

「おれたちはいますぐこの列車から降りたい、と思ってる。それを手助けしてほしい」

　赤毛はため息をついた。なげやりに手を振ふる──それだけで風が来た。

「それで貸し借りなしだ」

「殺しときゃよかった」

　がっくりと肩かたを落とす──東雲しののめを押しのけて奥おくへ。たった一歩で二メートル進む。

「どうせ俺も降りるしかねえんだ。どこだって連れてってやるさ」

　おれはヒオリに笑いかけた。彼女は肩をすくめた。東雲は〈強化人間〉にふれられた場所を入念に手ではらった。

　赤毛がふり返りもせずに歩く。扉とびらを乱暴に開けた／樹じゆ脂し錠じようが派は手でな音を立てて断たれた。

「なんだおまえ？」

　正面にカエデ。
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　カエデのひきつる顔が見えた──虚きよをつかれた〈進化論者〉の少女。一歩ひいて身がまえる。手には刃は物もの──身長が自分の倍はある赤毛の〈強化人間〉をにらみつける。

「邪じや魔まする気!?」

「どうすりゃいい？」赤毛がふり返る──まったく意に介かいしていない。

「追いはらって。苦にが手てなの、あの娘こ」

「おれは嫌きらいじゃないけど」

　ヒオリがおれをにらみつける──勝手な女心か。

「列車から降りるってのは、あの娘こから逃にげるってのもふくんでるぞ」

「そうかい」赤毛が無む造ぞう作さに動く。

「お見とおしだ！」カエデが飛びすさる。

　赤毛の肩が開いた／燃えあがる粘ねん液えきの弾たまが飛んだ／反動で身体からだがそり返った──一いつ瞬しゆんにして車内の温度が太陽に近づく。

「なにを考えてる!?」東雲しののめが腕うでを交差させて顔をおおう。

　カエデがあざ笑う──戸口からあらわれる／赤毛の脇わきを抜ぬける／なにごともなかったように迫せまる──おれたちのほうへ──ヒオリが音もなく前へ。

　赤毛が後方へ跳ちよう躍やく──不自然すぎる動き／後頭部から迫る──カエデは薬箱をはじいた／山をくずした／その中にふせた。

　滞たい空くう中ちゆうの〈強化人間〉──腕が伸のびた／下へ──あきらかに見えていないはずの方向へ。

　知的変異種の少女はさらに転がって逃のがれた。〈強化人間〉の側面へまわる。

　赤毛は曲げた腕で床ゆかをなぐった／車しや輛りよう全体が揺ゆれた／彼は床の金属板をへこませて身体の向きを変えた。おれたちの横に立った──檻おりから出ても窮きゆう屈くつそうに見える。

「たいした速さでもねえのに」吐はきすてる。視線の先＝腕をさするカエデ──不敵に笑い／赤毛のとまどいを楽しんでいる。

「あの娘こは思考が読める！」おれ──赤毛に。

　彼＝舌うち。前へ出る。カエデをとらえようと腕を伸ばす──伸ばす前にまわりこまれる。だがカエデもそれ以上のことはできない。

「この化け物！」カエデが短たん剣けんで斬きりつける。赤毛＝かまわずに外がい殻かくではじく。

「おたがい様だぜ──反対側から出てろ」おれたちに／強く。

「……そうする」ごくりとつばを飲んだ。

「ガキの相手ってのもおもしれぇさ」

「いいの？」ヒオリ──ふり返り／ぐずつく。

「どっちの心配だ？」東雲しののめがほのめかす──カエデ／〈強化人間〉──ともに化け物。

「そう言われたら……」ヒオリ＝ためらいがちに。

「そういうことだよ」彼女の腕を引いた。

「巻きぞえはごめんだからな」東雲がおれたちを通す。

「仲のいいこと」ヒオリ──おれと東雲を評して。

　入ってきた扉とびら＝臭しゆう気きをまぎらすために開あけたままだ。枠わくをつかんだ。外を見た。一度通過した連結部──巨きよ大だいな鉄の爪つめが揺ゆれながらかみ合う──不安定な足場へと踏ふみだす。

「裏切り者の計画だけど！」

「まだ言ってんの!?」

「いくらでも言うさ……おれにはどうしても可能だと思えない。ＭＳを並へい列れつにつなげて動かせるとは思えないし、おれが仕様書を見たかぎりでは、そんなことをする必要はなかった。巨人の制せい御ぎよならＭＳ一体でできる！」

　連結部を越こえた。ヒオリに手を伸のばした──彼女──しっかりとつかんでおれのほうへ。

「だったらどうなの!?」ヒオリ──おれの腕うでの中で。

「見てみたいんだ。おれだって〈学会員〉のはしくれだし、一時はウィルムット研究室にも所属してた。先生の〈作品〉があるなら見てみたいし、その制御器官ってのがどういうものなのか、実際に見れば多少は理解できる！」

「寄ってくれ」東雲──車しや輛りよう間を跳とんだ。

　彼を受けとめる。遠ざける。代わりにヒオリの手首をつかんだ。

「本当に並列接続のためのものなのかってこと──それを確かめたい！」

「そんなこと言って、結局は除去するんでしょ!?」

「そうなるかもしれない。でも物事が見えなくなってるとか、そういうことじゃない！」

　噓だ。言いわけをならべ立てているだけだ──

「もう一人来たぞ！」東雲が向かいの屋根を指さす。

　反射的に見た──返り血で赤くなったサカモト。

「あいつも来てるって……」ヒオリ──しぼりだすような声で。

「言ったろ？」

「そうか。カエデだけじゃ先走るから……」

　サカモトがおれたちを見下ろしている。ふいに横を向いた／おれたちも見た──小しよう艇ていが併へい走そうしている／土を舞まいあげている／落ちてきた土が肌はだにあたる。

「はさまれたな。あいつなら車輛の上を移動できる」東雲がおれを見た。「どうする？」

　降りるしかない／やるべきことは決まっている。

「制せい御ぎよ器官ってのはどこにある？」

「なんでいまそんな!?」ヒオリ──サカモトから目が離はなせない。

　東雲が見かえす。「この列車が向かってる先だ。制御器官はカステロ市の工場に保管されている──施し設せつはＭＳがなくなってどこもバタついてるからな。ここしばらくはアルパ市とカステロ市が中心になってた」

「ここからカステロ市までは？」

「歩いても二、三時間ってところだ。ほとんどついてる」

　東雲の襟えり首くびをつかんだ。「計画を見てるつもりだ、って言ったよな。なら案内してもいいはずだ──成功する計画かそうでないのか。一番近くで見せてやれる」

「ちょっと待って。本当にそうだったらどうするの？　制御器官が使えるんなら!?」

　ヒオリがつめ寄ってくる──まだふり向くな。

「東雲、どうなんだ？」

「俺はかまわんさ。好きにさせるつもりでついてきた……おまえに、ここまで」

「上等だよ」

　ヒオリに向きなおった。

「もしそうなら」黒く／いとおしい瞳ひとみをまっすぐに見つめた。彼女もおれの目を見ている／まっすぐに──「寄生虫を除去してやる。そしたら連中もわかるはずだ。実際に使ってみて、並へい列れつ接続なんて無む駄だだってわかる」

「そんな保証がどこにあんの!?」

「巨きよ人じんの遠えん隔かく操作ぐらいで世界が変わるわけじゃない。たとえ変わるとしても、おれは君を助けたいんだ」

「ごちゃごちゃとうるせえ」身体からだの芯しんを震ふるわせる声──背後から。

　景色が流れた／床ゆかが眼前にあらわれた／隣となり＝東雲しののめとヒオリの顔──赤毛の〈強化人間〉に抱だきかかえられた？

　激しくもがいた──「なにする!?」

「まかせな」

「カエデは!?」ヒオリが訊きいた。

「並みの傭よう兵へいよりは骨があったぜ」

　連結部を蹴けった／猛もう進しんする列車から宙に跳とんだ──赤毛──足が背中まで折れ曲がった／つけ根が肩かたまでせりあがった／粘ねん液えきの糸を引きながらまっぷたつに分かれた。

「変形!?」

　視界の隅すみに映うつる──背中の外がい殻かくが上に動いた／腰こしのあたりがはがれた／割れた脚あしと外殻の下から半はん透とう明めいの羽根がすべり出て開いた。

「おろして！」ヒオリの怪かい力りき──発揮できない位置でつかまれている。

　揚よう力りよくが生まれた。耳元でヴン、という音──一気に地上が遠のく／列車が細長い棒へ。

「なんてやつだ」東雲しののめの口調──『檻おりから出すべきじゃなかった』。

「最悪……」ふれ合ったヒオリの肌はだ──嫌けん悪お感かんに震ふるえている。

「どうするつもりだ？」

「まあ見てろ」

　小しよう艇ていをぶらさげた変異種──跳はねた／近づいた／空気が轟ごうと鳴った──太さ五〇センチの腕うでがふり下ろされる──続けざまに二本。

「おせえ」

　飛行型の赤毛が急制動をかけた。たくみにかわして横へ流れる──あまりにも激しい動き──東雲がうめき声を上げる。

　一度落下した変異種がまた跳んだ。前脚につかまれかけた。横を過ぎるときに見えた──小艇の人ひと影かげが増えた／サカモトが乗りこんだらしい。

「無茶苦茶だ……」

「あの虫、落とすぜ」

　言うなり頭上で炎ほのおがふくらんだ。髪かみの毛が焦こげた。次々と火か球きゆうが射しや出しゆつされる／限りなく直線に近い放物線を描えがく──朝あさ靄もやの中へ。どれ一つはずれずに命中。爆ばく発はつ。

　変異種の背中が燃えあがった。鼓こ膜まくがやぶれるような金切り声──それでも動き続ける。

「しぶてえな」

　舌うち。羽と脚をたたんで急降下／一気に高度を下げる──

「おろして！」ヒオリが腕をふりまわす──赤毛＝顔色ひとつ変えない。変異種の真横にならんだ。急に身体からだを傾かたむけた──すべるように上へ。

「足をどけろ」

　赤毛の腹がめくれた。無数の液体が吐はきだされた。変異種の顔に落ちる──直後に赤毛の腹がまた／さらに深く開いた──無数の羽虫が噴ふきだした。

　ヒオリが悲鳴を上げる──少しでも離はなれようと腿ももを上げる。

「なに考えてんの!?」

「餌えさだ」当然だろう、というように。

　羽は虫むしたちがいっせいに群がる──赤毛から吐きだされた液体へ──それが付着した変異種の顔へ。完全に統制のとれた動き。密集しているためにそこだけ空が黒く／ひとつの生き物に見える。
















「終わりだ」赤毛が鼻で笑う。

　変異種──羽虫の群に顔を食くわれ／狂くるったように首を振ふり／身もだえしている。

　足の動きが不規則になった／貨物車に横からぶつかった／列車の右車輪が浮ういた──倒たおれる寸前──ぎりぎりで持ちなおした。

　変異種は絶ぜつ叫きようを上げた／地面に頭を打ちつけた／ずるずるとすべった──小しよう艇ていは見えない──だがバラバラになっているはずだ。

「行き先はどこだ？」

　赤毛が下を向いた──満足そうな顔を見せた。「むりやりって感のある移植なんでな。三人もかかえてるんじゃ、長ちよう距きよ離りは飛べねえ。適当なところで下ろすぜ」

「それでいい」東雲しののめ──服の乱れをととのえながら。

　心臓が鳴っている。過呼吸になりそうだ。なにも答えられない──

「話の続き……ちゃんとするから」ヒオリ／おれに──震ふるえる声で。
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　草の茂しげる丘きゆう陵りよう地ち帯たいに着地した。先におれの身体からだを手当てした──かなり強ごう引いんな手術。手ばやくすませ、すぐにカステロ市をめざして歩きはじめた。時間が経たつほどに〈学会〉はいらだち／ヒオリの捜そう索さくを強化してくる。遮しや蔽へい物ぶつ＝腰こしまでしかない葦あし草くさ──昼に移動するのは危険だ。だが夜まで待てば捜そう査さ網もうが広げられる。

「昼に動こうが夜に動こうが同じだぜ」赤毛──Ａ・Ｇと名乗った。「〈強化人間〉の二人に一人は夜よ目めがきくんだ。利用価値が高い割に、移植費が安くすむんでな」

　Ａ・Ｇは話した──彼は昔世話をした少女をさがしている。その少女も特別な特性を持っており、〈学会〉にねらわれたこともあった。彼は〈学会〉が知的変異種の少女を研究対象にしている、といううわさを聞いた──護衛として雇やとわれながら調べていた。

　だがそれはヒオリだった／彼の知る少女ではなかった。

　おれたちの要よう請せい＝『街まで護衛を引きうけてくれ』。

　彼＝快かい諾だく。

「当面は動くあてもねえんだ。他ひ人と事ごととも思えねえからな」

　おれたちは彼の人間ばなれした強さを見ていた──これ以上心強い味方はなかった。

　一度だけ、遠くに飛行型の〈強化人間〉が見えた──視力を強化しているＡ・Ｇが警告を発した。おれたちはあわてて身をかがめ、はいつくばり、泥どろの上に顔をつけた。

　Ａ・Ｇは「見つかったかもしれねえ」と言った──だがそのあとで飛行型が接近してくることはなかった。結論＝気にしてもしかたない。おれたちは歩き続けた。

　Ａ・Ｇ＝見当はずれの事実に落らく胆たん。だがあまり気にしてはいないようだ──「またさがせばいいさ」。

　東雲しののめ＝なにを考えているのかわからない──あい変わらずの態度。

　ヒオリ＝おれへの不満をかくそうともしない──あい変わらずの態度。

「街まで出るのはいいけど。工場へ行くっていうの、わたしはみとめてないから」

「おれの勝手だろ？」

「気持ちはありがたいけど──」

「べつにいっしょに来てほしい、なんて言ってないさ。行きたきゃ好きなところへ行けよ。でもおれは先生の〈作品〉を見にいく。除去できるんならやってみる。おれ自身の満足のためにやるんだ」

「この頑がん固こ者もの」

「似たようなもんだろ？　それより驚おどろきだよ。もし自己犠ぎ牲せいの精神で言ってるとしたら」

「結果も考えないきみの行動、ってのに腹が立つんでしょ」

「わかっただろう。こういうやつなんだ」東雲しののめがヒオリに──さとすように。

　一面の小麦畑──一面の低い廃はい墟きよへ──少しずつ、少しずつ密集していく。人の姿が目につきはじめる。線路跡あとが様々な方向から集合し／平行にならぶようになる。風の音、かすかな潮しおの音──生活の声。巨きよ人じんのうなり声。

　アルパ市へ入ったときのことが思いだされる。状じよう況きようはそれほど変化していない──だが情報は少しだけ増ふえた。

　カステロ市＝歴史ある街。アルパ市とは異なり、むやみな建てかえは行われなかった。倒とう壊かいしたビル群はない。数少ない高層建築＝はるか昔に建てられた鐘しよう楼ろう──赤茶けた顔でおれたちを睥へい睨げいしている。左右＝入り組んだ隘あい路ろ。石で造られた街並みがどこまでも続いている。昼の日ざし＝雲にさえぎられて弱く、建物の影かげもあわい。生ぬるく肌はだにからみつくような風──港こう湾わん都市特有のものだ。

　街の外がい縁えん＝極きよく端たんに人が少なかった。立ちどまる人々＝興奮した様子でしゃべっていた。

「妙みような雰ふん囲い気きだ」Ａ・Ｇ──外がい殻かくにおおわれた姿はひどく目だつ。道ゆく人々がちらちらと見ている──納なつ得とくした様子でもある。〈強化人間〉になれた人たち？

「そうか……この街にも〈強化人間〉が配備されてる。だから彼を見ても驚おどろかない」

「護衛はあたり前だ。どんな研究だと思ってる？」

　思いだした──嘉か村むらたち／〈進化論者〉たちは先にカステロ市へと向かっていた。東雲＝そのことを工場に伝えた。

「退たい避ひは終わったのか？」東雲に訊きいた。

「わからんな」

　街の不自然さ＝退たい避ひが行われ、〈学会員〉が消えたためか。ぬけ殻がらになった工場──嘉村はよけいな破は壊かいや略りやく奪だつなどはしないだろう。寄生虫だらけの制せい御ぎよ器官になど目もくれないはずだ──そうであることを祈いのった。

　港湾地区へ──目め抜ぬき通りを迷わずに進んだ──うなり声の大きく聞こえるほうへ。古ぼけた建築物が左右から見下ろす。並木の消えた歩道／緑地帯で仕切られた四車線道路──馬にひかせたクーペが／リムジーンが通りすぎる──石いし畳だたみの上でガタガタと揺ゆれる。

　工場の場所＝アルパ市もカステロ市も同じだ。最上の立地条件はひとつしかない。港をおおうように黒い箱状建築が広がる──とぎれるあたりに人だかりがあった。

「なに？」ヒオリが眉まゆをひそめる。

「おかしいな。ふつうなら関係者しかいないあたりだ」

　実験衣あるいは作業服不着用の人々──女、子供、路ろ肩かたでおう吐とする老ろう婆ば。

「〈学会員〉がいる。退避してない」

「街の雰囲気……あれが原因らしいぜ」Ａ・Ｇがはるかに高い視点からながめる。

「行ってみよう」

　胸むなさわぎ──つき動かされて足を出した／ヒオリの手を引いた／道路をわたった──海岸へ──人だかりを押おしのけて道を作った。潮の生なま臭ぐささ──別種の臭しゆう気きが鼻をついた。

　見た／息をのんだ／理解して立ちつくした──絶句する。

　膝ひざが震ふるえた。

「ひでえな」Ａ・Ｇがうしろに立って見下ろす。

　埠ふ頭とう／二百年前のコンクリート舗ほ装そう──うち寄せる黒い波。その中にまじる赤い肉片、服の切れ端はし、血液、形あるものの残ざん骸がい──恐おそらくは船の残骸。皮ひ膚ふらしきものが何度もテトラに触ふれ／離れ／海草やごみとからまり合いながらフジツボの上をすべる──

「なんでこんなこと」悪お寒かん──内臓の奥おくにまでしみこむ。

　直感＝〈進化論者〉たち。

　海面を血の膜まくがただよう──視線を流す──工場の端はしから傾かたむいた船がわずかにのぞいている。見おぼえのある船＝脱だつ出しゆつ蛙がえるがひいていた船。舳へ先さきの部分が助けを求めるように上下している。集まった連中が指さして勝手なことをしゃべっている。

「嘉か村むらたち……全ぜん滅めつしたのか……」

　ヒオリの様子をうかがった。彼女＝拳こぶしをぎゅっとにぎりしめている／にぎりしめた手が震えている。下した唇くちびるをかんでじっと目の前の光景を凝ぎよう視ししている。

「ヒオリ……」

　もどりたくないと言った相手──だが仲間だった連中でもある。あきらかにそれとわかる死体などはない。だが回収された可能性は高い──全員が無事だとは言えない。

「どういうことだ」

　東雲しののめにつめ寄った。

「工場の連中を退たい避ひさせる、と言ったはずだ。なのに、これをどう説明できる!?」襟えり元もとをつかんだ／ねじりあげた──「最初からこうするための準備ができてた。こうなるための指示が出てたってことだ！」

〈進化論者〉たちをむかえうった──万全の用意をととのえて殲せん滅めつした。

　東雲しののめはおれの拳こぶしに手をかぶせ／下に押おした。「俺おれは研究結果を持って逃にげろ、と伝えた。この対応は工場の選せん択たくだ」

「噓うそをつけ。たとえそうだとしても、予想はできたはずだ！」

「おまえにはできなかった」

　言葉につまる／一いつ瞬しゆんのめまい──おれのせいなのか──

「怒おこることじゃないさ。才能と知識は守られた」

「勝手な利己主義だろう!?」

「死人は出ちゃいない。うまくやってれば、の話だが」

「これでか!?」

　切断された指が浮うかんでいる。

　まわりの連中が見ている／聞こえないように言葉を交かわしている──かまうものか。

「連中は並みの人間じゃないんだ。そういうやつらがここへ来てる」

「だからって──」

「〈学会〉は最上の研究材料を手に入れた」

　右手をにぎりしめた／なぐろうと上げた──

「やめて」ヒオリの声──肩かたに手を置かれた。

　ふり返った／見つめられた／見かえすことができない──腕うでを下ろした。

「おれのせいかもしれないんだ」

「そんなことない。嘉か村むらがここへ来ようと決めたんでしょ。ならこういうことだって、考えたはずだから」

「そうだとしても！」

「おまえが責任を感じる必要はない、ということだ」東雲が言う。

「それはおまえの考え方だ！」

「ブレイロック」ヒオリ──さえぎって。

「なんだよ？」

「おねがいがあるの」

「こんなときになんだ？」

「きみは工場へ行って……寄生虫をとりはらって、わたしを解放してほしいの」

　面めん食くらった／気勢を削そがれた──「急になんで？」

　わけがわからない。なにが彼女に決意させた──

「気はすんだか？」東雲──襟からおれの指をはずした。

　周囲のざわめきが／波の音が／耳鳴りが消えた──世界から音が消えた。
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　工場から三区画／市庁舎だった建物──宿として使われている──一室だけ部屋をとった。エレベータのゴンドラ＝力自じ慢まんの男たちが引きあげる／おもりの重量が助ける。天てん井じようの高い、しっくいのはがれ落ちた部屋。東雲しののめは「用を思いだした」と言って下へ降りた。

　ヒオリは寝しん台だいの上で大の字になった──その彼女を見下ろして言った。

「君はここで待ってる……それでいいんだろ？」

「いい」

　素そっ気けない返事だ──ため息をついた。「おれはまだ並へい列れつなんて無意味だと思ってる」

「すぐにわかんのか？」Ａ・Ｇ──緑ろく青しようの浮ういた風ふ呂ろ桶おけをつつきながら。

「器官そのものからは判断できない。ただそれが本当に先生の〈作品〉だとしたら、可能性はある」

「並列接続の可能性か。それが確かく認にんできたとなりゃ──」

「除去手術はする」

「自信あるんだ」ヒオリ──じっと天井の染しみを見ている。それとなく感じられた迷いが消えた──思いつめたような態度へと変わった。変化の原因＝海岸の光景が関係？？？

「先生の〈作品〉なら──そうだ。自信はある」

「心強いね」

「実物を見なきゃわかんないけど。たぶん半日もあれば終わる」

「そういう価値のあるもんなら除去はしてやる。だがそれを使っても並列接続なんてできないはずだ……そういうことか」Ａ・Ｇが言う。

「ＭＳの並列接続はできても活力源がない。だから結局は使えないし、そもそも巨きよ人じんの制せい御ぎよに並列接続なんて必要がない、ということだ」

　Ａ・Ｇは鼻を鳴らした。寝台に歩み寄る──ヒオリを真上からのぞきこんだ。

「愛あい想その悪い女だな。さっきから……こいつはおまえのために一仕事してくれるって、そう言ってんだろ？」

「おれが勝手にやるんだ。愛想よくしてほしい、なんて思ってない」

　寝台の端はし──ヒオリの足のあたりに腰こしを下ろした。

「おれのいない間……本当に、気をつけて。ねらわれてることに変わりはないから」

「わかってる。子供じゃないんだから」彼女は勢いをつけて身体からだを起こした。非難するような目──ふと思いだしたように口を開いた。「そう」

「なに？」

「活かつ化か剤ざいとか増強剤とか、そういうのくれる？　ほら、アルパ市で投げてくれた」

「まだあったかな」腰の箱を開けた──二本ずつ残っていた。「あるけど、どうする？」

「なにがあるかわかんないでしょ。前にきみが使ってたの思いだして、あってもいいかなって、思ったの」

「変わったもんだな」

　アルパ市ではすぐに投げ返された──彼女なりに不安を感じている、ということか。

　残っていたスパイクを残らず出した。名前をあげながら机の上にならべる──「使い方はわかるだろ。もっとほしけりゃ東雲しののめが持ってる」

　扉とびらがかん高いきしみを響ひびかせた──うまいぐあいに彼がもどってきた。

「彼女の役に立つスパイクとか、持ってないか？」

　東雲はしょうがないな、という顔でおれとヒオリを見くらべた。「心配のしすぎだ。少しの間ここにいるだけだろう？　どこに行くわけでも、なにをするわけでもない」

「おれじゃない。彼女のほうがほしいって」

　東雲は問いかけるようなまなざしを向けた──ヒオリへ。

　彼女は視線をそらせて肩かたをすくめた。「もういいよ。これだけあればじゅうぶん」

「ほんとに？」

「うん……」

　ヒオリに触ふれたかった──立ちあがってゆっくりと息を吐はきだした。窓の向こう／赤い瓦かわら屋や根ねが続く──その先──工場の煙けむり。「そろそろ行くから」

「腕うでが鈍なまってなけりゃいいが」東雲が扉の把とつ手てを引いた。

「おれもそう思う」

　腕をふるう機会＝連中の計画を助ける機会──だがヒオリを自由にできる機会でもある。おれは並へい列れつ接続の可能性など信じてはいない──だが本当であってほしいと望んではいる。理由＝科学のためではない──裏切り者たちとちがって。

「おれが一番の利己主義者なんだ」つぶやく／拳こぶしをにぎりしめる。

「しっかりやってこい」Ａ・Ｇが壁かべから離はなれ、おれの肩を叩たたいた。

「ん。しっかりやってくる」目くばせ／声を落とす──「あの娘このこと、たのむ」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　ヒオリは掌てのひらにのせたスパイクをじっと見下ろしている──指で包みこみ、おれのほうを向いた。またあらわれた一いつ瞬しゆんの迷い。

「じゃ」

「じゃ……」ヒオリが顔を上げる──いままでで一番弱く見えた。

　背中を向けた。東雲しののめについて部屋を出た──閉じた扉とびらにもたれかかった。中からは物音ひとつ聞こえない。釈しやく然ぜんとしない。

「……彼女、ちょっと変じゃないか？」

　東雲は階段の上で立ちどまり、手すりに手を置いてふり返った。じっとおれを見つめる──「嫌きらわれてる、ってわけじゃないさ。彼女は感謝してる」

「そういう問題じゃないよ」
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　箱状建築の前にある広大な敷しき地ち──取りかこむコンクリート・ブロックの壁へき面めん。

　堂々と近づいた／正門へ──脇わきにつめ所／守衛たちが身を固くする／〈進化論者〉をむかえうったばかり──東雲を見てふっとゆるんだ。

　東雲＝軽く会え釈しやく。守衛たち＝姿勢を正してむかえ入れる。

「被ひ害がいは？」東雲──ここ数年で頭角をあらわした〈学会員〉──当然のようにたずねる。

「ごく軽けい微び、施し設せつ自体はほぼ無傷です」

「〈進化論者〉が襲しゆう撃げきをかけた？」

「撃退には成功しました」

「どこにいるんだ？」割って入った。「海には沈しずみかけの船しか見えなかった。死体やけが人の姿はなかったぞ……〈進化論者〉たちはどこだ？」

　守衛＝助けをもとめるように東雲を見る──彼が首しゆ肯こうしてうながす。

「全員とらえることに成功しました。状態はまちまちですが、重傷者は数名です」

　胸から息がもれた。

「聞いたろう。やつらも制せい御ぎよ器官も無事だ。早く入れ」

「まだ制御器官と決まったわけじゃない」

　敷地内＝木箱や書類があちこちに積まれ／山になっている。実験衣姿の連中がいそがしそうに運んでいる──中へ。襲撃にそなえて出していたものか。

　脇の通用口から本ほん棟とうに入った。作業区画を横にのぞみながら進む──せまい通路へ。細い管が無数に壁かべを這はっている。何気なくそれを叩たたいた。

「すぐそこだ。そこを右にまがった奥おく」東雲が指さす。

「なんで場所を知ってる？」

「この工場自体は来たことがある。場所はオノフから聞いてる」

「オノフか……」

　周囲＝うす汚よごれ、鼠ねずみが這いまわる倉庫区画。寄生虫におかされた制御器官＝ただの廃はい品ひんにすぎない──貴重な研究区画は割さけない、ということか。

　鉄製の引き戸──大きさはほかの倍だ──両側へ開くしくみ。東雲しののめが特注らしい溶よう液えきを落とし、わずかに開あけて身体からだをすべりこませた。少しためらってからあとに続いた。

「広いな」

　一辺三〇メートル以上ある空間──天てん井じよう付近に窓──日の光がななめに射さしこんでいる／舞まいあげられたほこりがはっきりと見える。壁かべにそって幅はばの広い棚たながぐるりと設置してある。棚の上には変異種を入れた籠かごや大小様々な箱や瓶びんや材質のわからない筒つつなどがすき間なくならんでいる──建設用の足場を巨きよ大だいにしたもの、といった印象を受ける。足もと＝人の歩いた跡あと──層になったほこりの上に足形。数日以内に少なくとも二名以上が出入りしている。

「そんなに奥じゃない」東雲──迷いのない足どり。「見ればすぐにわかる」

「見たような口ぶりだな」

　棚の上段に置かれていないことを祈いのる──ウィルムット博士の〈作品〉＝片手ではかかえられない巨大さ。繊せん細さいな生体機械を梯子はしごで下ろす──想像しただけでめまいがしてくる。

「あったぞ」

　東雲が立ちどまった。目線＝最下段。彼は前の籠かごを手で示した。

「とりあえずこいつに移植してある」

　体長一・五メートルほどの蛸たこ。足を切って逃にげられないようにしてある。微び妙みように動いている／もがいている／檻おりの縦棒に頭を押おしつけている──大気中でも呼吸ができるようだ。

「ここじゃ無理だ」東雲に言った。

　周囲＝棚から出したままの物資／変異種の羽根／綿わたぼこり──床ゆかを埋うめつくす──不潔きわまりない空間。この場所で除去手術──逆に制せい御ぎよ器官がやられる。

「わかってる。適当な研究室に運ぼう」

　両側から籠を持った。縦にならぶ──おれが前を受けもつ。

　倉庫から出る。時折〈学会員〉が脇わきを通りすぎた。〈強化人間〉が歩きまわっていた。まるで戦場のような雰ふん囲い気き──皆みなが緊きん張ちようし／妙みような熱気と高こう揚よう感かんと集合的な狂きよう気きが場を支配している。その中をおびえながら進んだ──慎しん重ちように／蛸に衝しよう撃げきが伝わらないように。

　角を曲がった──背中に衝しよう撃げきが来た。

「すいません！」

　悲鳴めいた声を聞いた／ふらついた／籠から手が離はなれる──ぶつかった相手──横から手を出した／二人ではさみこんだ／指一本のきわどさ──しっかりとした重み。

「すいません」実験衣姿がくり返す──おれより若い──籠を持ったまま頭を下げている。

「大だい丈じよう夫ぶだ」手を横にずらした／籠を持ちなおした──心臓が高鳴っていた。

「ほんとにすいません。どうしたらいいのか……」若い〈学会員〉がうろたえる。

「問題ない。行ってくれ」東雲しののめ──顎あごを横へ。

〈学会員〉──こわごわと籠をはなした。横歩きで壁かべ際ぎわへ寄り、さらに三歩うしろへ──いまにも首を吊つりそうな顔をしている。

「だめかと思った」東雲に。

「ちょっとした衝撃程度なら平気だ。蛸たこは緩かん衝しよう材ざいもかねてる」

「ならいいけど」

　うしろ向きに歩きだす。〈学会員〉を見送る──彼＝不安げにおれたちを見ている。

「どこまで運べばいい？」

「すぐそこだ」

　東雲が指示した実験室＝無人。扉とびらを背中で押おして入った。




「よく空あいた部屋があったな」

「実験どころじゃないのさ。……さ、持ちあげるぞ」

　籠をかかえあげた──解かい剖ぼう台だいの上に載のせた。列車で痛めた手足が悲鳴を上げる。

　東雲が手際よく格こう子しのすき間から拘こう束そく具ぐを入れる──蛸たこの身体からだをしばりつける。

「道具はそろってるな？」

「待って」

　見まわした。用具台の上──まったく整理されていない／乱雑に解剖道具が積まれている──〈学会員〉らしいだらしなさ。なれ親しんだ光景。

「完かん璧ぺきだな」

　三年前の光景がよみがえる──ウィルムット研究室──なにもかもが似ている。

「とりあえず開けよう。それで判断はできるはずだ」東雲がうながす。

　消毒液の中で手を洗った。

　これで少なくともひとつはあきらかになる──生きているにしろ死んでいるにしろ、ウィルムット先生が巨きよ人じん制せい御ぎよ計画に加わっていたか否いなか。そして本当にＭＳの並へい列れつ接続がされようとしているのか否か。蛸の頭に入っている制御器官──先生の作なら、おれは寄生虫を除去できるはずだ。もしそうでないなら、おれにはどうすることもできない。

　手から水気を切る。ゆったりと動く蛸をながめる。

「これを使おう」東雲が水すい槽そうからあんこうを出してきた──脇わきにある水槽に移しかえた。あわい光がさらにあわい日光をおぎなう。蛸のしめり気をおびた外皮が光を幾いく重えにも散らしている。

　全神経を集中させてメスをにぎった。「はじめよう」

「ああ」

　手が震ふるえないように気をくばり／慎しん重ちようにメスを下ろし／蛸の頭へと入れた。少しずつ押しさげる──東雲しののめが傷口に手を入れて左右へと広げた。内部の血が／臓物がてらてらとした艶つやを見せる。なにかをしぼりだすような音が聞こえている。

　腕うでを二の腕まで突つっこむ──中を手さぐりし／無関係と思われる臓物を切断し／床ゆかに次々と投げ捨てていく。蛸の大きさ＝解剖台に載っているいまは見上げるほどの巨大さ。骨の折れる作業──顔や身体や部屋中が返り血を／墨すみをあびて赤黒く染まる。

　思いだす／似たことばかりさせられた日々──最悪の日々。

　皮肉。

　才能がないから寄生虫除去をさせられるはめになった。だがくり返すうちに専門家になっていた──先生の作に限られる、という意味ではますます専門家だと言える。その腕が役に立とうとしている。優ゆう秀しゆうな〈学会員〉たちにできなかったことがおれにはできるかもしれない。才能がなかったおかげでヒオリを助けられるかもしれない。

「あった」手の中の感かん触しよくを確かめた──ゆっくりと息を吸った。猛もう烈れつな悪あく臭しゆうにふらつく。

　少しずつ腕を引き寄せた。つかんだ肉にく塊かいを外へ──東雲が手伝って肉に触ふれた。蛸と接続されている腺せんを次々と断ち切る。

　彼がおれの顔を見てうなずき、おれもうなずき返して肉塊を蛸から出した。

　おれたちは制御器官を目にした。
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「まちがいない」

　ウィルムット先生の〈作品〉。

　微び妙みような腺のからまり具合。縫ほう合ごうの癖くせ。芸術的と言うよりは狂きよう気きと呼ぶにふさわしい簡略化。当人以外には理解できない、複雑すぎる結線の論理。

　肉塊のあらゆる部分がウィルムット先生の製作物である、ということを示していた。

　おれたちは肉塊を慎しん重ちように持ちあげ、洗せん浄じようし、別の台に載のせた。

「ひどいな」

　蛸の血と墨すみを洗い流された制せい御ぎよ器官──設計は恐おそろしく独創的で大だい胆たん。だが仕事はあまりにも粗あらい──虫がわくのも無理はない粗そ雑ざつさ。ざっと外からながめる／それだけで数十匹ぴきの寄生虫が見える──平たい外骨格をつらね、先せん端たんからひも状の触しよつ覚かくを伸のばす極ごく小しようの生き物。中にはどれだけうごめいているのか想像もつかない。

　こんなにひどい器官は見たことがない──ちがう。こんなにひどい器官は先生の研究室でしか見たことがない。

「どうなんだ？」東雲しののめ──手を止めてたずねる。

「みとめるしかない。どこからどう見たって先生の〈作品〉だよ」

　おれ自身──安心しているのか失望しているのかわからない。だが耳のうしろあたりにぞくりとした感覚はある。これからはじまるであろう作業を予感し、震ふるえている。

「機能は？」東雲／さらに。

「開かなきゃなんとも言えない。それでもだいたいの想像がつく程度だろうし……でも先生の〈作品〉が目の前にあって、それが並へい列れつ接続をするためのものだ、と言われてるんだ。あの人は無む駄だなものを作ったりはしない」

「並列接続はありうる、ということだな」

「本当に見つかったのか？　ＭＳをいっぺんに動かせるような活力源……」

　どうせ並列接続など無意味だと思っていた。だがそうでない可能性大──

「やめるか？」

　ヒオリ──おれがここでやめたら──彼女はまたとらえられる。陸上船で彼女が入っていた変異種＝横の蛸たこと同じ効果。一生続く運命だとしたら──想像するだけでつらい。

「いや」首を振ふった。メスを強くにぎりしめた。周囲のあらゆる物事を意識からしめだした──目の前の制せい御ぎよ器官をにらみつけた。「本部がこの計画に反対してるんだとしたら、おれは裏切り者になる。無茶な研究の阻そ止しよりも、ヒオリの解放をえらぶ」

「いいんだな？」

「ああ」

「そう言うと思ってた」

　東雲しののめ──寄生虫除去に使う小型変異種を出して、即そく席せき培ばい養ようをはじめた。




　おれと東雲──小型変異種の触しよく手しゆを自分の神経とつなげる。触手と吸飲生物をかまえる。

　太さ一ミリの触しよく手しゆがうごめく──折り重なった筋組織の内部へ。寄生虫をおびきだす／吸飲生物が丸飲みにする／腹の中でもぐもぐとやる──

「まちがいないな」

　目の前の肉にく塊かい──なんらかの制御器官。

　おれは出来の悪い学生だった。だが先生の製作物は無数に見ている。そのほとんどから寄生虫を除去したのはおれだった──先生も各部分の働きぐらいは教えてくれた。

　目の前の肉塊。

　理解はできない。正確な使い方もわからない。だがなんであるかの見当はつく──結局おれの認にん識しき力りよくになどなんの意味も／価値もなかった、ということだ。

　制御器官。本当にこの代わりができるのだとしたら──きっとできるのだろう──ヒオリの身体からだは何千億にひとつの偶ぐう然ぜんで生まれた、と言える。並みはずれた筋力／反射神経／その他もろもろの能力──制御器官的機能との関係＝不明。

　無意識的な除去手術──様々なことが頭の中に浮うかんだ。

　ウィルムット先生はいつこのような物を作ったのか。

　ウィルムットを名乗っているのはだれか。

　これが巨きよ人じん制御の材料だとしたら、いつごろからこんなことを考えていたのか。考えたときにはＭＳの活力源が開発されていたのか──あるいは調達のめどが立っていたのか。

　オノフの／アーヴィングの／東雲の専門分野──巨人制御には必要な分野。計画＝彼らが研究室に配属されたときから動いていた、という可能性──？？？

　約五時間──言葉も交かわさず／休きゆう憩けいもとらず／黙もく々もくと作業を続けた。恐おそろしく神経を使う作業──手元だけをあんこうが照らす──なれれば機械的にこなすことができる。

　思考能力は次し第だいに低下した。様々な映像が頭に浮かんでは消えた。夢の中にいる感覚が続いた。疲ひ労ろうの度合いで経過時間を予想できる段階は彼方かなたへと去った。

　九匹ひき目の吸引生物が満腹し、死んだ。

「いままでで最悪だよ。こんなにたくさん……」

　十匹目が死んで、寄生虫はいなくなった。
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　うしろの台に手をついて身体からだを傾かたむけた。

「よくやったよ」東雲がぐったりとした表情で解かい剖ぼう台だいをまわってきた。

　彼に笑いかけた。顔の筋肉は動かない──どうだってよかった。

　達成感。より強い安心感──『やっと終わった』。おれ＝集中力の持続時間が極きよく端たんに短い。だがやりとげた──論文の作成よりもこたえた。

「みんな除去できた。後処理もしたし、再発生の心配だってない」

「わかってる。あとは上に運ぶだけだ」

「上に運ぶ？」

　除去はすんだ。制せい御ぎよ器官は使えるようになった──あとは〈学会員〉が処理すればいい。

「なんでおれたちがそこまで？　適当に知らせて、勝手にやらせれば──」

「もちろんそうだ」東雲しののめ──おれを素す通どおりして扉とびらへ。拳こぶしで二回、叩たたいた。

「なにをしてる？」

「すぐにわかる」

　そろそろと扉が開いた。見おぼえのある〈学会員〉──通路でぶつかったやつだ──遠えん慮りよがちに頭だけを入れてきた。「どうです？」

「終わった」東雲──うしろへ目くばせ。

〈学会員〉＝驚おどろきと尊敬のまなざし──東雲しののめに向ける。「おつかれさまです」

　さらにおれのほうを見た。目が合う──彼は表情をくもらせてわずかに頭を下げた。

　頭が引っこんだ。壁かべの向こう／くぐもって聞こえる──「終わりました。成功です！」

「どういうことだ？」

　東雲を見た──彼は肩かたをすくめた。〈学会員〉＝蛸たこの中身を知っていた──だからぶつかったとき、あれほどのあわてようを見せた？

　足音が近づいた──いく人かの〈学会員〉が先をあらそうようにして入ってきた。さっきの若い〈学会員〉は最後尾だ。

　あっと言う間に解剖台が取りかこまれた。彼らは顔と器具を近づけて観察し／感かん嘆たんの声を上げ／持ってきた円柱形容器の蓋ふたを開いた。

「本当にやったのか」「きれいなものだ」「信じられんな」──それなりの地位を持つ連中──糊のりのきいた実験衣／顔には嫉しつ妬とと少なからぬ狂きよう気き。

　つかれがひどい／立つ気にもなれない／ぼう然とながめる──数人の〈強化人間〉が入ってきた──中の一人が横に立って手を／あきらかな凶きよう器きをおれに向けた。

　東雲が正面から近づいてきた。

「なにか、おれの知らないことが起きてる」

「ああ」東雲＝目でうしろの連中に合図──〈学会員〉たちが〈強化人間〉に指示。

　腕うでの長い二人組が容器を持ちあげた。中身が片側に寄った。「気をつけろ！」〈学会員〉がさらに指示／扉とびらを指さす──連中は容器をとり巻くようにして外へ。

　東雲──おれの横にいた〈強化人間〉に手ぶり／腕を下ろさせた。

　不ふ審しんそうな表情の〈強化人間〉──離はなれた位置まで身をひく。

「ついてくるだけでいい」東雲はおれに視線をもどした。〈学会員〉の消えたほうを顎あごで示す。東雲の疲ひ労ろう＝恐おそらくは精神力が消した。

　なにか、おれの知らないことが起こっている。

「歩けよ。よけいなことはしないはずだ……おまえは馬ば鹿かじゃない」

　じっと彼をにらんだ──だまってうなずいた。台から身を離す／ふらつく──彼が手を差しのべる。不本意ながらも寄りかかり、〈学会員〉たちのあとに続いた。

「仕組まれてた……」おれ──他人がしゃべっているように感じられる。

「そうだ」東雲しののめ＝前を向いたままで。

「彼らははじめから知ってた。おれが手術をするってことを知ってたんだ」

「そうだ」

「なんでだ？　東雲が言ったのか？」

　口が自動的に動く／混乱で思考がまとまらない／なぜだ──

「そうだ」

「いつ……なんで？」

「言ったのはおまえやＡ・Ｇ、それに彼女が宿やどにいたとき」

　東雲＝用があると言って、ひとりだけ外に出ていた。

「理由は物事を迅じん速そくに運ぶためと、物事が予定通り運んでいることを伝えるためだ」

「……これが、予定されてた」

「おまえの意思で手術させる……あるいは、おまえにそうだと思わせる必要があった」

　あいまいな理解がじわじわとしみこむ──しびれきった頭へ。

「東雲も船の連中と組んでた。最初から……」

　目の前で騒さわぐ〈学会員〉たち──寄生虫を除去された制せい御ぎよ器官──通路を進んでいく。

「説明はしてやる。それが彼女の意思だ。彼女の出した条件でもあった」

　彼女。

「ヒオリなのか？　ヒオリがなんで条件なんか──」

　隊列が止まった／言葉はさえぎられた。前方──階段の上──姿勢のいい初老の男。

「だれだ？」

「格好を見ろ」

　男が降りてきた。〈学会員〉たちになにか言った。満足そうな顔で容器の蓋ふたを開いた──夕陽が襟えり元もとに反射──金属板＝工場長の襟えり章しよう。

「ここの責任者か」無感動につぶやく。

　工場長が顔を上げた。微び笑しようを浮うかべて近づいてきた──いまにもおれの肩かたを叩たたきそうな気配だ。「よくやってくれた。まさか君が本当に──」

「それ以上しゃべるな」

　東雲が命じた。工場長＝口を開けたまま／呆あつ気けにとられた表情でおれたちを見かえす。

　東雲は彼から視線をそらした。〈学会員〉たちに向きなおる。

「さっさと運べ。無む駄だなことはするな」

　東雲しののめ＝命令になれた態度──〈学会員〉たち＝彼の命令になれた態度。顔を見合わせ／工場長にうなずきかけ／〈強化人間〉に命じる──さらに上へ。

「計画の……中心にいるわけか」

「そうだ」

　工場長が物足りない様子で一団に加わる。興奮した〈学会員〉が彼にまくしたてている。

「──説明、してくれるんだろ」

「彼女の希望なんてどうだっていい。俺は話すつもりだった」

「なら早くしてくれ。こんなのは──」

　階段に足をかけた。〈学会員〉たちの黒い影かげが角を曲がり／消えていく──

「考えてなかった」

「あたり前だ」東雲は言った。
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　工場の屋上──ガランとして広い。いくつかの設備が点在している──基本的にはなにもない場所。足もと＝瓦かわらと天窓──元は透とう明めいだった樹じゆ脂し板ばんが風に震ふるえている。周囲＝海の方向／街の方向──地平線の先まで見わたすことができる。

　夕陽が沈しずもうとしている。水面が金色に輝かがやいている。まぶしさに目を細める。

　海も／街も／空も／工場の建物やおれたち自身も──すべてが深い橙だいだい色いろに染まっている。

　すべてが非個性的な、均一的な存在に思える。

「なんでこんな場所に？」視線をもどした──海から東雲に。

「すぐにわかる」東雲はじっと夕陽のほうを見ている。太陽に話しているようにも見える。

「正直に言う。俺は噓うそをついた」

「そうだろうよ」

「彼女は制せい御ぎよ器官の代わりじゃない。無関係だ──直接には、ということだが」

　言葉の意味をかみしめた。いいようにおどらされた──首を振ふった。「ひどいな」

「おまえは複数のＭＳなんて動かせるはずがない、と言った。あれは正解だった──ふつうじゃどう考えても動力がたりない。だから、〈学会〉は並へい列れつ以外の方法を考えた。だが知っての通り、うまくいかなかった。〈巨きよ人じん機関〉の暴走だ」

「一匹ぴきのＭＳでは足りなかった？」

「そうだ。処理が追いつかなかった」目だけの動き──「それで彼女が必要になった」

「なんのために？」

「彼女の血液は変異種の細さい胞ぼうを活性化させる。どんな変異種でも、というわけじゃないが、ＭＳには有効だった」

　陸上船から飛び降りたヒオリ／密林の中──彼女の血液／発はつ狂きようして死んだ変異種──あの変異種はヒオリの血液を飲んで死んだ。

「俺だって彼女のことを聞いたときは驚おどろいた。そんなに都合のいい素材があるなんて、すぐには信じられなかった」

『血が特別だってことは聞いてるよ』

『少なくとも僕や君の血液とはちがう』

「近づいてはいた……」

　おれ／〈進化論者〉たち──真相へ──あと少しだった。

「それで問題は一気に解決だ。はじめの計画通り、また並列接続でいくことになった」

　東雲しののめが制御機関を／群がる連中を見つめる──つられてなんの感かん慨がいもなくながめた。

「それで、あれが必要になったわけか」

　並列接続のための制御器官。

「そうだ。並列接続はもともと先生の発案だった。だがあの人はもう死んでる。俺たちが見た死体は本物だった。ウィルムットの名前はたんなる呼び名だ……この計画全体の」

「あの娘こは先生に会ったと言ってた。名乗ってるやつはいるんだ」

「それは俺だよ。この計画を仕切ってるのは俺なんだ」

「なんだと？」

　先生の一番弟で子し──東雲。

「だから、その名前を使ったこともあった」

「待ってくれ。あの娘こ、列車で東雲といたときはなにも──」

　言い終える前に気づいた。列車で再会したとき、彼女はおれと東雲の関係をすべて知っていたのだ。彼女が「条件」を出した取り引きも終わっていた──

「ちくしょう」にぎりしめた手──爪つめが掌てのひらに食いこむ。

「怒ることじゃない。彼女にだってつらさはあった」

「なんでだ？　なんでおれに噓うそをつく必要があった？」

「利害が一いつ致ちしたんだ。俺たちの一方的なわがままだが、彼女は聞くしかなかった」

　東雲がおれの目をじっと見つめる。おれが彼の目をじっとにらみつける。

「おまえの気持ちはわかる。おまえがそういう気持ちを持ったこと──その原因は事故だった。本来ならおまえと彼女は会うこともなかったんだ。船からいっしょに逃にげるなんて、おれたちには予想もできなかった」

「わかるように言えよ」

「並へい列れつ方式でいくことを決めたあとで、おれはおまえが必要になる、ということに気づいた。だれもあの人の寄生虫なんて取れない。一応やってみたが、やっぱりだめだった。だから、俺が直接おまえを呼びに出向いた」

「じゃあβベータ施し設せつで船を見たときは？　あのときは東雲だって──」

「おまえが計画に反対するんじゃないか、という話は出ていた。本当は施設で船を待つはずだったんだが、俺たちはほんの数時間遅おくれたんだ。β施設の手前で船と出くわした。そしたらおまえは勘かんちがいしてくれて……俺はちょうどいい、と思った。計画の荒あらっぽい部分を見ておまえがどう反応するか、俺はそれを見ておきたかった」

「なんてやつだ」

「だいたい予想通りだったが、まさか船に飛び移るとは思わなかった」

「それで事故か。あの娘こが逃にげて、おれがそれを追いかけた。本来確保するはずだった二人がそろって消えた……」

「おまえは模も範はん的てきな〈学会員〉だった。〈学会〉を嫌きらってるくせに、きまじめに動いた」

「最後はちがった」

　裏切ろうと思った。実際に寄生虫を除去した──彼女のために。東雲が予想した通りに。

「はじめ、俺はおまえが彼女と一いつ緒しよに逃げた、という話しか聞いていなかった。直後にスケープから二人が仲良くやってる、という話を聞いて、やばいな、と思った。彼女の血液を使う……それは決して安全なことじゃない。おまえだってそれぐらいは予想するだろう。そもそもあの娘こを材料にすること自体、おまえが納なつ得とくするとは思えなかった。おまえにへそを曲げられて除去ができなくなるとしたら──それは問題だ」

「そうだろうな」

　こいつをなぐってやりたい。

「俺たちはおまえに手術をさせるしかなかった。だが適当な理由を言うわけにはいかなかった。俺だっておまえの実力は知ってる。実物を見れば、なにをするためのものか、ぐらいはわかるだろうと思った。限りなく本当に近い理由を言う必要があったんだ」

「それで、あの娘ことの取り引きか。よくやったもんだ」精せい一いつ杯ぱいの皮肉をこめる──「大変だったろ。あの娘こを見つけなきゃならなかった──そのあとで、こんどはらしくない芝しば居いまで打った。手がこんでる」

　東雲しののめ──残念そうに。「彼女の発見は簡単だった。頭に発信器官を埋めてある」

「くそっ」

　発信器官──人間の可か聴ちよう範はん囲いを超こえた信号を送る装置。アルパ市でヒオリとはぐれた──〈進化論者〉に追われていたはずの彼女──〈学会〉の手に落ちていた／発信器官のために。Ａ・Ｇたちが捜そう索さくを命じられなかった理由＝〈学会〉はすでにヒオリを確保していた──〈強化人間〉を工場の護衛に専従させることができた。

「結局、おれたちが本当に逃にげられたことなんて一度もなかった。そういうことか……」

「彼女に噓うそは言ってない。俺が彼女に話したのはすべて本当のことだ」

「馬ば鹿か言うな」

「彼女は勘かんがいいし、それなりに頭もはたらく。へたな噓は逆効果だ」

「ならあの娘こは知ってておれに噓をついたのか？　噓をついてまで寄生虫の除去をさせて……自分から血を抜ぬかせるようなもんだ」

「その通りだ。わざわざ抜かせることをえらんだんだ、彼女は。これ以上逃げまわる生活にはたえられない。あるいは、逃げるのは無理だとさとったか。どちらにしても、とりあえずは協力する。そう約束したんだ」

「とりあえずってなんだ!?　あの娘こはそんなこと言わない。言うわけがないだろう!?」

「言ったの」うしろから聞こえた──いま、この場所で、もっとも聞きたくなかった声だ。

「噓だ」

　東雲しののめの言ったすべてが肯こう定ていされてしまう──みとめられない現実のすべて。

　瓦かわらを踏ふむ音が近づいてきた。息の聞こえる距きよ離りで止まった。

　絶望的な想おもいでふり返った。身体からだがたまらなく重い。舌がうまく動かない。

「君は噓つきだ」

　ヒオリ──目を合わせない。服の裾すそをもてあそびながら、小さくうなずいた。

「まあね」

「まあね、じゃない。とりあえず協力して、それで終わりになると思うか？」

　彼女＝表情を変えない。

「そんなわけないだろ？　君はあいつらがなにをやろうとしてるのかわかってない。絶対に君を手ばなしたりするもんか。一生血を吸われ続けるにきまってる」

「俺たちをなめるな。時間をかければ分ぶん析せきはできる。それを複製できない、なんてだれに言える？　俺たちには標本がなかった。それだけのことだ」

「複製が聞いてあきれる。〈進化論者〉は彼女が生まれたときから研究してたんだ！」

　ヒオリ──故郷から逃にげださなくてはならなかった。

「そうだ……彼女は生まれたときから研究されてたんだぞ。それでも複製なんてできなかった。ろくに分析すらできなかった！」

「〈進化論者〉と一いつ緒しよにするな」

「互ご角かくにやり合ってんのはどいつだ？」

「もういいよ」ヒオリ──はじめて目を上げ、ふっきれたような表情でおれを見ている。

「いいもんか」

「いろいろと考えて、ちゃんと決めたから」

「なにを決めたっていうんだ!?」

「聞いたんじゃないの？　彼から」

「逃げられないと思った？　逃げるのはいやだと思った？──ふざけるな」

「きみに頼たよってばかりって、もういやだった」

「頼るのがいやだから、だから代わりに利用したのか!?」

「それは──」

「楽な方向へ逃げただけだろう!?　もがくことをやめて、自分で考えることをやめて、流されることをえらんだ！」

　彼女は下した唇くちびるをかんだ。何度か見せられた癖くせ──感情を／言いたいことをおさえている。

「考えが足りてないよ」吐はきすてる──われながら負けおしみのように聞こえた。

　あきらめろ／なにを言ったって無む駄だだ。

　彼女がふっと目を上げた──沖おきのほうを見た。視線の先を追った。

　半分以上沈しずんだ夕陽／指二本分右──黒い粒つぶが少しずつ大きくなっている。船だ。桟さん橋ばしではなく屋上で待っていた理由──かなり大型の船が来ている。

「本来はおまえも来るはずだった」東雲しののめはスパイクを出した──片目をつむり、光にかざした。「ちがうな。本来なら、施し設せつのほうにいたはずなんだ。だが現実はそうじゃない……連れていくわけにはいかない。おまえは邪じや魔まになる」

「よくわかってる。さすが元相棒だよ」

　船がまっすぐこちらへ近づいてきた。想像以上に大きい──そしてあのうなり声。風に運ばれてとどいた──下の生産区画から──ちがう。

「あんなのが、まだうろついてる」

〈巨きよ人じん機関〉搭とう載さいの船。見おぼえのある形状＝おれが乗りこんだ陸上船──水陸両用船。

「あれで行くのか……」

〈学会員〉たちが歓かん声せいを上げている。荷造りをはじめている。

　泣きたい気分で向きなおった──ヒオリのほうへ。

「もどるってことだぞ。命がけで飛び降りた船に」

「感謝してる。きみのおかげで──いろいろと、わかったから」

「考えは変わらない……？」

　ヒオリは少し申しわけなさそうな、しかし決して暗くはない顔でうなずいた。だが作り物の表情にしか見えない。

　船が湾わんに進入してきた。減速をかけて向きを変える──夕陽の残ざん滓しを完全にさえぎり、絶ぜつ壁ぺきにしか見えない横腹をおれたちに見せる。目に浮うかぶ光景＝街の人々──巨きよ大だいな船をぼう然と見上げている。〈進化論者〉たちの血が／肉が船体にかき分けられてただよう。

「時間だ」東雲しののめがヒオリにうなずきかける。

　離はなれた場所に立っていた〈強化人間〉たちが近づいてきた。距きよ離りを空あけておれたちをかこむ。

　ヒオリは東雲しののめにうなずき返した。船に向かいかけて──ためらうように足を止めた。

「どうしてもきみに手術を──寄生虫の除去を、してもらいたかった」

「いいんだ」言った──だが声は震ふるえた。「知ってたとしても、除去はやってた」

　ヒオリは歩み寄り、おれの肩かたを叩たたき、ぎゅっとつかんだ。「そのうちわかるから」

「そうは思えないな」

　彼女は背を向けた。こんどは一度もふり返らずに屋上を歩いた。彼女のすぐあとに〈強化人間〉たちが続く。

「ブレイロック」

　元相棒に呼ばれた。

「嫌きらわれてるわけじゃない。それはおれが保証してやる」二度目に聞かされる台詞せりふだ。「近いうちに会おう。計画が軌き道どうに乗れば、また時間はできる」

「ふざけるな」

「おまえの優ゆう秀しゆうさは保証されたんだ。ほうってはおかない」

　応こたえずにもう一度船を見た。船腹が横づけされ、側面の入り口が──まさにヒオリが飛び降りた入り口が開いている。ヒオリは入り口の正面／屋上の端はしに立っている──横顔を向けておれを見ている。

「ふざけるな……」

　不意に東雲しののめの手が動いた。さっき出したスパイク──わかっていたことだ──全身からあらゆる感覚が消えた。

　その場に倒たおれた──倒れかけたところを受けとめられた。視界の中心が暗くなった／黒い点があちこちに転移した──あっという間に世界が埋うめつくされた。

「おまえは優秀だった」相棒の声。

　ふっと浮ふかぶ──最後に見えたヒオリ──彼女らしい／挑ちよう戦せん的てきな目つき。







　第七章　並へい列れつ接続







　　　　１




　暗い。ひび割れた漆しつ喰くいが見える。直接は見えないどこか──獣じゆう脂しの灯ひがぼんやりとした光と悪あく臭しゆうをはなっている。幻げん影えいが揺ゆれる──ヒオリの顔が遠ざかる／夕陽が遠ざかって消える──ここではないどこか。

　おれはやわらかいなにかの上に横たわっている。寝しん台だいの上だと理解する。寝ねたままで目だけを動かす──室内を見まわす──ヒオリと落ちあうはずだった／彼女が待っているはずだった宿であると気づく。

　彼女が遠ざかる。

　近くで布のすれる音がする──ヒオリ──そんなはずはない。

「起きたか」Ａ・Ｇがならんだ寝台に腰こしかけておれを見ていた。

「運んでくれたのか」寝転んだまま──指ひとつ動かさない。

「ああ」

　寝台がミシミシと音を立てる。生卵がつぶれるような音──Ａ・Ｇが腰の位置を変えて、腕うでの外がい殻かくを開いた。

「なにをしてる……」無意識的につぶやく。

「成長具合を見てる。中で飼かってる羽は虫むしだ」つつきまわす──虫のうごめく音が部屋を満たす──沈ちん黙もくの時間。

　Ａ・Ｇはため息をついた。腕を下へ。一度おれと目を合わせ、気まずそうにそらせた。

「つらいこともあるさ。女が思い通り動くとはかぎらねえ」

「そうだな」目を天てん井じようにもどした。

　ヒオリ──陸上船から飛び降りた。スパイクを投げかえした。東雲しののめと組んでおれをだました──おれの前から消えてしまった。思い通りに？──予想通りにさえ──

「動いたことなんてなかった」

　おさえられていた感情がふくらむ──全身の筋肉が／内臓が／血管がしめつけられる。

「なんで約束をやぶった？」

　のどの奥おくがしめつけられる。

　こらえきれずに──「契けい約やく違い反はんだ。あんたはあの娘こを守るって言った。ここで引きとめなきゃいけなかった」

「思い通りに動かねえほうが多い、ってことさ」渋しぶ々しぶ、といった様子で外がい殻かくを閉じ、確かめるように手首をまわした。「俺おれはあの娘こを守ると言った。その当人があとから工場へ来い、おまえをたのむ、と言って出ていったんだ。これが契約違反か？」

　なにも答えられない。耳をふさぎたかった。

　彼は右の上じよう腕わんをとりはずした──腕ごしにおれを見すえた。

「俺もついてくって言ったんだぜ？　だけどことわられた。窓から下を見たら〈学会〉の連中が見えて……なんとなくわかった。ヒオリは事情を話してくれて、それで、俺は納なつ得とくしたんだ。おまえには悪いと思ったが、俺やおまえにはどうしようもなかった」

　最後まで聞けなかった。本当の理解がおとずれた。耐たえることなどできなかった。

　Ａ・Ｇに背を向けて、敷しき布ふにくるまって泣いた。Ａ・Ｇの存在は気にならなかった──泣いている自分を見てもらいたかった。自分の悲しみを感じてもらいたかった。なぐさめをもとめた──ただひたすらに、めちゃくちゃに泣いた。

　おれはヒオリと東雲しののめにだまされた。

　それ以外の道をヒオリに与あたえられなかった。

　ヒオリはおれを置いて去った。

　自分を衝しよう動どうにまかせた──感情が消えるまで泣き続けた。

　Ａ・Ｇはずっと隣となりでだまっていた。
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　頰ほおをぬぐう──ぬれた／不快な枕まくらを脇わきにどけた。じっと息をこらした。もう一度頭をかかえこんだ──宙の一点を見つめ続けた。ゆっくりとした呼吸をくり返した。

　ばく然とした考え。

　船を追う。

　ヒオリをとりもどす。

　泣く前は想像もできなかった考え──工場でヒオリを見送っていたときでさえそうだった。原因＝ヒオリが望んだことなのだ、おれはヒオリに置いていかれたのだ、といういじけきった考え。

　強く残っている。心の奥おく──わだかまっている。だが動くべきだとも思う──動かなければ廃はい人じんになる。すでになりかけた自分が感じている。

　正しい選せん択たくなどわからない。なにが正しいのかなどわからない。そもそも正しさを基準にして動いたことなどなかった。おれはヒオリを助けたいという想おもいだけにしたがって動いた。だから裏切り者たちの手助けと知りながら、多数のＭＳを危険にさらすと知っていながら、制せい御ぎよ器官の寄生虫を除去した。おれは己おのれの利益のみを考えて判断をしてきた。

　いまできること／おれにできること──利己主義をつらぬくことだけだ。ヒオリの決断など無視する。彼女がまちがっていると思いこむしかない──でなければおれは死んでしまう。このまま起きあがる気力さえ持てなくなる。それでいいのかもしれない。ただ──

　もう一度会いたい。

　もう一度だけ声が聞きたい。

　手をにぎりしめた。できる。寝しん台だいから身体からだを起こした。痛み──耐たえられる──足を床ゆかへ下ろした。

　Ａ・Ｇが顔を上げた。「どうする？」

「あの娘こを助けにいく」身をかがめた──靴くつはすぐそばにあった。「そういう契けい約やくをしてくれ。おれがあの娘こをとりもどすのに手を貸す。報ほう酬しゆうはそのうちなんとかする」

「こりねえやつだな」

「いやなのか？」

「もちろんかまわないぜ……ほめてやる。半分やけだろうが、いい立ちなおり方だ」

「やけなんかじゃない」

　動かなければ死んでしまう。

「似てるよ。俺もおまえも……結局は同じなんだ。同じものにとりつかれた」

「あんたの事情って──」

「んなことはいいさ。いまはヒオリのことを考えな……結果はわからねえが、もう一回ぐらいは会いにいこうや。それができねえってのは、俺もまちがってると思う」

　丸めてあった実験衣──肩かたにかけた。「わかった」

　Ａ・Ｇは立ちあがり、全身の外がい殻かくを開閉させた。「で、あいつらがどこに行った、ってのはわかるのか？」

　首を振ふる。「ただ、どこかの施し設せつだとは言ってた。〈巨きよ人じん機関〉の暴走した地域に発信できて、設備が充じゆう実じつ、つまり複数のＭＳを設置できる場所となると──」

「多いのか？」

「いや、数は知れてる。大たい抵ていは拠きよ点てんになるどころか、ＭＳをうばわれたぐらいだから」

「残りのどれかってことだな」

「そうなる。工場へもどろう……〈学会員〉ならなにか知ってる」
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　動きだしたおれ。

　夜の工場──守衛はおれの顔をおぼえていた。とりあえず中に入り、適当な更こう衣い室しつに堂々と踏ふみこみ、ボロ布のようになった実験衣を新しいものに着がえた。

　研究区画／生産区画／倉庫区画──たいていの連中は帰宅し、ほかも帰り支じ度たくをはじめていた──どちらにしても労働者と経験の浅い〈学会員〉しか残っていなかった。〈強化人間〉はいない。彼らに守らせる物＝制せい御ぎよ器官は海の彼方かなたへ。残った連中＝船の行き先はおろか、計画の一部すら知らなかった。

　研究区画で残業していた〈学会員〉──「大がかりな研究だ、とは聞いていますが」

「それについて話せる人間は？」

「工場長ですか？　お帰りの時期はわからないそうです」

　計画を知っているやつら＝船に乗りこんで消えてしまった。

　さらに訊きいてまわる──柄がらにもなく威い圧あつ的てきな態度をふりまき／Ａ・Ｇがあきらかな脅きよう迫はくを加える。

「ウィルムット研究室のブレイロックだ」

　立場を強調＝逆効果──東雲しののめはおれの行動などお見通しだった。

　実験室からふらりと出てきた〈学会員〉──「ブレイロックさんにはなにもお話しするな、と言われていまして」

　東雲が釘くぎを刺さしていた。

　周囲＝海側搬はん入にゆう口ぐちを見下ろす四階の通路。建物は港をぐるりと取りかこむような構造になっている。下からは波の音が／船の側面が桟さん橋ばしに打ちつけられる音が／荷下ろしをする人夫たちの声が聞こえている。

　頭を使え／機転をきかせろ──〈学会員〉を見すえる──むりやり肩かたを組んで海のほうを向かせた。沖おきを航行する船の明かり──波間にちらちらとまたたく。

「それは研究や機密に関する話だ。いまは些さ細さいなことを訊きいてる……船の目的地は？」

　居心地悪そうな身じろぎ──とまどい／おびえた目を向けてくる。「知りません」

　質問の方向を変える。

「このあたりにある大たい抵ていの施し設せつからはＭＳがうばわれた。そうだろ？」

　うしろのＡ・Ｇが気になる様子だ──落ちつきなく見ている。

「彼は気にしなくていい。ＭＳがうばわれていない施設はどこだ。αアルフア施し設せつ？　γガンマ施し設せつ？」

　首を左右に──「ＭＳはひとつ残らずうばわれました。うわさですけど」

「ひとつ残らずうばわれた？　それって八体ぜんぶってことか？」

「そう聞いています。本当かどうかは知りませんが」

　おれとＡ・Ｇ──顔を見合わせる。

「大おお騒さわぎですよ。上の人たち……船でどこかへ行ったでしょう？　関係してるんじゃないかって、みんな言ってます」

　陸上船の行き先＝施設ではない？？？

「ならどこに運ぶんだ」

　わからない──わかりそうな相手──Ａ・Ｇの外がい殻かくが目に入る／それで思いだした。

「〈進化論者〉だ。ここにとらわれてる──どこに行けば会える？　知ってるんだろ」

「それは──」〈学会員〉＝迷っている様子だ。

　目くばせ──赤毛の〈強化人間〉がうなずき／一歩前へ──それだけで床ゆかがひび割れる。

　若い研究者はあわてて口を開いた。「いたのは夕方までです。船に移されました」

「陸上船に？」

　うなずく──Ａ・Ｇから距きよ離りをとりながら。「工場長たちと同じ船です」

　パッと浮うかんだ／夕ゆう陽ひをさえぎって浮かぶ巨きよ大だいな船──追い立てられ／中につめこまれる〈進化論者〉──嘉か村むらたち。

「ちくしょう。いっしょに連れていかれたんだ」

　巨体が下を向く。「やられたな」

　東雲しののめ＝おれが〈進化論者〉を解放したがる／実際に解放しようとすることすら考こう慮りよしていた──不安材料はなにひとつ残さない性格。

「つくづく腹が立つ……手がかりなしだ」

「行っていいぜ」Ａ・Ｇが〈学会員〉を解放した──そそくさと／逃にげるように立ち去った。「でもよ、方向はわかってんだ。大体の見当はつくだろ？」

　陸上船はほとんどの住人が見ていた──だれに訊きいても進路だけは知ることができた。

　街から見て北の方向。

「方向だけじゃなにもわからない。北ってことは、海岸ぞいに進むってことだろ？　あの船は水陸両用なんだ……『陸上船』って呼ばれてるけどね。どこで上陸してたっておかしくないし、その場所をつきとめる、なんてのは──」

「不可能か？」

「そうなる」

　安全用の柵さくに体重をあずけた。停てい泊はくしている輸送船や浮ふ遊ゆうするがらくたが見えた。〈進化論者〉たちが乗ってきた小型船は真下だ。七割がた沈しずみ、鎖くさりでなんとか水面に引きとめられている。

　建物全体に等とう間かん隔かくで松明たいまつが設置してある──船や港は非常に明るく照らされている。古代の劇場にいるような錯さつ覚かくに襲おそわれた。

「最悪だ。時間がないっていうのに」柵を強くにぎりしめた。

　この瞬しゆん間かんにもヒオリは八匹ぴきのＭＳと接続され、血を抜ぬかれているのかもしれない。いらだちがつのる──どうすることもできない。

　湾わんに背を向けて柵にもたれた。「なんで海なんだ……」

「航こう跡せきが残らねえ、ってことか」意味もなく腕うでの強化移植をいじっている──じっと湾を見ている。と、ふいに腕を下ろした。「ブレイロック」

「なに？」横目で〈強化人間〉を見上げる。

「ちょっと見ろ。おもしれえもんがおがめるぞ」

　しかたなく柵から背中を離はなし、右手でもたれかかるようにして視線を移した。

　眼下の桟さん橋ばし──大勢の人夫が荷物の積み下ろしを行っている。間を〈学会員〉たちが走りまわっている──積み荷の点検や検けん疫えきを続けている。夜なりのにぎやかさが感じられる。

「右のほうだ」

　言われて首をめぐらせた。陸から運ばれたらしいコンテナの前──小規模な人だかり。

「なんだ？」

　中心で小こ柄がらな人ひと影かげがおどっている──ちがう──あばれている。まわりの人夫たちがとり押さえようとしている。あばれている人物は頭になにかかぶっている。つかまえようと迫せまる連中をはねのけ／蹴け飛とばし／でたらめな動きで逃にげだそうとしている──だが手の自由がきかないらしく形勢は不利だ。近くには妙みように手足の長い人影も見える。騒さわぎ立てる声がわずかに聞こえてくる／断続的な高音──

　妙に手足の長い人影。

　思わず身を乗りだした。「まさか。冗じよう談だんだろ？」

「しぶてえやつらだ」おもしろそうに口の外がい殻かくをゆがめる──内側の歯がむきだしになる。

　カエデとサカモトの二人。あの中にえら男／水先案内人もいるのか。

「〈進化論者〉たちは船に乗せられたって──そうか」

　彼らだけがヒオリの強ごう奪だつに向かった。船の／とらえられた連中とは別行動をしていた。

「よく生きてたもんだぜ」

　人だかりのまわりで腕を振ふりあげ／一人騒ぎ立てている男──黒い礼服姿の商人。

「スケープ！」柵さくから身を離した。「すぐに降りよう。あいつの口を割らせるんだ！」




　　　　４




「おう、ブレイロックじゃないの」スケープ──うれしくてたまらない、という態度で腕を広げた。「大変だったって？　いろいろと聞いたよ」

　親しげに近づいてきた──Ａ・Ｇの姿に気づいた。「それに、ぐるぐる巻きの人も！」

　気色ばむＡ・Ｇ──押おしとどめる。「訊ききたいことがある」

　彼のうしろへ目を向けた。〈進化論者〉の三人──とり押さえられ／ワイヤを厳重に巻かれ／ぬれたコンクリートの地面に座すわらされている──列車で槍やりを撃うちだしていた連中が監かん視ししている。頭に布を巻かれた少女＝カエデはいまだにあばれようともがいている。隣となり＝泰たい然ぜんとしたサカモト。いくぶんぐったりとなった水先案内人。

　サカモトと目が合った。彼＝無表情──だが片方の眉まゆを上げた。

「あの三人は？」スケープにたずねる。

　彼＝ふり返って肩かたをすくめた。「たまんないよ。あやうく列車をこわされかけたんだから──」思いだしたように眉を上げた。「知ってるんじゃないの？　うちのもんが列車でブレイロックを見かけた、なんて言ってたけど。でっかい〈強化人間〉と一いつ緒しよに飛んでいったって」

「そりゃ俺だ」Ａ・Ｇ──むっつりと。

　スケープ──感心したように見上げる。「すごいねえ。にしても、あい変わらず大変なことやってるねえ」

「そんなことはいいんだ。それより──」

「ブレイロック……ブレイロックがいるの!?」カエデがかん高い声でさけぶ／身をよじる／さがしもとめるように顔を左右へ──

「あんたら知り合いなの？」スケープが目を丸くする。

「そうだ。彼らのことも気になる……ただ先に教えてくれ。かなり急いでる」

「いいけど」

「陸上船はどこへ行った？　知らないとは言わせない……情報もあつかってるんだろ？」

　やれやれ、というように首を振ふった。「本当なら料金を請せい求きゆうしちゃうんだけどね」

「早く言えよ」

「知らないの」

　Ａ・Ｇを見上げた──「ぶち殺そう」

「待って！　本当に知らない、ってこともあるでしょが？　僕だってなんでもかんでも知ってるわけじゃないの。くやしいんだけどね」

「知らないわけがないだろ？　最初に会ったときは施し設せつへ荷物を運んでたし、今日だって〈学会員〉を運んでたんだ。完全に御ご用よう達たしじゃないか！」

「その通り、御用達、よく使ってもらってるよ。だけど、だからってなんで船の行き先まで知ってんの？　僕は人と荷物を運んだだけだよ」

　カエデがあばれている。ふと考える──彼女らが知っている可能性──ゼロだ／嘉か村むらですら知らなかった。いや、待て──

〈進化論者〉たちのほうへ向きなおった。「水先案内人！　この街に陸上船が来たんだ。知らないかもしれないけど……行き先を感じられないか？」

　えら男＝無言だ。目を閉じたままでゆっくりと首を振る。

「できるわけないだろ!?」カエデ──かみつくように。「なに図ずう々ずうしいこと言ってる。おまえらにけがをさせられて！」

「そんなに弱ってる……」

　自責の念がふくらむ──つとめて振りはらう。Ａ・Ｇの対応＝逃にげるためにはしかたがなかった。

　思いついた／もう一度スケープに──「じゃあ東雲しののめについては？」

「目つきの恐こわい人？」

「たぶんそれだ。どこで乗せた？」

「βベータ施し設せつからそのまま。あんたらを下ろしたあとでβまで行って、そこで乗せたの」

「施設から乗った？」

　スケープ＝おどけた表情でうなずく。

「あの噓うそつき野や郎ろう……」

　陸上船に乗ったという話、オノフと会ったという話──すべて噓か。おれとオノフが会ったという話──人づてに聞いた？

「おかしいぞ」

　おれが東雲しののめと別れてから列車が施設へつくまで──少なく見積もっても四日はかかっている。列車でカステロ市へ向かうまでの間、東雲はずっと施設にいたというのか。

　東雲はβ施設で四日間もなにをしていた？──スケープの列車──唐とう突とつにひらめく。

「氷だ」

「氷だ？」Ａ・Ｇ──なにを言ってるんだ、という表情。

「氷だよ」スケープに指をつきつけた。「β施設までは氷を運んでた。そうだろ？」

「そうだけど」

「なんではじめに気づかなかったんだ……氷の使い方なんて決まってるのに。あれだけ大量の氷なんだ」

「さっぱりわからねえな。なんなんだ？」

「ＭＳの冷れい却きやくだよ。あいつは計算したら熱を出すんだ──それ以外に考えられない。氷は施設にあるんだろ？」

「そのはずだけどね。また移動させるとは思えないし」

「氷が運びこまれて、そこで使われるってことは──」Ａ・Ｇが組んでいた腕うでをといた。

　思わず口もとがほころぶ。「八匹ぴきのＭＳはそこで使うんだ。……β施設」

　強ごう奪だつの現場を目にした、まさにその場所。
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「問題はどうやって追いつくかだ」Ａ・Ｇ──夜の海を見つめる／赤外線視覚。

「待って。先に彼らのこと……」サカモトたちに注意を向けた。

　カエデ──いつの間にかおとなしくなり、おれたちの会話に耳を傾かたむけている。

　気になった／黒い布──「あの頭は？」

「俺が巻いたんだ」Ａ・Ｇが答える。

「なんでまた？」

「ああしときゃ考えは読めねえ。そういうたぐいのもんらしいぜ」

　スケープは鼻を鳴らして歩み寄った──しばられた〈進化論者〉の前で腰こしに手を当てて立った。「襲しゆう撃げきのあとで列車を停とめたの。そのときに見つけて……男二人はだいぶ弱ってたんだけど、女の子のほうは苦労したよ。布はわざわざはずすまでもないと思って」

「そういうもんなのか……」

「ブレイロック。早くなんとかさせろ！」カエデがワイヤで巻かれた腕を上下させる──樹じゆ脂し錠じようで固定されているようだ。「この裏切り者！」

「眠ねむってもらって、コンテナに入れてたの。それっきり忘れてて、帰りの荷をここで積みこもうと思ったら、こんな感じ」

「嘉か村むらは船に乗せられたんだろ!?　行くんならあたしも連れてけ……あたしたちだってあんたを連れてったんだ。おあいこだろ!?」

「俺からもたのむ」サカモト──はじめて口を開いた。

「気持ちはわかるけどさ……」

　おれはカステロ市襲撃を密告したことで〈進化論者〉たちに借りがある。

　Ａ・Ｇ──おれの顔を見て／あわてたように。「冗じよう談だんじゃねえぞ。こんなやつら」

　首を振ふった。「つれてくもなにも、追いつける方法がないんだ。どうしようもない」

　じっとながめた──思考はまとまらない──「とりあえず頭の布は取ろう。しばってあればなにもできっこない……あれじゃあんまりだ」

「いいの？」スケープが不安げに見る。
















「俺は知らねえぜ」Ａ・Ｇが言う。

　見返すスケープの部下──うなずいてみせた──彼は恐おそる恐る、例の槍やりを使って布を取った。カエデが水を切る犬のように首を振る──茶色い髪かみが炎ほのおを照り返してきらめく。

「まだ貸しのほうが多いからね」じっとおれをにらみつける。

　Ａ・Ｇがつかつかとおれたちの横を過ぎる──この小こ娘むすめとはかかわりたくない、という態度──手の甲こうでコンテナを叩たたいた。「こいつがあるってことは、近所に虫の列車もあるんだろ？」

「もちろん」スケープ──ほこらしげに。

「それで追いつけねえか？」

　スケープは腕うでを組んだ。「無理だろうねぇ。うしろの車をとっぱらっても、せいぜい船の四分の一ってとこだからね。行き先、βベータ施し設せつなんでしょ？」

「何度も行ってるんだろ？」

「結構時間かけて来たからねぇ。準備を合わせてまる二日……もうちょっとかかるね」

「それじゃまにあわない」

　ＭＳ自体の接続はもう終わっているはずだ──あとは制せい御ぎよ器官とヒオリの接続だけだ。それだけやるのに一日以上かかるとは思えない。

「Ａ・Ｇが飛んだら？」

「馬ば鹿か言うな。あの列車程度しか出ねえよ。第一、飛べるのは十五分足らずだ」

「なんとかしてくれよ」スケープの胸むなぐらをつかんだ。「なんでも屋なんだろ？　速い乗り物がほしいんだ」

　彼の部下が血相を変えて飛んできた──スケープが手を上げて制した。

「気持ちはわかるけどね。言ってることがでたらめだ……相手は〈巨きよ人じん機関〉でしょ？」

「あいつはどうです？」スケープの部下──顔を輝かがやかせて海のほうを指した。「あそこにつないだやつ。あいつならいけるでしょう？」

　スケープの顔を引きよせる──「かくしてたな」

「ちがうちがう！　あれは無理なの」

「なんなんだ？」Ａ・Ｇ──興味をそそられた様子。

「蛙かえるですよ。ほら、あそこに船の残ざん骸がいが浮うかんでるでしょ。あれをひいてきたっていう」

「〈進化論者〉たちの船……脱だつ出しゆつ蛙がえるか！」

「なに勝手言ってんの。あいつはあたしたちのもんでしょ!?」カエデが身を乗りだす。

　スケープが手を押おし返し／首をねじ曲げる──カエデのほうへ。「だめだめ、あれは僕たちがもらったんだ。輸送費がわりになにか変わったもの、って話でね。ただ──」

「地上では使えない」サカモト──重い声で。「あの蛙は海上用だ」

「脱出蛙って、あの脱出蛙か？」Ａ・Ｇ──黒い海に目をこらした。

「そうだ。〈進化論者〉たちはあれに船をひかせてた」Ａ・Ｇに──サカモトに。「なんで使えない？　角度と初速を計算して跳とばせれば──」

「だめだね。なんで船に使えてると思ってんの？」カエデが腰こしを落とす。「あいつは空までふっ跳んでいかないように、ちゃんと弱らせてあんの。だから制御だってできてる」

「弱ってる？」

「そうだよ。あんた……」顔色が変わる──おれのひらめきを感じとった。

「なら元気になれば跳べるってことか」

「そんなこと！」青ざめる──カエデらしくもない。

「方法があるってか？」Ａ・Ｇがにやつく──いかにも彼らしい。

「ちょうどいい」腰の箱を開けた──まさかこんなところで役立つとは思わなかった。

　指の間に真っ赤なガラス管をはさんだ。陸上船から飛び降りたあと、ヒオリに散々たのみこんで採取させてもらった血液──目の前で振ふって見せる。

「変異種の細さい胞ぼうを活性化させる。〈学会〉が血ち眼まなこになるような代しろ物ものだ」

「そいつのお話は聞きたいな」スケープ──大いに興味をそそられた様子──残念そうに首を振った。「でもちがうんだ。蛙は使えないって言ったのはそういうことじゃなくて、どうやって動かせばいいのかわからない、ってことなの。どうしても言うこときいてくれなくて、さっきから難なん儀ぎしてて」

「蛙を思い通りに動かす──それだけでいいのか？」ガラス管を落としかけた。

「それが大変なんじゃないの」

　拍ひよう子し抜ぬけ──おれとカエデ──同時にサカモトを見た。
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「まにあうかな……」

　蛙かえるをながめる。うち寄せる波の音が聞こえている。コンクリートでおおわれたコンテナターミナル──錆さびついた鉄の箱がどこまでも続いている。

　気がかり──陸上船がカステロ市を去って十二時間がすぎた。あたりは白しらみはじめ／海と空の境界は桃もも色いろに染まり／いまにも太陽が高く昇ろうとしている。朝がおとずれようとしている。船はもうβベータ施し設せつについているころだ。

　東雲しののめが時間を無む駄だに使うとは思えない──恐おそろしく合理的な性格──到とう着ちやくと同時に作業を開始しただろう。ヒオリの接続には慎しん重ちようを要する／さまざまな予備試験を行っているはずだ──だがそれでさえ数時間あれば完かん了りようする。

　一度ＭＳとつながれたヒオリ──はずすのは危険かもしれない──できるかぎり早く、彼女が接続される前につきたい。

「心配してもしょうがないでしょ」カエデ──うしろからぶらぶらと近づく。

「勝手に人の考えを読むの、やめてくれないか」

「読んでないよ。それぐらい一目見りゃわかる。能力なんてなくてもね」

「そうか。そうだろうな……」

　脱だつ出しゆつ蛙がえる──まばたきをしない目──どことも知れない方向を凝ぎよう視ししている。

　スケープは蛙の提供を承しよう諾だくした──もっともカエデは自分たちのものだ、自分たちに所有権がある、と頑がん固こに主張していた。スケープは〈学会〉がヒオリ一人のために振ふりまわされていた、それほど彼女の血液には価値がある、という話を信じた。さらに血液の特性を聞き、確かに価値があるとみとめた──「蛙はいっぱいいるけど、その血液はちょっとしかないでしょ。いい商売ができるよ」

　彼の出した条件＝「ヒオリの血液を半分提供してほしい」。

　蛙以外のあらゆる費用を／労働力を同時に受けもつと言われた──おれ＝選せん択たくの余地はなかった。血液は半分あればじゅうぶんだと思えた。どのみち彼の協力なしでβベータ施し設せつへ行くことはできない。

〈進化論者〉の三人は「蛙の操作を担当する」という条件で解放された。スケープは彼らに──とりわけカエデに手を焼いており、可能な限り早く〈学会〉に引きわたそうと考えていた。そうしたところで礼金が入るわけではないため、「ブレイロックにまかせる」ことに異議はなかった。

　作業はいまだに続いている。脱出蛙の発射場所は工場の敷しき地ち内に定められた。理由＝蛙の移送には恐ろしく手間がかかり、また蛙に乗るための台をとりつけねばならない。海岸から近く、台をとりつける櫓やぐらが容易に組め、それらを構成する物資が入手できる場所──工場のそば以外になかった。

　敷地の利用──当然のことながら〈学会員〉の承諾が必要になった。「ブレイロックにはなにも話すな」と言われているかもしれないが、勝手になにかやっている分にはほうっておいても問題はないはずだ──カエデの能力を最大限に活いかし／相手の考えを読み／たくみに臨時の責任者をときふせた──そこまでする必要はなかったのかもしれない。

「上が消えたんで、手持ちぶさたになっていたところですよ。手伝わせていただきます」

　脱出蛙で人を飛ばす、などというばかばかしくも強きよう烈れつな計画──惹ひかれない〈学会員〉などいるはずがなかった。

　彼らは発射台の最適な形状を考案し／物資を調達し／あらゆる計算に手を貸してくれた。おれ自身、このときほど真しん剣けんになにかを計算したことはなかった。

「呼んできたぜ」Ａ・Ｇが歩いてきた──背後にはサカモトの姿が見えた。水先案内人だけは傷が深く、いまも工場で治ち療りようを続けている。

　Ａ・Ｇはおれの横にならんだ──腕うでを組んで櫓やぐらを見上げた。「微び妙みようなとこだな。今日の午後が限界だって？」

「たぶんね」

　脱出蛙にワイヤが巻きつけられていく──おれたちが乗るための大型車が固定されていく。錆さびついた内部機構を抜ぬきとり、座席の安定だけを強化した鉄製の箱だ。

　蛙＝おとなしいものだ。櫓代わりのトランステーナーに／積みあげられたコンテナにはさまれて座すわっている。〈学会員〉が／スケープの部下たちがよじ登り、しがみつき、群れながら作業を続けている。しばしばする目でながめる──まる一日以上寝ねていない。

「どうすんだ？」Ａ・Ｇが首を傾かたむける──〈進化論者〉たちのほうへ。

　サカモトとカエデ＝同行して〈進化論者〉解放を行う──蛙の操作と引きかえの条件。

　彼らと交こう互ごに目を合わせた。「ヒオリと嘉か村むらたちはたぶん別の場所だ。ＭＳに〈進化論者〉を近づけたりはしない」

「別行動ってことだろ」カエデ──少しすねたように。

「そうなる」

「それでいいよ。あたしだって、あんたやあの女になんかかまってられない。仲間を助けるのが目的だから」

「それでいい」

　彼ら＝助けにはならない。

「さっき〈学会〉の連中と話したんだ。いろいろと試験はしたんだけど、やっぱり血液の適切な投とう与よ量りようってのがわからない。だから少し多めに投与して、絶対施し設せつまでは行けるだろう、あるいは通りすぎるんじゃないか、ぐらいの勢いでとばそうと思う」

「そりゃ一回の跳ちよう躍やくですませるときの話だろ？」Ａ・Ｇが驚おどろいたように見かえす。「何回かに分ければ微び調ちよう整せいだって──」

「着地した場所が岩山なんかだったらどうする？　蛙にけがでもされたらそこで終わりだ。それに方向や角度の計算もある……跳躍はここでやる一回。それだけですませる」

「それで、なにが問題なの？」カエデ──けわしい表情を向けてくる。

「うまく目的地に降下できることはまずないから、どこかで──つまり空中で離り脱だつしなきゃならない。蛙から」

「飛び降りろってこと？」

「そこでＡ・Ｇの出番だ。飛行形態でおれたちを運んでほしい」

　カエデ──用心深い目つきでＡ・Ｇを見上げる。彼女＝Ａ・Ｇには列車で痛い目にあわされた。

「ただ、どれだけ飛ぶことになるかわからない」

「軽いほうがいいわけだ」Ａ・Ｇがカエデを見下ろす。

「一度おれとヒオリ、それに東雲しののめを抱だいて飛べたんだ。カエデはヒオリより軽いし、サカモトは彼女よりも軽いぐらいだから……いけるだろ？」

「たぶんな」

「カエデたちは？」

「その化け物に抱かれて飛ぶことになる。それでいいか、ってことだろ」

「そう」

「問題ない」サカモトが答えた。

　カエデが苦い顔でうなずく──朝日に目を細める。幼おさない顔が明るい色に染まっている。

　脱出蛙がきらきらと輝かがやく。

「ありがとう。それだけだ」

　まにあってくれ。
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「起きろ」

　Ａ・Ｇが肩かたを揺ゆすっている──息を吐つき／上体を起こし／こめかみを指でもんだ。

「様子が変だぜ。工場の巨きよ人じんだ」

「蛙じゃないのか……」ぼんやりと見まわす──工場内／波打つプラスチックの壁へき面めん。

「とっとと起きろ。ちょっとした騒さわぎになってる」

「騒ぎって？」

「どうってことねえが、蛙どころじゃねえって雰ふん囲い気きだ。俺にはよくわからねえが」

「作業が止まってるのか？」あわててとび起きた。毛布に足をもつれさせる。

「いや。だいたいのとこは終わったんで、あとはスケープんとこの連中がいろいろとやってる。サカモトって野や郎ろうもそこそこくわしいようだ……ただ寝ねてられる状じよう況きようとも思えねえ。出発も近いしな」

「わかった。すぐに行こう」

　中ちゆう途と半はん端ぱな睡すい眠みん──逆に疲つかれがひどくなった──サカモトやＡ・Ｇは眠ねむらないらしい。




　スケープが駆かけ寄ってきた──大げさに蛙をあおいだ。「あれ見て。準備万ばん端たんだって」

　脱だつ出しゆつ蛙がえる──夕陽に照らされてむずがゆそうにしている。不規則にぶるぶると震ふるえている。

〈巨人機関〉のうなり声が不規則に高まり／工場の外壁が震えている──〈学会員〉たちが大声を上げながら走りまわっている。

「それよりこの声だろ。なにがあった!?」

「僕はよくわからないよ。あっちの長い人に聞いて」

　コンテナの上──梯子はしごを使わずに腕うでを伸のばし／地面に手をついてサカモトが降りてきた。

　走り寄る／二メートル隣となりで海が泡あわ立だっている──「なにがあったって？」

　あわてている／彼らしくもない。「巨人があばれはじめた。発信がはじまったらしい」

「とっとと出たほうがいいぜ」Ａ・Ｇが口をはさむ──突とつ発ぱつ的てきな咆ほう哮こうに顔をしかめる。

　うなり声──アルパ市の工場／悪夢がまぶたの裏に再生される──残像が消えない。

　サカモトの服が海風にはためき／火薬がはじけるような音を立てている。

「〈学会員〉たちは原因を調べてる。だがここに残ってる連中はなにも知らない……調べてもわかるようなもんじゃない」サカモトが言う。

「なんでだ？　なんでこんな……施し設せつから離はなれた工場で、巨きよ人じんがあばれるんだ？」

〈巨人機関〉の暴走＝先生の器官を使わなかったために起きたはずだ。

「そのあたりの事情は知らない。だが嘉か村むらが言ったようなことが起きてる」

「嘉村が言ったこと？」

　かん高い声が聞こえた。足の下が揺ゆれた。右手──工場の建物が／壁へき面めんの樹じゆ脂し板ばんが震えた。金属板を叩たたく音＝〈巨人機関〉の巨人が内側であばれている音だ。ひどくなっている。

〈学会員〉が走ってきた──腕を伸ばしてその服をつかんだ。「なにが起こってる!?」

「巨人があばれてます！」

「それはわかってる！」

「いままでで一番ひどいですよ。〈機関〉の箱がやぶれそうだ！」

　鼓こ膜まくがしびれた／生産区画の壁かべが飛んだ──樹脂板の破は片へんが宙にまき散らされた。まわりの連中がいっせいに頭をかかえた。

　凶きよう暴ぼうな音──蛙かえるが驚おどろき／痙けい攣れんし／首に取りついていたスケープの部下たちが落ちた。波が襲おそいかかる──物資の山を突つきくずしながら砕くだける。

　Ａ・Ｇが前に出てかばう──おれとサカモトを。「見ろ！」

　工場の天てん井じようが割れた。赤黒い巨大な塊かたまりがゆっくりと屋根を押おしあげていく──

「巨人が出たのか!?」鳥とり肌はだが立つ。

　屋根がはがれる──脂あぶらぎり／房ふさになった毛もう髪はつが潮風に流れる。貯ちよ水すい槽そうが落下する──海面へと転がる。〈学会員〉たちが這はいずるように逃にげまどう。

　ハッとなった／あの中──「カエデを呼んでこい。早く！」

　だれも聞いていない──スケープはうつぶせになって頭をかかえている。

「おれが行けばいいんだ……」顔を上げて走りだした。地面から突きあげられる／ふらつく／つんのめる。

　巨人が身を起こす／腰こしをまわす──蛙を見て首をかしげる。工場の屋根を越こえる高さ。

「下だ！」〈学会員〉が指さす──生産区画の西せい端たん。別の巨人がはいつくばって首を左右にめぐらせている──建物の裏側からまわりこみ／出てきた。二匹ひき目──三匹目、四匹目の声が聞こえている。

　最初に立ったやつが腕うでを上げた。距きよ離り感かんが狂くるう／とち狂った対比──はるか上空を飛ぶカモメたちが／雲が近く感じられる。巨きよ人じん＝なにかばかでかい板をにぎっている──自分が突きやぶった箱の一部だ。

「ブレイロック！」Ａ・Ｇがさけんだ。視線の先──巨人の腕が動いた。厚さ一〇センチの鉄板が飛んだ／空気が切り裂さかれる／びりびりと震ふるえる──高速回転でおれたちの頭上を通りすぎた。おれ＝思わずその場に倒たおれこんだ。

　鉄板は海面に落ちて何度も跳はね／舞まいあがり／勢いを削そがれることなく沖おきの彼方かなたへ──盛せい大だいな水柱が吹ふきあがる。

「ブレイロックもどれ！　俺が行く！」Ａ・Ｇ──スケープを脇わきにかかえている。

「サカモトと蛙のほうへいってくれ。すぐに跳とべるようにするんだ──巨人が来る前に発射する。蛙を殺されちゃ話にならない！」

「だからって！」

「脱出蛙を守ってくれ。Ａ・Ｇにしかできない！」櫓やぐらのほうに手を振ふった。サカモトがうなずいて動く──Ａ・Ｇ＝一いつ瞬しゆんためらったあとでサカモトに続いた。

　工場の中に駆かけこむ──消えた天てん井じようの上空＝立った巨人が見下ろしている。つぶれた壁へき面めんの亀き裂れつ／その先＝這はいつくばった巨人がじっと見ている。眼球。おれと同じ目線だ──息づかいが感じられる／さけびだしそうになる──ぐっとこらえる。悲鳴を上げる〈学会員〉たちをかき分けて中へ。

　天井が落ちている。目の前で壁かべが倒れた──巨人の足が踏ふみつぶした。ひび割れた黒い爪つめが通りすぎる。垢あかまみれの肌はだ／体毛／肉塊／悪臭──舞いあげられた粉ふん塵じんに目がつぶれかけた。

　別の通路／カエデがいるはずの仮か眠みん室しつ──彼女＝おれの真上の部屋にいたはずだ。

「東雲しののめはなにをやってる……」

　なんのための除去手術だ。これが並へい列れつ接続され／ヒオリの血液を入れられたＭＳの仕事だとしたら──

　ヒオリはつながれてしまった？

　吐き気がこみあげた。それだけのことをやって巨人ひとつろくに制せい御ぎよできない──

　高い天井のすき間──不気味に整列した二匹の巨人──よだれが顎あごを伝い／流れ落ちる。泡あわ立だった粘ねん液えき──コンクリートの上で盛せい大だいに跳ねた／おれの服に染しみをつけた。

「巨人ひとつ……」

『嘉か村むらが言ったようなことが起きてる』

「並列接続──複数の巨人を同時操作している!?」

　信じられない／本当だとしたら──東雲しののめにだまされた──転びかけ／壁を這はう管をつかんだ。自分のやったこと＝とほうもない／とり返しがつかない──結果は想像もつかない。

　階段をさがす──夢遊病者のように──上から小こ柄がらな人ひと影かげが転がり落ちてきた。

「カエデ！」走り寄って抱だいた。現実だ／目の前の現実──

「大だい丈じよう夫ぶ。どうすんの……」腕うでの中から見上げてくる。

　深呼吸／くずれた壁の先をにらんだ──「走れるか？」

「あれと競争？」目だけが上を向く──巨人──あまりにも馬ば鹿かげた冗じよう談だん。

「追いつかれる前に飛んで逃にげる。時間と競争だ」
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　スケープの部下に助けられてコンテナを登る──カエデの手をにぎって引きあげる。

「無事か」Ａ・Ｇ──自分の身体からだと座席をワイヤでしばっている。ひどく窮きゆう屈くつそうにしている。肩かたの外がい殻かくがわずかに蒸気を上げている──彼＝火か球きゆうを吐はきだして巨人の接近をはばんだ。

　のぞき見た。大型車を改装した操縦席──蛙かえるの背中にしっかりと固定されている。先に乗りこんだサカモト＝操作線の具合を確かめている。おれたちのほうを見て安心しろ、というようにうなずく。

　巨きよ人じんの咆ほう哮こう──びくりとなった／フレームで頭を打ちかけた。「行けるのか？」

「あとはあれをぶっ刺さすだけだ」Ａ・Ｇが目線で伝える。

　下──スケープが遠くで手を振ふっている──働いていた連中は半径三〇メートル以内から退たい避ひしている。仕事をやりとげたい連中が不安げに見ている。スケープの位置から蛙の尻しりまで──視線でたどる──極ごく細ぼその管が引かれている。ヒオリの血液が通る道だ。

「早くしろ」Ａ・Ｇがワイヤを差しだす──受けとって一本をカエデへ。

　後部席にカエデとならんだ。座席と身体とをむすびつける──蛙の鼓こ動どうが伝わってくる。

　巨人があばれている。工場の上を転がりまわっている。火の手は上がっていない──思った直後に爆ばく発はつが起きた。爆ばく煙えんの中からあらわれる──巨人の頭部──苦しげに顔をゆがめ、でたらめに空をかきむしる。腕うでがぶち当たった屋根＝内側へ裂さかれる。

　おれとカエデが数分前に足もとを抜ぬけた巨人──さらにもう一匹ぴきとならんで蛙のほうへ近づいてきた。

「こっちに来た！」カエデ──首を突つきだす／手もとがおろそかになる。

「先にしばれ。出してくれ、早く！」

　サカモトが長い腕を振って合図──窓からかろうじて見える──スケープがわかった、というように腕で円を作っている。二匹の巨人が奇き妙みような体勢で歩いている──とても、とても奇妙な光景。巨人たち＝まったく同じ、膝ひざ立だちの姿勢だ。

「まちがいねえな。だいたいはサカモトから聞いたぜ」

　サカモト──〈学会〉の機密など自分には関係ない、ということか。

「いっぺんに複数の巨人を操作できる。そういうことなんだろ？」

「……そうみたいだ」

　二匹が──ちがう──それどころじゃない。四匹が同じ方向に首を振ふっている。同時に／同じ拍ひよう子しをきざみながら工場を破は壊かいしていく。コンクリートの地面がひび割れる。

「これが並へい列れつ接続の効果……」

　本当なのだ。

　巨人一匹の遠えん隔かく操作だとばかり思っていた。成功したところで世界が変わることなどないと思っていた──だがちがった。

　やつらの／東雲しののめの目的＝巨人複数の同時遠隔操作だった。一度は嘉か村むらに指し摘てきされていたというのに、おれはその可能性についてそれ以上考えることをやめていた──ただヒオリのことだけに心をうばわれていたのだ。

　巨人たちが同時に腕を上げた。ふらつき／倒たおれる──安定はしていない。

「でもＭＳの調整は進んでる……」

　ヒオリはつながれた。

「なにが『ぜんぶ話すつもり』だ」

　東雲の噓うそ──いや、噓はついていない。やつは巧こう妙みように複数操作と明言することをさけた。ヒオリに対してもそうなのだろう──彼女だってこの結果を知っていれば彼らに協力などしなかったはずだ。

「管にヒオリの血が入った。動かすぞ」サカモトが線を引いた。

　フロントガラスの向こう──脱だつ出しゆつ蛙がえるが首を上げた。座席が／世界全体が揺ゆれた──〈学会員〉が設計し／スケープの部下が組み立てた『ふんばり台』──蛙が足をのせた。筋肉の緊きん張ちようが感じられる──

「あの巨人もこの蛙も……ヒオリの血で動くのか」

「舌をかむよ」カエデの忠告──小しよう艇ていの射しや出しゆつを思いだす──比ではない衝しよう撃げきが来た。
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　Ａ・Ｇになぐられた──自分が失神していたのだと知った。周囲を雲が流れている。隣となり＝カエデが座席に沈しずむようにして眠ねむっている。

　太陽は沈んだばかり──どのあたりを飛んでいるのか──まるでわからない。身を乗りだしかけて引きもどされた。腹に圧あつ迫ぱく感かん──ワイヤが巻きついたままだ。

「どのくらいたった？」

「自分で見ろ」Ａ・Ｇが天てん井じようからかけてあった水すい槽そうを引っぱる。中が見えるよう角度を変える──透とう明めいな変異種。胃い袋ぶくろを見る／消化の進み具合──約一時間といったところか。単純な腹時計だ。

「順調だ。場所を確かめてくれ」サカモト──進路をにらみ続ける。

「わかった」天井から吊つるされた器具──風速を／速度を／角度を次々と調べる。計算通りとはいかない。だがいい座標にいい速度で向かってはいる。サカモト＝一応座標の計算はしていた──確かく認にんのためにおれを起こしたらしい。

「すぐに準備したほうがいい」風圧で声がかすれる。「あと十分程度で離り脱だつだ。かなり近い場所に降りられる」

「なら用意しな。そっちの凶きよう暴ぼうなやつもたのむぜ」Ａ・Ｇが軽くふり向く。

「わかった──起きろ」カエデを揺ゆり起こした。

　彼女はすぐに目を開けた──その瞬しゆん間かんに状じよう況きようをさとった。「降りるんだ？」

「ああ」座席に巻きつけたワイヤをほどいた。代わりにお互たがいの身体からだをむすびつける──空中で離はなれないためだ。

　サカモトが溶よう液えきの瓶びんをにぎりしめた。割れば蛙かえるとの接合部分がすべて溶とける──おれたちは空中へほうりだされる。

「いまこいつがあばれたら……」尻しりの下＝脱だつ出しゆつ蛙がえるの力強い鼓こ動どう。

「大だい丈じよう夫ぶだ」サカモト──感情のない声で。「合図してくれ」

「わかってる」腹時計をにらみつけた。いやな時間が流れる。隣でカエデが身を固くする。頭の中がしびれる。変異種を利用した計器──微び妙みような泡あわの動き。

　息を吸いこむ──まだだ──いまだ／行け。「サカモト」

「本番だ」Ａ・Ｇ──首を背もたれにつける／覚かく悟ごしたように。

　サカモトが瓶の蓋ふたを開ける。凝ぎよう固こした樹じゆ脂しに酵こう素そが流される──窓の下──樹脂の表面がゆらりと揺ゆれたように見えた。

　直後に車体が揺れた。天てん井じようが飛んだ／フレーム全体が飛んだ／観測器具が押おし寄せてきた──座席がそろって投げだされた。

　浮ふ遊ゆう感かん──蛙がはるか下へ──同じ間かん隔かくを／慣性をたもちつつ飛行する。
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　視界の中──世界の上下が次々と入れかわった。目の前を腹時計の透とう明めい生物が通りすぎた。追いかけるように水すい槽そうが中身をふりまきながら落ちていった──身体からだを安定させようと手足を振ふりまわし／無む我が夢む中ちゆうでもがいた。

　地上の川が視界を横切った──一いつ瞬しゆん前よりも太く思えた。離り脱だつしたとき、蛙は放物線の天頂をすぎていた。おれたち＝急速に落下している──

「Ａ・Ｇ！」

　早くつかまえろ──蛙が脚あしを伸のばして飛んでいる。サカモトが直立姿勢で飛んでいる。カエデがおれ以上にあばれている／わめき散らしている。Ａ・Ｇの姿をもとめる──

　実験衣を引っぱられ／うしろ襟えりをつかみあげられた──別の腕うでがおれの胸にまわされた。襟をつかんでいた腕が離はなれた。ぐいと引かれる──真横にサカモトの胸が来る。

　首をひねった／Ａ・Ｇの顔を見上げた。「遅おそい！」

「あばれるからだ。あぶなくて近づけやしねえ……特にこの女だ！」

「うるさい！」カエデ──サカモトの向こう側から。

　Ａ・Ｇ＝聞き流す──サカモトに。「あんたは持ちやすいな」

「そういう体形だ」

「知ってるよ」

　Ａ・Ｇ＝一度羽根の動きを止めた。滑かつ空くうする──身体の向きを安定させる──一気に高度を上げる。彼の腕がおれの胸に食いこむ／呼吸ができなくなる──上じよう昇しようがやんだ。

　荒あらい息をついた。新しん鮮せんな空気をむさぼるように吸いこむ。

「どのあたりだ？」Ａ・Ｇの顎あごが下を向く。

「待ってくれ」

　眼下の景色──さっきの川は後方に去った。いまは貧ひん相そうな山脈と麓ふもとの荒こう野やだけが見える。

「ブレイロック、あれ！」カエデが指さす──針路から右にそれたあたり──光の集合。

「街!?」
















「よく見て！」

　赤い光が荒あれ狂くるっている──黒い影かげがかろうじて見分けられる。動いている／光をさえぎってちらちらと横切る。この距離から見分けられる。

　一瞬でよみがえった──炎ほのお／崩ほう壊かいする工場／迫せまり来る口こう腔こう／醜しゆう悪あくな手──

「巨きよ人じん……あそこでも〈巨人機関〉がやぶれてる!?」

　樹じゆ海かいにほぼ接している街──沿岸都市と呼ばれている。〈学会〉の工場がある街ではない。〈学会〉が〈巨人機関〉を売ばい却きやくしている都市国家のひとつだ。

「並へい列れつ接続。ああいうことができる……」

　世界中の〈巨人機関〉がいっせいに動きだす。〈学会〉が自由にあやつることができる。大量の巨人が群れをなし／砦によじのぼり／都市を破壊し／すべてを踏みつぶしながら歩く──〈教皇領〉ですら侵攻することができる。

「おれがやったんだ……」

　中ちゆう核かく部ぶ分ぶん──制せい御ぎよ器官の寄生虫除去。

「おれのせいで……」

　街が燃えている。カステロ市の工場は破は壊かいされた。死人が出ているかもしれない──

「ちゃんと前を見てろ！」Ａ・Ｇの声──頭の中に突つきささる。

「すまない」首を振ふった。

　いまはヒオリのことだけを考えろ──助けだし／ＭＳへの血液供給を断たち／自分がしたことのおとしまえをつけろ。

　目を上げて前方を見わたす──どこまでも続く黒い塊かたまり──旧都市の廃はい墟きよ。

「前だ。前方少し右……もっと右だ！」

　Ａ・Ｇの身体からだが大きく旋せん回かいする。わずかに高度を下げる──針しん路ろの微び調ちよう整せいを行う。

「合ってんの？」

「建物が見えてくる」腕うでを上げて指さした。「森の上にいろいろと出てるだろ。それがたくさん集まってるあたり──あそこ自体が施し設せつってわけじゃない。あの中のどこかだ」

　Ａ・Ｇは恐おそろしい速さで飛んだ。羽根による飛行速度に蛙の慣性が足されている。列車から飛んだときよりも速い──首を曲げることができない／呼吸さえ困難。

　なんとか薄うすい羽根を見上げた。バリバリと音を立てている──片側五メートルの薄うす膜まくが目に見えない速度で動いている。

「もつのか!?」

「わからねえ。ただ〈学会〉のやつらに薬を何本か打たせた。あとは筋肉の強化だ──羽根のつけ根に何キロか。かなり増量してある」

「ならいけるんだろ!?」カエデが横顔を向ける。

「その分、いくつか武装をはずした。賭かけだぜ」

　前方に重なっていた雲──左右に分かれた／唐とう突とつに視界がひらけた。

「あれだ！　何本か線が見えるだろ──左から食いこむような感じだ！」

「なんなの!?」

「陸上線の航こう跡せき。やっぱりβベータ施し設せつで合ってた！」

「いまさらなに言ってんの。行き先は自信あるって!?」

「うるさいな！　わかりにくいけど、あのでかい塊だ。環かん境きよう建築が四つ集まってる場所。施設はあそこにある──もうちょっと下げられるか!?」

「まかせな」

　あっという間に密林が／腐ふ敗はいした環境建築が迫せまる──ほんの一〇メートル下を流れはじめる。背の高い建築物が眼前にあらわれた／Ａ・Ｇはくるくるとまわりながらよけた。

　気分が悪くなった──目をしばたたかせて吐はき気けをこらえた。「遊ぶんじゃない！」

「遊んでんじゃねえ。……ちょっと下げすぎたか」上じよう昇しようをかける。「で、どうなんだ？」

「いま見てる」

　密林につけられた筋＝どれも新しい。最近の跡あと＝ヒオリと東雲しののめを乗せた船の航跡──月明かりしかない／見分けられない。直前に東雲たちが通ったはずだ──そうでなければとり返しがつかない。

「くそっ。わからない！」

「もう施設だぜ。さっき言った四つ」

　おれと東雲が船団と出くわした場所／おれが船に飛び乗った場所──後方へと流れる──白い建築物＝ヒオリが飛び降りた場所だ。

　あんな無茶な芸当ができた理由＝特別な血を持っていたためか。変異種の細さい胞ぼうを活性化させる血液──知的変異種である彼女自身をも活性化させた？

　四つあった航跡がひとつになった──進路が重なった。βベータ施し設せつを訪おとずれた船団／その行き先──そこにヒオリがとらわれているはずだ。

「先のほう、なにが見える!?」

　Ａ・Ｇは視力を強化している。

「待て。少し上がる」

　高度を上げた──前方をにらんだ。「航こう跡せきが消えてるな。ありゃなんだ？」

「どうしたの？」カエデが目をこらす。

「まっすぐ地下にもぐってる」

「地下か」考えをめぐらせる。

　β施設＝ＭＳを八匹ぴきも収容することはできない。強ごう奪だつだと考えた光景＝ただの移送でしかなかった──β施設の人間は東雲の側についていた。彼らは施設から近い場所に適切な空間を見つけた？

「移送先はそこだ。まちがいない！　旧都市の遺跡は上よりも下に広がってるんだ！」

　木々と廃はい墟きよの先──Ａ・Ｇの言った穴が見えた。手前の木々が広く荒あらされている──船が方向転てん換かんをした跡あとか。改造された陸上船＝無限軌き道どうのような動き方をする。

「光だ。穴の中……船もある！」カエデ──首を思いきり前へ。

　四隻せきが停てい泊はくしている。保守・点検の光──恐おそろしい広さだ。最大級の環かん境きよう建築がすっぽりとおさまる。地上に黒い異世界があらわれたようにすら感じられる。

「どうすんだ。一度降りてこっそりと行くか？」

「馬ば鹿かじゃないの!?」

「そんなひまねえってんだろ？」

「あたり前だ！」

　Ａ・Ｇ＝はじめからわかっていた、とでも言いたげな表情──「なら突つっこむぜ」

　高度を下げる──ぐんぐんと木々が／廃墟が／光が近づく。視界の中で船がふくらむ。さらに加速する──一気に穴の中心へ飛びこむ。
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　無数の松明たいまつが／蛍けい光こう塗と料りようが空間を照らしている。巨きよ大だいな船がならんでいる。めまいを起こしそうな光景──元の用よう途と＝恐おそらくいまと同じ、船のための発着場だろう。百年前はあらゆる船が垂直に空へ昇のぼれたと言われている。天井の穴＝もとから開いていたものか。

　光を反射する膨ぼう張ちよう有ゆう機き材ざい＝あまり腐ふ敗はいしているように見えない──この場所がえらばれた理由か。部分的に補強の跡あとが見える。壁かべがくずれないよう網あみが張られている。

　さらに近づく。

　距離感が狂う──甲かん板ぱんの上に／繫けい船せん場じように／宙にめぐらされた足場の上に米こめ粒つぶのような〈学会員〉たちが見える。光が尾おをひいて流れる。米粒が豆粒に／拳こぶしの大きさになる──驚おどろく彼らの顔が見えるようになる。

　船上での様々な作業──中断される。方々で声が上がる。

　Ａ・Ｇ──かまわずに船の舳へ先さきをかすめ過ぎる。

「このあたりでいい！」サカモト──不気味に首を曲げる。「俺の仲間たちは船だろう。やつらは目的があって連れてきたんじゃない。わざわざ移すような手間はかけない」

　船を見た。「ことが一段落するまでは船倉に入れっぱなし……そんなところか」

　変形し／胸に沈しずみこんだＡ・Ｇの顔──わずかに下を向く。「端はしのやつでいいな？」

「それでいい。サカモトと同時にはなして！」カエデ＝はやる気持ちを押おさえきれない。

　二隻せき目の甲かん板ぱん──ぎりぎりで真上を通りすぎる。宙の足場を次々とよける。〈学会員〉の集団に突つっこむ──連中は驚き／あわて／両側に分かれた──何人も倒たおれた。

「下ろすぜ」一隻せき目のかなり手前──Ａ・Ｇが腕うでを広げた。

　カエデとサカモトが離はなれる。一いつ瞬しゆん、時が止まったように感じられる──二人が慣性で前へ──放物線を描えがいた。

　カエデが転がりながら甲板に落ちる。サカモトが両手両足を広げ甲板の上をすべる──くるくるとまわり／邪じや魔まなものをはねとばす──小しよう艇ていの変異種を思いださせる。

「本番の本番だ」Ａ・Ｇ──楽しんでいるかのように。

　壁かべ際ぎわで縦にまわった。天地が目の前を流れた──きりもみ状態で二隻目にもどる。船せん首しゆ楼ろうを越こえる。倒れたままの〈学会員〉へ突きすすむ──

「どうする!?」

「ヒオリの場所だろ？　直接訊ききゃあいいんだ」

　Ａ・Ｇ──通りすぎざまに空いた腕を伸のばした。〈学会員〉の服をつかんだ──ぐっと引き寄せる／悲鳴をあげる相手の顔がおれの真横へ。

「いい考えだ」つばを飲みこむ──男の顔を無理矢理自分のほうへ向かせる。「ヒオリはどこだ!?　女の子──ＭＳでもいい。ＭＳの場所は!?」

〈学会員〉＝半はん狂きよう乱らんになっている。カステロ市で調達した鎮ちん静せい用ようのスパイク──男の首に打ちこんだ。

「ＭＳはどっちだ？」

　男が狂ったように目を動かす／ＭＳをさがす──Ａ・Ｇが天てん井じよう近くで急制動をかける。

〈学会員〉──自分の位置を把は握あくした。震ふるえる指を下に向ける。三隻目の艫ろのあたり──ＭＳがならんで入れる幅はばの通路。

　Ａ・Ｇが壁ぞいに下りた──床ゆかに激げき突とつする寸前で九十度曲がった／床ぞいに飛んだ──

「入ってからはどう行く!?」さらに吐はかせる。

〈学会員〉──腕を何度も前に突きだす／憑つかれたような動作。

「まっすぐだな？」

　憑かれたようにうなずく。

「利り口こうだよ」Ａ・Ｇが曲がった。頭が下に来た──男を別の集団の中へほうり投げた。悲鳴が上がる／血の気の失うせた顔が見える／逃にげまどううしろ姿が遠ざかっていく。

　回転をくり返し／もとの進路へ──入り口の中へ。

　通路内の暗さを感じた──とたんに炎ほのおがふくらんだ／かわしきれない。

　右の羽根が炎に包まれた／激しく揺ゆれながら天井に激突した／Ａ・Ｇの腕うでが離はなれた。

　おれ──左腕の骨が折れた──床へ落下する。息が止まる。一いつ瞬しゆん世界がまっ暗になった。

　隣となりでＡ・Ｇが変形を解除した。立った／おれの腕を引いて立たせた。「平気か？」

　有機材の壁かべで身体からだを支えた。正面に四人……五人の〈強化人間〉が見えた。

「さっきの火──」

「あいつらだ。俺たちを排はい除じよするつもりだろうが……見てな」

　Ａ・Ｇがほえた。肩かたから次々と火球を吐きだした──床を砕くだきながら走る。

　口から無数の毒針──扇おうぎ状じようにばらまく。腕から羽は虫むしを射しや出しゆつする。

　肩から煙けむりを出している〈強化人間〉──またなにかを撃うちだそうとしている──先にＡ・Ｇが右腕を撃ちだした。

　腕が空を横切る／〈強化人間〉の顔面に指を食いこませる／引きもどされる──相手の身体を引きずりたおした。

　Ａ・Ｇのつま先から刃はが飛びでた。跳ちよう躍やくし／壁を蹴けった──空中で回転をはじめた〈強化人間〉──横から蹴とばした／肉片が勢いよく飛び散った／そこら中の壁にはりついた。

〈強化人間〉が落下する。いやな音を立ててつぶれる。着地したＡ・Ｇが踏ふみつける。

「うしろだ！」反射的にさけんだ。

　鎌かま状の生体武器が飛んだ／後方から──Ａ・Ｇがふり向く／まにあわない／背中に突つきささった。Ａ・Ｇの身体からだ＝五メートル以上飛ばされた──壁へき面めんの有機材を盛せい大だいに砕くだいた。

「Ａ・Ｇ！」

　外がい殻かくのすれる音──ふり返った。さらに大勢の傭よう兵へい──おれたちのほうへ。

「あんなにいたのか……」立ちつくす。

　βベータ施し設せつで見かけた数──ＭＳの運うん搬ぱんを指示し／その場の護衛に立っていた──確かにそれなりの数を見かけた。

　倒たおれたＡ・Ｇに〈強化人間〉が迫せまる──Ａ・Ｇの前で腕を上げた／外殻がつぎ目から両側へ分かれた──内部＝刃状の突とつ起きが無数にならんでいる。口のように見える。

「ちくしょう」Ａ・Ｇのほうへ走った──Ａ・Ｇの腕が動いた／〈強化人間〉の足首を引っぱった／相手が倒れる反動で起きあがった──足首は離さない。

　そのまま持ちあげた。殺さつ到とうする〈強化人間〉たちに向かってほうり投げた。同時にふり返り／口から溶よう液えきを吐はいた──おれの背後にいた傭兵＝顔を焼かれて転げまわった。

「先に行ってるか？」Ａ・Ｇ＝一いつ瞬しゆんで飛行形態へ。〈強化人間〉の群れへと突っこむ──中心で解除／刃のついた足を上下させる──血しぶきが舞まい散る。

『先に行ってるか』──ここは自分にまかせろ、という意味だ。

　われに返る／おれ──確かに足手まといだ──おれが彼を巻きこんでいるというのに。

　傭兵の数＝不明。時間が経たてば経つほど数の少ないおれたちが不利になる──ヒオリは血液を抜ぬかれ続ける。

　考えた──数秒。「わかった。ここはたのむ！」

　やつらを引きつけてくれ──そして逃にげて、またおれたちを空へと運んでくれ。

　通路の奥おくをめざした。Ａ・Ｇがおれを追い抜いて飛んだ──旋せん回かいし／〈強化人間〉をなぎたおし／道を切りひらく。そこを走り抜ける。

　横から二人出てきた。後方から粘ねん液えきの塊かたまりが飛来──二人の顔に命中。

　耳の奥／ヴン、という音──連中の顔が羽は虫むしの群れに包まれてまっ黒になった。もがき／半はん狂きよう乱らんになって顔をかきむしる──その間をすばやく駆かける／前だけを見て。

〈学会員〉はまっすぐ行けば着けると言った──噓うそである可能性＝限りなく低い。巨きよ大だいなＭＳの運うん搬ぱん＝限りなく骨が折れる──それほど奥まで運んだとは思えない。
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　壁かべは上へ行くにしたがってゆっくりと湾わん曲きよくしている──天てん井じようとの境界はない。壁全体が発光している。無数にはりついた薄うすく巨きよ大だいな板──割れて地面に破は片へんを落としている。

　数人の〈学会員〉が立ちどまっている。全身血だらけのおれを見て目を丸くしている。

　正面＝奥へ続く通路──いま通ってきた場所よりはいくぶん小さい。さらに左右──奥にある空間を抱だくように／ゆるやかに湾曲しながら続いている。どれも幅はば二〇メートル、高さはその一・五倍以上ある。ＭＳを通すにはじゅうぶんすぎる広さ。

「どれだ……？」

　迷った／〈学会員〉たちに訊きくか──面めん倒どうだ──勘かんを信じろ／なるようになれ。

　正面の通路をえらんだ。少し暗い。下へと傾けい斜しやしている──先に出口らしい明かりが見えている。左腕うでの感覚がないことに気づいた──スパイクを三本いっぺんに刺さした。

　通路＝元々なにかの搬はん入にゆう路ろだったらしい。左右に枝分かれした入り口／空間／別の通路──無視する。つき進む。下くだり坂で勢いを得る──つまずきかけた／広い場所へ出た。

　異い臭しゆうが鼻をついた。競技場のような場所だ。地面＝少し弾だん力りよくのある有機材が敷しきつめられている。妙みような光こう沢たくがある。すべりやすい／ぬれているらしい。

　向こう側の端はしがかすんで見えるほどの空間──前世紀の娯ご楽らく施し設せつかなにか。階段状になった壁がかこんでいる。さっきの湾曲した通路＝恐おそらくこの壁の外側をまわっている。天井＝うす暗く、どの程度上にあるのかわからない。だが細く何十メートルもあるような通路が宙を無数に／格こう子し状じように行き交かっていることはわかる。こちらはあとから作られたものだ。

　走った。この中にＭＳがあるのか。正面＝いびつな物体──そこら中に／無数に転がっている。突つっきろうと近づく──遠近感にだまされた／大きい／頭上高くそびえる／それぞれが五メートルを軽く越こえる──思わずさけびかけて／のみこむ。

「こんなこと」

　吐はき気けをもよおす臭しゆう気き──光景。いびつななにかの正体。

　死体──血だらけになり／身体からだを折りまげた巨きよ人じんたちの残ざん骸がい。何匹びきかがつかみ合い／かみつき合い／積みかさなるようにして死んでいる──壮そう絶ぜつな格かく闘とうの跡あと。〈巨人機関〉が暴走したときに／ＭＳ単体による制せい御ぎよが失敗したときに発はつ狂きようし、殺し合いを演じた？

「そうかよ……」

　世界中に出荷されている〈巨人機関〉の生産場所──どこかの工場だとばかり思っていた。具体的な量産方法については考えたこともなかった。なにか方法があるのだろう、としか考えていなかった──ほかのさまざまな生産品と同じように──あまりにも日常的な／ありふれた存在でしかなかった。

　ここだ。

　ここで巨人の幼生を培ばい養ようし／箱詰づめにして各地へ出荷していた。周囲の死し骸がい＝工場であばれていたものよりも少し小ぶりに見える。完全に成長するまではここで放はなし飼がいにしていた、ということか。

　巨人の生産／〈巨人機関〉の出荷と今回の遠えん隔かく操作計画──はじめから連動していた？

「まさか……」

　だとしたら〈学会〉＝「科学の復興を目的とする集団」だとは言えない──侵しん略りやくの道具を生産し／各地の都市内部にそれを設置し／いつでも使えるようにしていた──そうなるように準備を進めていた。世界の転てん覆ぷくをはかる集団？？？

　空気の流れを感じた。まわりに目をやった。

「冗じよう談だん……」

　見まちがい──ではない。床ゆかが震ふるえた。一匹ぴき、二匹と周囲の巨人が動きはじめた──少しずつ、ゆっくりと顔を上げる。内臓の／心臓の動く音が聞こえる。生きている。

「並列接続!?」

　カステロ市の巨きよ人じんをあばれさせた周波数──いままた、この場所で効果をあらわそうとしている。これだけ傷つき／一度は倒たおれた巨人たち──ふたたび立ちあがろうとしている。

　巨人たちが地面に手をつく。首をもたげる。次々と上体を起こす──うつろな／なにも見えていないような表情。うなり声が高まり／広大な空間を埋うめていく。

　巨人たちが腰こしを持ちあげる。足の裏を地面につける。よろめきながらも立ちあがる──目の前の数匹が足をもつれさせて転ぶ。頭を地面に激げき突とつさせる。それでもまた立ちあがろうと動き続ける。

　無数の植物がいっせいに芽を出し／成長をはじめたような光景──こちらは何倍も速い。ほとんどすべての巨人が立ちあがった。わずかに前かがみの姿勢で同じ方向へと進みはじめた。

　おれが入ってきた通路をめざしている。外に出ようとしている──本能的に？　東雲しののめたちがそうさせている？──恐おそろしい想像がふくらむ。

　この施し設せつの巨人＝これだけではないかもしれない。ざっと見まわす──五百以上は確実にいる。外に出てぞろぞろとならんで歩く姿──背筋が寒くなった／まさに悪夢だ。

　前から巨人たちが迫せまってくる。おれ＝意識している──だが足が動かない。十倍の背せ丈たけを持った生物が群れをなして動く──ただただ見上げることしかできない。

　頭上の通路から声──〈学会員〉が二人。必死で逃にげろと呼びかけている。そうするべきだ。つばを飲みこんだ／飲みこむことができた──自分の意思で動くことができた。

　ヒオリの接続をはずせ。

　左右を見やった。両側の壁かべ／そこに開いた裂さけ目──絶望的に離はなれている。まっすぐ対面をめざすよりは近い。だが巨人の前を横切る気にはなれない。

　風を感じる。巨きよ人じんの息づかいを感じる。地じ響ひびき／巨人が足を踏ふみならす音──近づいてくる音。すでに背後の巨人は入り口へとたどりついている。

　真横で巨人たちが転げる。弱り／動き自体はのろく／密集しているわけでもない──だが一歩でとてつもない距きよ離りを進む。

　目の前＝長さ三メートル近い足の裏が迫った。

　あわてて横に転がった。別の足に踏みつぶされかけた。さらに声／上──〈学会員〉たちが分子ワイヤを投げてくれる。極ごく細ぼその糸が空気を切り裂さいて跳はねる。

　つかめない。さらに手を伸のばす。ワイヤが大きく揺ゆれる──巨人にからまって引かれ／〈学会員〉のほうが落下しかける。もう一人が別のワイヤを下ろした──こんどはつかむことができた。即そく座ざに巻きつけた──胴どうに／脇わきの下に。

　身体からだの力を抜ぬいた。引っぱられるにまかせた──二人がかり──それでも苦労している。頭でっかちの〈学会員〉たち。息を切らしている──その声が近づく。

　膚ふ板ばんをすり傷に貼はった。自じ己こ治ち癒りよう促そく進しん剤ざいを飲んだ。足の下──背を曲げた／背を伸ばした巨人たちが黙もく々もくと歩き続ける──足の先が一匹ぴきの髪かみに触ふれる。

　目の前＝〈学会員〉。肩かたをつかまれ／引きあげられる──細い通路の上に転がる。柵さくは片側しかない。あやうくまた落ちかけた。

「助かった」

「なにを考えてる!?」〈学会員〉が脇に手を入れ、立ちあがらせてくれる。

　自分でワイヤをほどいた。いますべきこと──「教えてくれ。ＭＳはどこだ？」

　いぶかしげな表情で顔を見合わせる──なんだこいつは、という雰ふん囲い気き。

「ブレイロックだ。東雲しののめの同どう僚りよう……」

「制せい御ぎよ機関の？」

　足場が激しく揺れる。巨きよ人じんたちが走っている。

「そんなことはいい。ＭＳはどこだ!?」

　二人＝判断がつきかねる、という表情で奥おくを見た──正面やや左だ。

「ずっと奥だな？」

　とまどう〈学会員〉──相手にするな。手すりを持ちかえ／一人の身体からだをよけて走った。

　脆ぜい弱じやくな空中回かい廊ろうが上下に揺れる。飛びはねるようにして曲がり／別の通路を越こえ／階段状の観覧席らしき場所へ。眼下＝巨人たちは大方が去った──搬はん入にゆう路ろ付近で押おし合い／もみくちゃになり／ふたたび殺し合いを演じている。すべてがゆっくりとしている。ゆっくりとした動き──血の流れ／噴ふん出しゆつだけは速い。

　調整は終わっていない──混乱を生みだすばかり。統制された恐きよう怖ふはまだだ。

　有機材の床を踏ふみぬく。気にせずに破は片へんを蹴けとばし／乱雑に積まれた巨大な容器の横を過ぎる──恐おそらくは巨人たちの飼し料りよう。粘ねん液えき状じようの物体がこびりつき／したたっている。

〈学会員〉が示した通路に入った。ゆるやかな湾わん曲きよく──いくつかの枝分かれ──まちがえたのではないか、という不安──

　消しとぶ／思考が一いつ瞬しゆんで消しとぶ。
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　認識する──ヒオリの姿。

　それ以外になにも見えない。思考が消えてひとつの映像だけが残った。

「ヒオリ！」ふらつき／転びかけながら走る──少しでも近くへ。

　視界に映うつりこむ／半球状の空間──聖堂のような空間。直径五〇メートルを越こえる。通路＝中空に／壁かべから中心に向かって作られている──巨人の養よう殖しよく場じようと同じように。

　壁にそって八匹ぴきのＭＳが配置されている。通路からは身体の上半分だけがのぞいている。

　やつらのまわりには〈学会員〉がはりついて作業している。スケープの運んだ氷がすえられている。氷からＭＳへ無数の管──氷で冷やされた水が循じゆん環かんし／ＭＳを冷れい却きやくしている。

　壁がぼんやりと発光している。それらをおおいつくすように大量の神経繊せん維いが這はっている──床から天てん井じようの中心へ。その先＝地上の発信機関へ。床側の端はし＝ＭＳへ──脊せき髄ずいから計算結果をくみだす。神経繊維が不規則に脈うつ。空間が不気味な明めい滅めつをくり返している。

　正面／空間の中心。

　わずかに高くなった場所──ヒオリ。

　下に大勢の〈学会員〉が群がっている。呆あつ気けにとられた顔でおれのほうを見ている。

　ヒオリ＝拘こう束そくされている。固体とも液体ともつかない物体に埋うめこまれている。物体の一部が浮うきあがり／彼女に舌のようなものを巻きつけている。彼女の腕うでからは下に向かって管が伸のびている──数えきれない──ＭＳへと血液を送っている。別の変異種＝輸血量を調節するための装置か。

　管がびくんと震ふるえた──赤い色が目に映った。認識した。

　おれ──なにかがはじけた──わけのわからない言葉を口走った。さけんだ。金切り声を上げた。ただ闇やみ雲くもに走った──彼女へ。

　あの管を引き抜け。

「ブレイロック！」オノフの声。

「来るな！」東雲しののめの声。

〈学会員〉たち──とまどいながらも前に出てきた。次々と腕を伸ばした。おれを引きとめようと壁を作る──それを押おしのけ／蹴けりつけ／手を振ふりほどこうとあばれる。

　前へ。

「どけ！」

　限界──三人目まで。だれかの腕が首にからみついた。手の自由がうばわれた。頭の奥おくで光がちらちらとはじけた──頭を床ゆかに押しつけられた。背中に強い圧あつ迫ぱく感かん。

「はなせ！」ほえた──無意識に。上を向いた。連中をにらみつけた。もがき／あばれた。離はなれた位置──見なれた相棒が見下ろす。隣となりにオノフが立っている。

「東雲！」頭を突つきあげる。

「来てもつらくなるだけだ」やつが近づく──真上から哀あわれむような目を向けてくる。「来ないほうがよかった」

「後こう悔かいするよりもましだ！」

「後悔したほうがまし、ということもある」彼はヒオリの身体からだを見上げた。「少し前につないだ。いまのところ彼女に問題はない。ほかに関しちゃ知っての通りだが」

　オノフが腰こしに手をあててならんだ。「おまえはついてねえんだよ。昔からそうだった」

「よけいなお世話だ。それより管をはずせ……ずっとつないどく必要なんてないだろ!?」

「いまはずせば逆に危険だよ。それぐらいわかってるだろ？」オノフ──ため息まじりに。

「ちくしょう」一いつ瞬しゆんの隙すき──身体をひねった／からみつく腕うでをふりほどいた。ずっとやりたかったこと──おどりかかった／東雲の顔をなぐりつけた。

　二発目／腕をうしろへ──〈学会員〉につかまれた／きつくひねりあげられた。

　両脇わきを固められた。膝ひざを床につけさせられた。髪かみをにぎられ／上を向かされる。

　東雲──頰ほおを押さえながら、オノフに手を借りて立ちあがった。しかたない、というように首を振ふる。「偉い大だいな事業なんだ。本来ならおまえだって心をうばわれた」

「なにが偉大な事業だ。おまえは言わなかった……おまえらは巨きよ人じんの遠えん隔かく操作をやろうとしたんじゃない。世界中に散らばった〈巨人機関〉の遠隔操作をやろうとしたんだ」

「そのほうが偉大だと思わないか？」

「それは科学じゃない。目的が不純だ──ただの利己主義だ！」

「先に技術的な進歩ありきだ。今回は派生する利用法が同時に来たが……それにしたってどう使う、なんて案があるわけじゃない」

「先走るなって」オノフ──おれをなだめすかす。

「東雲しののめは街を見たのか？　巨人の解放された街がどうなるか、いまどうなってるか。自分がなにをやろうとしてるのか──」

「やってることは理解してる。犠ぎ牲せいはつきものだ」

「おまえがなにを犠牲にしたんだ!?」

「ブレイロック」頭上から呼ばれた──この場にそぐわない異質な声──ヒオリの声。

　首を横に曲げた。信じられない思いで見上げた──漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

「意識があるのか？」

「さっきから聞いてる。それが彼女の希望なんだ」東雲が答える。

「なにを考えてる!?」あばれる／動けない。「自分の身体からだから血を抜ぬかれて──動くこともできなくて、それをずっと見てるだと!?　それがどんなに残ざん酷こくなことか！」

　オノフが肩かたをすくめる。「俺おれ達たちを責めるなよ」

「また……こんなとこまで追いかけて」ヒオリが目だけを動かす──ＭＳたちをながめる。

「おれが言いたい。なんでこんなとこまで来たんだ？　なんで意識があるままで!?」

「逃にげまわるのはいやだった──」

「それは前に聞いた。でもいまの状じよう況きようとは関係ないだろ!?」

　おれを見て笑えみを浮うかべた──決して笑わなかったはずのヒオリ。彼女らしい挑ちよう戦せん的てきな笑顔。船に乗るときに見せたまなざし──まちがいない。

「わたしはきみが思ってるよりも強いの。あきらめたり、未来を人にゆだねたりしない」

「なにを言ってるんだ？」

　あの笑み──邪じや悪あくとさえ言える／それゆえに惹ひきこまれる──

「もう大だい丈じよう夫ぶだから。もう話してあげられる」

　ヒオリが話していないなにか。

「きみに頼たよるのはもういやだった。でもそいつらに協力する、なんてもっといや」

「どういうことだ？」元相棒の声。目の前／東雲の膝ひざ──台座のほうを向いた。

「わたしは馬ば鹿かでもないの。計画……なにもわからない、なんてだれが言った？」

　ヒオリ＝元は嘉か村むらたちの仲間──サカモトにすら変異種の知識はあった。

「ヒオリ……」

「いろんなこと……無む駄だに説明させたんじゃない。完全ってわけじゃないけど、なんとなくはわかった。ブレイロックには助けられた……すごく感謝してる」

　東雲が動いた──異変を感じとった。ヒオリのほうへ──〈学会員〉に何事か指示。

「自分だけ犠ぎ牲せいになるのも腹が立つでしょ。あたしはそんなの納なつ得とくしない。どうせなら相手だけを無茶苦茶にしてやる」

　ヒオリが手を開ひらいた。白くなっている。長時間にぎったままにしていた──一いつ瞬しゆん、なにもないように見えた。

「それって──」わけもなく震ふるえた。

　スパイク。カステロ市の宿で別れるときにわたした──ヒオリ自身にくれと言われた。細い、たった一本のスパイク。それが彼女の掌てのひらに載のっている。

　思いだす／スパイクの中身──増ぞう強きよう剤ざい／活化剤──血液の循環を高速化させる。

「わたしは、だれのものにもならない」

　パッと浮かんだ──頭の中が赤く染まった／心臓が止まった──そんな馬鹿な。

　ヒオリはすべてをぶちこわしにしようとしている。

〈学会〉のすべて──おれや大勢の科学者が半生をかけたすべて。

　彼女自身。

　東雲との取り引き──ここまで考えていたというのか。

「やめろ！」おれが／東雲がさけんだ。狂くるったように身をよじった。

　東雲が走る──管の束たばねられた台座──空を搔かきながら。

　時間がゆっくりと流れる。静止する。ヒオリがまた遠ざかろうとしている。それがはっきりと見える。

「ヒオリ──」

　まにあわない。

　ヒオリが指を曲げる──ほんのわずか。

　スパイクの先が掌に刺ささる。ただそれだけの動き。

　直後／粘ねん液えきの中──細い身体からだがびくん、と震ふるえる。脈打つ。小刻みな痙けい攣れんがはじまる／激しく──八本の管から恐おそろしい速さで血液が流れだす。

　東雲が矢つぎ早に命令をくだす。彼自身も動く。オノフがわめき散らしながら下へ。

〈学会員〉たち──ヒオリから強引に管くだを引き抜ぬく──接続をはずされた管が生き物のようにのたうつ／先せん端たんから血を吐はきだす／落下していく。

　まわり＝恐きよう慌こう状態。〈学会員〉を押おしのけて走った／台座をよじ登った／ヒオリに駆かけ寄る／にじり寄る──ぐったりとしている／目を閉じている。

　群がる〈学会員〉の間に肩かたをねじこんだ。止し血けつを手伝った──いまだにつながれたままの管──抜きとる／これ以上血液を失わせるな。

　足の下──鳥とも獣けものともつかないさけび。目を向ける。ＭＳたちが痙けい攣れんをはじめている。

　ヒオリの血液を大量に送りこまれた。

　密林の中──発はつ狂きようし／あらゆる場所に頭を打ちつけて自じ滅めつした変異種。

「馬ば鹿か野や郎ろう……」

　ヒオリの望んだことが起きようとしている。

　東雲しののめとオノフが狂くるいかけている──ＭＳよりも先に。狂ったように指示を飛ばしている。下の〈学会員〉たちにＭＳへ刺すスパイクを指示している。どの神経繊せん維いを切断するか指示している。〈学会〉の／世界のもっとも貴重な財産がただの肉にされようとしている。

　ＭＳたちがうごめく。金切り声を上げる。神経繊維を引き千ち切ぎりはじめた──接続部分＝完全にははずれない。神経繊維が壁かべからばりばりとはがされる──それでも切れることがない──天てん蓋がいからぶらさがる／あやつり人形の糸さながらにＭＳを引っぱる。

　激しく動くＭＳ──計算するだけの／動かないはずの生物──退化した手足をふりまわし／口を開き／殺し合いをしている。脇わきから外部記き憶おく生物が引きずりだされる。生白い皮ひ膚ふを／肉をＭＳがむさぼり食う。空間がありえない悲鳴に満たされる。

　顔にやつらの体液が／唾だ液えきが／血液が──ヒオリの血液がふりかかる。

　気が狂う。

　ＭＳがへたなおどりのように身をくねらせる。むき出しの脳を震ふるわせる。手を凶きよう暴ぼうに上下させる。氷へと突とつ進しん──脳がやぶれた／中身があふれだした／氷の表面に色をつけた。

「ブレイロック。彼女を連れて離はなれろ！」研究熱心な東雲しののめ──まだあきらめていない。

「言われなくても……」ねばりの強い物体──腕うでを突つっこんだ／ヒオリの身体からだをしっかりとかかえた。

　血液は流れ続ける。ヒオリの元から白い顔──さらに白く／青く／透とう明めいになっている。

　遠くから別の声──巨きよ人じんたちの絶ぜつ叫きよう。殺し合いがさらにひどくなっているのか。搬はん入にゆう路ろ＝巨人を寝ねかせて運べる程度の幅はばしかなかった──あの中であばれている？

　神経繊せん維いを無理にむしられた壁──くずれ落ちはじめた。いい状態をたもってはいた──だが旧都市の廃はい墟きよであることに変わりはなかった。有機材の腐ふ敗はいはさけられない。弱っていた壁──湾わん曲きよくした天てん井じよう──連れん鎖さ的てきに裂さけ目が広がっていく。

　おれたちの足場がくずれる。氷が／ＭＳが／〈学会員〉たちが飲みこまれる。

「ヒオリ！」落下物からかばう──彼女の身体を引きずりだした。

　粘ねん液えきが糸を引きながら跳はねる。顔にかかる。服を汚よごす──おれ自身、なかば沈しずみながら完全に外へ。上からおおいかぶさった──ヒオリに。世界一利己的な、自分をつらぬいた女に。

　まわりで有機材が砕くだける。あらゆる物体＝上から下へ。背中に衝しよう撃げきを感じる。
















　ヒオリの目が開いた／腕をおれの首にまわした／頰ほおを寄せてきた──「ブレイロック」

　彼女を離さない。










　太陽。

　不快感。

　手足に／首にからみつく──神経繊せい維い──ＭＳの脳のう髄ずい。

　有機材の瓦が礫れきが包みこむ。

　頰の冷たさ──溶とけたＭＳ冷れい却きやく用ようの氷。

　熱さ。

　音──変異種の鳴き声／遠く──水の流れ。

　飛び起きる／ヒオリをさがしもとめる／腕うでの中──ひからびた粘液──ボロボロとくずれ落ちる。足もとを転がる／瓦礫の中にまぎれる──手の中──なにも残らない。

　大きな影かげ──迷いこんだ巨きよ人じんがあお向けになっている。腕うでを浮うかせた状態で死んでいる。その先──起き伏ふくの激しい光景──どこまでも続いている。

　巨人にしがみつかれ／のしかかられ／傾かたむいた陸上船が見える。

　崖のような有機材の壁かべ──世界とこの場所とをへだてている。

　だれかが動いている。話し声が近づいてくる。二人──

　ヒオリはどこだ？

　またぶっ倒れる。










　東雲しののめとオノフ──二十年来のつき合いとのうわさ──仲良くおれを助ける。

　東雲──「おまえが馬ば鹿かみたいに眠ねむりこけているあいだ、俺たちは必死でさがしたんだ。だがどこにもいない。どこをさがしても見つからなかった。彼女は消えたよ」

　オノフ──足を引きずっていた。なぜか鼻をすすっている。「結局おまえの思いどおりさ。巨人は止まっちまって二度と動かせねえ。見てのとおりな」

　裏切り者たちの計画はついえた。

〈進化論者〉たち──どさくさにまぎれて陸上船を奪だつ取しゆ──〈学会〉は価値のある備品を続けざまに失った。だがＭＳの損失にくらべれば軽けい微び。カエデとサカモトは目的をとげた。

　Ａ・Ｇ──両腕がなかった。死んだ巨人にのしかかられ／腹を食いやぶって出た、という話だ。「腕はまたつけかえりゃいいさ」

　彼は言った。

「たまたま見かけたんだ。サカモトの野や郎ろう──ヒオリをかかえて逃にげやがった。いまごろは船の中だ」

　さらに続ける。

「やられたな。またやり直しだ」

　くらくらときた。

　心地よさにくらくらとなった。

　おれ──彼女を追いかけるだけだ。







　あとがき







　はじめまして、作者の秋口ぎぐるです。

　おれは富士見ファンタジア文庫の熱心な読者でした。だから、そんな自分が（まさにその富士見から！）賞をいただけたことに、とても感激しています。

　大学生ぐらいになると、みんなこういったジャンルが好きだった、ということが照れくさくなるみたいだけど──おれはそんな風ふうにはなりたくありません。むしろ堂々と胸を張っていたい！　読者がそうなれる──一生胸を張って「好きだ」と言えるような作品を書いていきたい！　と、思っています。

　ちょうどファンタジア文庫をよく読んでいた高校生のころ、おれは自分とまわりとのちがいが見いだせなくて、埋うもれてしまう感覚がこわくて、でもなにをすればいいのかがわからなくて──とても沈んでいました。でも小説は好きで、それ以外にできること／やっていてまちがいじゃない、と思えることがなにもなかったから、こつこつと書いていました。そして書きつづけました。いまではやめないでよかった──楽ではなかったし、未完の作品は多かったけど──、書くこと自体を投げださないでよかった、と思っています。




　おれは昔から冒険物語が好きでした。主人公の男の子がヒロインの女の子を助け、力を合わせ、一緒になにかをやりとげるような冒険物語。そんな作品を観みたり、読んだりしたとき、おれは熱中し、夢中になり、そして──同時に、すこしブルーになっていました。

　なぜおれはこの主人公ではないのだろう。

　なぜおれはこんな──凡ぼん庸ような現実にとらわれた側がわなのか。おれもこんな冒険がしたい。こんな世界に生きたい。この物語の主人公になりたい。

　強く想っていました。くやしさに歯を食いしばっていました。そして、そうなれる物語は、本当にすばらしいと思えました。

　だから、書いてやろうと思いました。

　こんな体験がしたい、と心から感じられる本物の冒険。いかにも造られたキャラクターを遠い外そとから、ブラウン管を通して観るような感覚の物語じゃなくて、主人公の冒険を自分自身で追つい体たい験けんできる、したくなるような物語。

　この本の主人公＝ブレイロックは陸上船に乗り移ります。ヒロイン＝ヒオリと一緒に密林／遺跡を旅し、列車に跳とび乗り、ビルの傾かたむいた都市を逃げまわります。彼女のためにあやしい連中と手をむすび、そして、世界さえも裏切ろうとします。

　──彼女が、自分を裏切っていることも知らずに。

　本物の冒険。書けたかどうかはわかりません。でも近づけたと思いたい。だからこそ本になったと信じたい。もう本編を読まれた方──どうだったでしょうか。ブレイロックとヒオリの今後について知りたい、と思えたでしょうか。よろしければ感想を聞かせてください（なんだか暗いあとがきになってしまった）。




　最後に──おれを育ててくれたクィンタ／ＬＥＧのみなさん、支えとなってくれた家族、神大のみんな、マーレ／メロディのみなさん、そしてとち狂った友人たち。いろいろと面倒をみてくださった新井輝先生、榊一郎先生、築地俊彦先生、対馬正治先生、星野亮先生（家が超近所）──敬うやまうべき先輩であり、目標である人たち。もちろん担当氏、イラストの中野氏、そしてこの本を手に取ってくれた人たちにも──それこそ凡ぼん庸ような締しめだけどゆるしてください──最大級の感謝をささげます。

　ありがとう！　そして、これからもよろしく！！！





秋口ぎぐる　









　解説





富士見ファンタジア文庫編集部　　






「死んだ海え老びをつぶすような感覚」──冒ぼう頭とうに登場するこの何なに気げないたとえ。みなさんはどうとらえましたか？　体験したことのない感触なのに、妙みように想像できてしまう──そんな実感をしたことでしょう。普通の言葉を使いながら独特なたとえができる。そう、秋口ぎぐるは、比ひ喩ゆの名人なのです。もちろんこの作品の中に、こんな奇き抜ばつな比喩はまだまだ隠かくされています。

　そして一度読んだ人は絶対に忘れられないであろう、彼のもつ異質な世界観。未来を舞台とする物語は、いままでに数多く作り出されてきました。しかしここまで奇妙な世界をつくりあげた人は、はたしてどれくらいいたでしょうか。機械という文明の利り器きが動かなくなったなか、生物に機械の役割をさせてしまうという発想、そして不ぶ気き味みな生物たちがうごめくその世界。彼の作り出したこの世界観は、第十回ファンタジア長編小説大賞の最終選考で高く評価され、その結果、審査員特別賞を受賞するに至いたりました。




　幾いく度どもの選考を経へて、最後に審査員たちをうならせたのは、第一に彼の持つ世界観、第二にその独特な比喩センスでした。余よ談だんながら、審査員たちに印象深かったのは、実はあの蛙かえるです。「第だい二に脱だつ出しゆつ速そく度ど蛙がえる」という奇妙なネーミングもさることながら、あんな脇役をクライマックス直前のところで大だい胆たんに使うセンス。シリアスな中にささやかな笑いを閉じ込める彼の策さく略りやくに、まんまとひっかかってしまった、ということです（笑）。もちろん、内容が評価されたうえでのこと、というのは言うまでもありませんが。




　なにはともあれ、「並列バイオ」に興味を抱いだいてくれたみなさん、ありがとうございます。読めば読むほどおもしろさが増していく、するめのような読み応ごたえ、そして〝やったもん勝ち〟とも言えるあの文章表現。これは彼の新たなる可能性以外のなにものでもありません。今後、このような文体に出会ったとき、秋口ぎぐるを連想してもらえれば、なおのことうれしい限りです。もちろん、これからも続くであろう、「並列バイオ」シリーズを読むときにも……。




　けれども秋口ぎぐるは、ファンタジー文学界においてまだまだヒヨッ子なのも事実です。今後彼が育つかどうかは、本人の努力はもちろんのこと、読者のみなさんの力にもかかっています。ぜひぜひ、この「並列バイオ」を読んでの感想や、彼へのお便りをファンタジア文庫編集部へ送ってください。それをエネルギーとして、秋口ぎぐるは、とんでもない作家へ大化けしてくれることでしょう。
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